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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　村崎久都
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　花はな束たばはジョークのつもりだった。


　もともとたいして興きよう味みもなかった。要はどこかのジャンキーがトチ狂くるっただけのこと。その間抜けの面つらを拝おがむ気になったのは、本当にただ暇ひまを持てあましていたからというだけだった。


　気のない鼻はな歌うたを口ずさみながら、ぶらりぶらりと廊ろう下かを歩く。


　途と中ちゆうすれ違ちがった患かん者じやや看かん護ご婦ふが怪け訝げんな視し線せんを投げてきた。半分は病院に相応ふさわしくない彼の服装をとがめる視線。半分はもっと単純に、ただ吸すい寄せられ、そのままあとを追う視線。


　彼は自分に向けられる視線に気づく様よう子すもなく、つまらなそうに廊下をぶらついていた。


　長ちよう身しん瘦そう軀く。ボクサーを連れん想そうさせる無む駄だのない身体つきだったが、とりわけ美び形けいというわけではない。また、全体的に雑ざつな着きこなしからも外見に対するこだわりは感じられない。


　しかし、人目を惹ひいた。


　当たり前の足の運びに。何なに気げない視線の動きに。花束を振ふり回す軽けい快かいな仕し草ぐさに。それら、ちょっとした動作の一つ一つに隠かくしようのない活かつ力りよくが溢あふれ出ている。内ない在ざいする生命力が巨きよ大だいすぎて、肉体という器うつわから外までこぼれ落ちているのだ。それは病院という場所にあっては、いかにも周まわりの人々から浮うき上がって見えた。そしてまた、気け怠だるくつまらなそうな表情とは裏うら腹はらに、本ほん来らいの彼がどれほど生き生きとし、生せい気きに富とんでいるのかを連れん想そうさせるのだった。


　その彼の足が止まった。同時に、口ずさんでいたデタラメな鼻歌も止まる。


　廊ろう下かの真ん中だった。目立ったものは何もない。だが、彼は少し驚おどろいたような顔をして、前まえ触ぶれもなく廊下の真ん中に立ち止まった。


　両目が引き絞しぼられ半はん眼がんになった。視線は目の前の空くう間かんに据すえられたままだ。そこに、目に見えない何かが浮かんでいるとでもいうように、無む言ごんのまま空中を凝ぎよう視ししている。


　しばらく虚こ空くうをにらんだあと、彼は再ふたたび足を踏ふみ出した。今度は気の抜ぬけた歩あゆみではなく、速はやまる足を意い識しき的に抑おさえたような着ちやく実じつな足取りだった。


　廊下を過ぎて階段を下おりる。上のぼってきたばかりだった三階から二階、そして一階へ。


　階段を下りきったところで、また足が止まった。


　両目がさらに細められ、その分、瞳ひとみに込こめられた力が増ました。いまや真しん剣けんそのものといった顔つきで、鋭するどく廊下を見回していく。そしてその目が弾はじかれたように上へ跳はね、天てん井じようの蛍けい光こう灯とうでぴたりと止まった。


　ごく普ふ通つうの室内照しよう明めいにすぎない。ただ他の廊下の照明より明るかった。蛍光灯が新しい。


　彼は二、三歩駆かけ出し、次の照明の真ま下したに移動した。


　見上げる。この蛍光灯もやはり新しかった。次の照明も。その次の照明も。その廊下の照明は一つ残らず新しいものだった。つい最近取り替かえられた物ばかりだ。改かい装そうしたのではない。そうではなく、古い蛍光灯が壊こわれて使えなくなったのだ。


　何者かが破は壊かいして回ったに違いない。おそらく、光を消すために。


　彼の顔に一いつ瞬しゆん歓かん喜きの色が浮かんだ。


「いや」


　まだだ。まだ早い。こんな偽ぎ装そうは、これまで何回もお目にかかってきた。しかし──


　彼はまたも来た道を引き返した。今度はもう抑えることもできずに廊下を走り、階段を駆け上がった。


　首をめぐらせて何かを探さがし、新しい蛍光灯を見つけてはその下へと駆け寄っていく。と、次は床ゆかに目を向けた。それからしゃがみ込む。表情が一いつ層そう引き締しまった。ほとんど這はい蹲つくばるようにして、彼は床に手を当てた。


「ちょっと、あなた……」


　刺とげ々とげしい台詞せりふに振り返ると、不ふ信しん感かんを露あらわにした看かん護ご婦ふがこちらを見ていた。


「そんなところで何してるの？　あなた誰だれです。誰かのお見み舞まいに──」


「血だ」


　鋭く短く彼が言った。


　看護婦が身体からだを強こわ張ばらせた。


「な、なんのこと……」


「血けつ痕こんがある。なぜこんなところに？」


　彼が指し摘てきすると、看護婦は露ろ骨こつに狼狽うろたえた。確たしかにその場所には、数日前、謎なぞの血ち溜だまりができていた。看護婦仲間は気き味み悪わるがったが、病院が騒さわぎを嫌きらい、黙だまって始し末まつさせたのだ。しかし、綺き麗れいに清せい掃そうしたいま、ちょっと見たぐらいで血の跡あととわかるはずはない。


「あ、あなたいったい」


　看護婦の態たい度どを質問に対する肯こう定ていと取り、彼はすぐさまその場を離はなれた。呼よび止められたが気にも留とめなかった。血痕と、ある気配の残ざん留りゆうをたどり、先へ先へと進んでいく。


　てっきり外に逃にげるかと思ったが、その血の跡は病院の奥へ向かった。その先にあったのは手オ術ペ室の扉とびらだった。両開きの大きな扉。彼は扉に手を着つくと、背はい後ごの廊下を振り向いた。


　長い直線の廊下が続いていた。いまは天てん井じようの明かりは消され、足あし下もとに等とう間かん隔かくで設せつ置ちされた非ひ常じよう灯とうだけが緑みどり色の光を放はなっている。


　奥まった場所のため、廊下には窓まどもない。薄うす暗ぐらく、しんと静まりかえっていた。しかし表面上はひっそりとしたこの狭せまい場所には、いまもはっきりと、その気け配はいが残っていた。それも二つ。いずれも希まれに見るほど強力な気配だった。それらが激はげしくぶつかり合い、より強力な片かた方ほうが他方を圧あつ倒とうしたのだ。そう、勝しよう負ぶを決める瞬しゆん間かんには、まさに圧倒している。


　彼は扉を開けた。中は完全な暗くら闇やみが広がっている。だが、ここには手しゆ術じゆつに使われる高こう出しゆつ力りよくの照しよう明めいがあるはずだ。


　密みつ閉ぺいされた空間。遮しや蔽へい物ぶつのない直線。背後に据すえた光こう源げん。そして何より、そうした自みずからの勝しよう機きを高める場所へ、あれほどの出しゆつ血けつを負おいながら敵てきを導みちびく強い意志。


「ク」


　彼は思わず唇くちびるを歪ゆがめた。


「ククク」


　肩かたが細こまかく震ふるえた。呼こ吸きゆうが不ふ規き則そくに引きつった。しばらくそうしてから、彼は忍しのび笑いを停止した。


　胸むねを起こし、闇をにらみつける。


　同時に、まとわりついていた倦うんだ気配が一いつ掃そうされた。身体からだ中から覇は気きが迸ほとばしり、全身の細さい胞ぼうに瑞みず々みずしい力の激げき流りゆうが行きわたった。


　唇に浮かぶ獰どう猛もうな笑えみ。


　双そう眸ぼうが放はなつぎらつく光。


「ぃよう──ウィザード」


　と、闇につぶやく。


　その瞬間。彼の両目が暗闇の中、鮮せん血けつの赤色に浮かび上がった。





　病室に入ったとき、その看かん護ご婦ふは呆あきれて頭を振り、両手を腰こしに当てた。患かん者じやが横たわるベッドの上に、一ひと抱かかえはあるバラの花はな束たばが放ほうり投げられていたのだ。


　その派は手でな花束には見み覚おぼえがあった。見み舞まい客きやくの青年が持っていた物だ。見舞品にバラなど普ふ通つうは選ばないから、よく覚えている。


　白いシーツを彩いろどる赤いバラと緑の葉は、まるで埋まい葬そうされた死者への手た向むけのようだった。看護婦は乱らん暴ぼうに投げられた花束を取り上げ、水を入れた花か瓶びんに移した。いくら患者の意い識しきがないからといっても、ベッドの上に放り出したまま帰るとは非ひ常じよう識しきすぎるというものだ。


　見舞客の行こう為いにひとしきり腹を立ててから、看護婦は自分の仕事に戻もどった。窓を開けて部へ屋やの空気を入れ換かえる。定てい期き検けん査さと点てん滴てきの交こう換かんを行おこない、軽く床ゆかを掃そう除じする。それからふと、首を傾かしげた。


　あの見舞客は確たしか受付で、松まつ崎ざき祐ゆう子こという患者の病室を尋たずねていたように思うが……なぜこの倉くら沢さわ麻ま里り奈なの部屋へ見舞いに来たのだろう。


　しばらく頭を捻ひねってみたが、理由は思いつかなかった。結局看護婦は仕事を終えると、窓を閉しめ直してから病室をあとにした。





　　　　◆◆◆◆◆





「あ」


　とっさに足が出た。それがまた綺き麗れいにあごに決まった。


　うがあ、という呻うめき声を残し、女の子に絡からんでいた革かわジャンの男は仰あお向むけに転てん倒とうした。


　日曜の昼下がり。センター街遊ゆう歩ほ道どうのど真ん中での出で来き事ごとである。


「ああ。まただ。やりすぎた」


　姫ひめ木き梓あずさは赤せき面めんして大の字になった男から後こう退たいした。あとを追って栗くり色いろのポニーテールがくるりと舞まう。陽光を受ける髪かみ先さきは、主あるじの困こん惑わくを余よ所そに軽かろやかであった。


　成なり行きを見守っていた通行人から一いつ斉せいに拍はく手しゆが送られた。梓はいよいよ逃にげ場を失うしなって立ち往おう生じようした。


　替かわって、一人の少女が前に出る。


「皆みな見み茜あかねさんね？」


「……え、あ、はい……」


　男に絡まれていた当の本人は、突とつ然ぜんの展てん開かいに呆ぼう然ぜんとしたまま返事を返した。


「初めまして。葛くず根ね東ひがしの海うみ野の千ち絵えと姫木梓です」


「あ、あなたが……？」


　目を丸くして見返す依い頼らい人にんに、千絵は涼すずしい顔で微笑ほほえみ返した。よそ行きの笑顔だ。


「連れん絡らくを受けて飛んできたの。その男が電話で話していた男ね」


「え、ええ」


　千絵は「ふむ」と頷うなずくと、そのまま進み出て梓の隣となりに並ならんだ。梓にだけ聞こえる声で、


「梓さん。見み事ごとな上じよう段だん蹴げりだったけど、スカートでそういうのは慎つつしんだ方がいいと思うの」


「ち、千絵がやれって言ったんじゃないっ」


「まさか上段蹴りが出るとは思わなかったから」


「わたしだって思わなかったよ……」


　男は意外に動きが良かったのだ。一いつ刻こくも早く女の子を助けるためにも、衆しゆう目もくを気にしている余よ裕ゆうはなかった。


　むっつりと渋じゆう面めんになった梓を苦く笑しようで慰なぐさめ、千絵は倒たおれた男の足あし下もとに立った。例によって物ぶつ理り的交こう渉しようは梓に一いち任にんし、自分は後うしろから腕うでを組んで観かん戦せんしていたのである。


「テ、テメエは……」


　震ふるえる首を持ち上げて男が千絵をにらむ。千絵は男を悠ゆう然ぜんと見み下おろした。


　鼻はな筋すじの通った、古こ風ふうな美人である。光こう沢たくのある黒髪が、真まっ直すぐ流れて肩かたにかかっている。物もの腰ごしがどこか上じよう品ひんだった。外見にも、良りよう家けの子し女じよで通る柔にゆう和わさや清せい廉れんさが感じられるのだ。


　もっとも、お淑しとやかという雰ふん囲い気きはない。背せ筋すじはぴんと伸のび、男の怒ど気きを受けて怯ひるむ様よう子すもなかった。


「あら。私を知ってるみたいね」


「有名だぜ。『カプセル』を目の敵かたきにしてる身の程ほど知らずの女子高生がいるってな」


「そうね。確たしかに身の程を気にしたことはあまりないわね」


　男の罵ののしりに、千絵は平然と返した。とはいえ、隣で見ていた梓には、「有名」と言われたところで千絵の小こ鼻ばなが動くのがわかった。


　嬉うれしいのだ。千絵には、犯はん罪ざい者しやの恨うらみを買うのが楽しいという大変困こまった悪あく癖へきがある。


「そのカプセルのことなんだけど。あなたユーザーなんですってね。それも『ドラッグ・ドッグズ』とかいうチームの。少し話が聞きたいんだけど」


　一応は穏おだやかに千絵が尋たずねると、男は「けっ」と唾つばを吐はいた。


「見み損そこなうなよ。俺おれたちゃネットの腰こし抜ぬけとは違ちがうんだ。ダチを売るとでも思ってんのかっ」


「道路の真ん中に寝ね転ころがってちゃ、格かつ好こうはつかないわよ」


　千絵が指し摘てきすると、男は憎にくらしそうな呻うめき声をもらしつつ膝ひざを立てた。まだふらついている。脳のう震しん盪とうを起こしているのだ。ままならない両足に、男が「くそっ」と悪あく態たいを吐ついた。


「だいたいなんなんだ、そっちのしっぽ頭は！　女のくせして、テメエの身長たつぱより高たけえ頭、蹴け飛とばしやがって」


「凄すごいでしょ？　忠ちゆう告こくするけど、彼女が本気を出したらアゴはおろか首の骨が折れるからね」


　うふふ、と笑いながら千絵が警けい告こくする。


　梓は冗じよう談だんではないという顔をしたが、言われた男は顔を青くした。男だけでなく、依い頼らい人にんの少女まで顔を引きつらせ、周まわりの通行人からもざわめきが起こった。全員真まに受けたようだ。梓は反論する気も起こらず苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした。


「どう？　話してくれないかしら？」


「お、一昨日おとといきやがれっ」


「あなたたちのことじゃないのよ。ネットに絡からんだことなの」


　敵てき意い剝むき出しの男に対し、千絵はやんわりと続けた。


「最近あなたたちの仲間に、元セルネットのメンバーで、ネットを抜ぬけた女性が加わったでしょ？」


「……んだとぉ？」


　男は惚とぼけるような返事を返したが、思い当たることがあるのは傍はた目めにも明めい白はくだった。「知ってるのね？」と、千絵が問いつめると、わざとらしくそっぽを向いた。


「教えてくれない？」


「嫌いやだねっ」


「このままお巡まわりさん連つれてきてもいいんだけど？」


「……ちっ。……のことだろ」


　ふてくされたような声で答えた。


「知ってるの？　やっぱりあなたたちと一いつ緒しよにいるのね？」


　千絵が勢いきおい込こんで追つい及きゆうすると、男は苦い顔をしてボソボソと口の中でつぶやいた。


「え、何？」


「……んだよ」


「何よ。何を言って──」


　千絵が眉まゆを顰ひそめて身を乗り出した。


　とたんに男が狡こう猾かつな笑いを浮うかべた。梓がハッとなって「千絵っ、ダメ！」と叫さけんだが、千絵が反はん応のうするより速はやく、男の腕うでが彼女の肩かたを捕つかまえていた。


「え？」


　千絵はお世せ辞じにも運動神しん経けいがいいとはいえない。このときも男にバランスを崩くずされると、ろくに抵てい抗こうもできないまま男の上に倒たおれてしまった。男はさっきまでふらついていたのが噓うそのように機き敏びんな動きで倒れかかる千絵を抱だき止め、一ひと息いきに立ち上がって羽は交がい締じめにした。


「千絵！」


　梓が慌あわてて男に向かって踏ふみ出した。だがもう、うかつに動ける状じよう況きようではない。


「くそっ」


　自分と相あい棒ぼうの軽けい率そつさにほぞを嚙む梓に対し、すっかり体勢を立て直した男は得とく意いそうな嘲ちよう笑しようを見せた。しかし、そのまま人ひと質じちに取るかと思えば、捕まえた千絵を梓の方へ突つき飛ばした。


　梓はとっさに千絵を受け止める。その間に男は身を翻ひるがえし、


「その面つら、忘れねえからな！」


　と捨すて台詞ぜりふを残して周しゆう囲いを囲かこむ人ひと垣がきに飛び込んだ。見けん物ぶつしていた人々が悲ひ鳴めいを上げて左右に分かれると、男はあっという間まに大通りから走り去った。梓はひとまず胸むねを撫なで下おろした。


　男が完全に姿すがたを消してから、豆まめ鉄でつ砲ぽうを食った鳩はとのような千絵が、ようやく「あっ」と声をもらした。


「いけない。逃にげられた」


　惚とぼけた台詞せりふに、梓が一層の渋じゆう面めんを作る。


「何のんきなこと言ってるのよっ。いまのは、あいつが逃げたおかげで助かったんだからね」


「そ、そう？　でもせっかくの情じよう報ほう源げんを」


「もうっ。しっかりしてよ。あいつが刃は物ものでも持ってたら、大変なことになってたわよっ」


　目をつり上げて梓が厳きびしく言うと、さすがに千絵も少しだけ悄しよう然ぜんとした。


「ごめんなさい。以後気をつけるわ」


「頼たのむよ、ほんとに」


「あの……」


　呼びかけられ、二人は振り返った。すると、巻き込まれていた少女が、幾いく分ぶん所しよ在ざいなさそうに立っていた。黒いセルフレームの眼鏡めがねをかけた、ごく目立たない少女である。


「ありがとう。その……助けてくれて」


「ああ、いいのよ。怪け我がとかなかった？」


「ええ」


「じゃあ、あらためて。わたしたち、ああいう連中を相手にちょっとしたトラブルシューティングみたいなことしてるんだ。その……」


　梓が横目で千絵を見る。いまだに、自分で説明するのは恥はずかしい。


　梓のバトンを受けて、ただちに気を取り直した千絵が少女に向かってにっこり微笑ほほえんだ。


「『実じつ践せん捜そう査さ研けん究きゆう会かい』の者です。どうぞよろしく」





　　　　２





　詳くわしい話を聞くため、梓と千絵は皆見茜という依い頼らい人にんの少女を連つれてセンター街がいを離はなれた。


　訪おとずれたのは『パンドラ』という半地下にある喫きつ茶さ店てんである。


　階段を下おりると、ステンドグラスの照しよう明めいが白い漆しつ喰くい塗ぬりの内ない装そうを照てらしていた。カウンター席の他ほかに、曇くもりガラスで仕し切きられたボックス席が四つ。部へ屋やの壁かべには使い込まれた食しよつ器き棚だながあって、カップやソーサーといった陶とう磁じ器きが並ならんでいる。カウンターの奥には、綺き麗れいに磨みがかれたサイフォンが整列していた。


　レトロな雰ふん囲い気きが千絵のお気に入りの店だった。外がい壁へきが蔓つる草くさに覆おおわれている上に半地下になっているので、外から見られることがない。あまり知られていない店で、この手の話を聞くのに重ちよう宝ほうしているのである。


　ただ、この日は先客がいた。


　──おっと。


　梓が軽く天を仰あおいだ。千絵が天てん敵てきを見つけて表情を険けわしくする。


　カウンターでオレンジジュースを啜すすっていた先客は、二人を見つけると嬉うれしそうに椅い子すを回転させて振り返った。


「あ、ひどい。千絵ちゃん、いま俺おれ見て『せっかく邪じや魔ま者ものがいない間に気持ちよく一ひと仕事片かたづけようと思ってたのに、どこから嗅かぎつけてきたのよ、この暇ひま人じん』って思っただろ？」


「せっかく邪魔者がいない間に気持ちよく一仕事片づけようと思ってたのに、どこから嗅ぎつけてきたのよ、このボンクラ」


「ひどいなあー。ひどい言い草だなあー。同じ同どう好こう会かいの同どう志しに対する言葉じゃないなあー」


「『研究会』です」


　千絵は努つとめて事じ務む的な口く調ちようで素そっ気けなく答えた。そのまま三人分のコーヒーを注ちゆう文もんすると、彼──水みず原はらの脇わきを抜ぬけて奥のボックス席に茜を連れて行った。


　──やれやれ。


　また一ひと悶もん着ちやくありそうだ、と梓は内心肩かたを竦すくめた。


　水原勇ゆう司じは千絵が作った実践捜査研究会のメンバーの一人である。校内でも有名な軟なん派ぱ師しで、会長の千絵の周まわりに頻ひん繁ぱんに出しゆつ没ぼつしていた。


　顔はいいし、スタイルもいい。服装のセンスもこなれていて、喋しやべるのもうまい。だから当然もてることはもてるのだが、そうした外見上の二枚目ぶり以上に、その存在全体の醸かもし出す軽けい薄はくさが印いん象しように残るタイプだった。髪かみはよく手入れされた茶ちや髪ぱつ。目元に泣き黒子ぼくろがあり、彼のへらへら笑いを表情豊ゆたかなものにしていた。


　清せい廉れん潔けつ白ぱくをむねとする千絵からは毛け嫌ぎらいされているのだが、一いつ向こうに懲こりる様よう子すがない。それどころか、どうも千絵に嫌われるのを逆に面おも白しろがっている節ふしがある。彼がいると普ふ段だんマイペースな千絵までムキになるので、梓としては二重に迷めい惑わくな男だった。


　案内された茜は、よくわからないまま水原を眺ながめた。水原は自分に向けられた茜の視し線せんに気づくと、すぐさま如じよ才さいなく笑顔を返し、カウンター席からボックス席へ滑すべり込んだ。


「こら、こっちこないでよ！」


「いーじゃん、この席、四人用なんだからさあ。君きみが今度の依い頼らい人にん？　名前なんての？」


「み、皆見です」


「皆見──何ちゃん？」


「皆見茜」


「茜ちゃんね。俺、水原勇司。ユージでいいよ。ガッコどこ？　葛う根東ちじゃないよね。文ぶん清せい？」


　安物の笑顔をばらまく水原に、茜は困こん惑わくしたような閉へい口こうするような、なんとも微び妙みような顔つきになった。


　その隣となりで千絵がはやくも柳りゆう眉びを逆さか立だてるのを見て、梓は慌あわてて割わって入った。
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「水原くんっ。わたしたち皆見さんに聞きたいことがあるのよ。あなたの個人的な質問はあとにしてくれる？」


「心しん外がいだなあ、梓ちゃん。俺は今後の調ちよう査さ上、必要と思われる情じよう報ほうを把は握あくしてるだけだぜ」


「あのね。ほんとに大事な話なの。出ていけとは言わないから、せめて黙だまっててくれない？　あなたにだって全然関係のない話じゃないんだから」


「またまた。自じ慢まんじゃないけど、俺、ここ最近はノー・トラブルだぜ。女関係込こみで」


「……祐ゆう子この話よ」


「おおう……それは、それは」


　祐子の名前を出すとさすがの水原も大人おとなしくなった。水原が軽かる口くちを引っ込めたのを見ると、梓は仕し切きり直なおしとばかりに茜に向かって咳せき払ばらいした。


「皆見さん。面めん倒どうだけど、電話の話、もう一回詳くわしく聞かせてもらえるかな？」


「いいけど」


　茜はどうにもちぐはぐなコンビネーションの三人組を交こう互ごに見み比くらべた。


「その前に、あなたたちのこと話してくれません？　噂うわさじゃ、いろいろ聞いてたから電話したんだけど、やっぱり本人の口からきちんと聞きたいし」


　まだ気を許ゆるさない口くち振ぶりで、茜はそう切り出した。


　もっともである。梓は千絵に視線で合あい図ずを送った。こういう説明は千絵の方がはるかに手て慣なれている。千絵は頷うなずいて、「それじゃあ」と事ことのあらましを簡かん潔けつに述のべた。


　その事件が起こったのは、梓が日本に帰き国こくして一か月が経たった頃ころである。


　発ほつ端たんは、梓たちの同級生、倉くら沢さわ麻ま里り奈なが校こう舎しやの屋おく上じようから飛び降おりたことだった。原因は『カプセル』と呼よばれるドラッグ。麻里奈はカプセルを服ふく用ようし、その影えい響きようで錯さく乱らん状じよう態たいに陥おちいったまま飛び降りたのである。


　カプセルの売ばい人にんが校内にいると囁ささやかれる中、梓は自分の幼おさななじみがその売人だという噂を耳にした。そして真しん相そうを知るべく、校内のカプセル密みつ売ばいルートを追い始めた。それがきっかけで、同じくカプセル撲ぼく滅めつに邁まい進しんする千絵と知り合うことになる。


　カプセルを密売しているのは『セルネット』もしくは『無む慈じ悲ひな女王』と呼ばれる組そ織しきだった。二人は、かつてセルネットの売人だった水原から組織の内部情報を聞き出す。そして最終的に、校内に潜せん伏ぷくしていた組織の人間を見つけだすことに成功した。それが松崎祐子だ。


　千絵は、祐子がセルネットの構こう成せい員いんであること、また、仲間だった倉沢麻里奈や清きよ井い美み加かにカプセルを渡し、ついには中ちゆう毒どく症しようにまで追い込んだことを指し摘てきした。刑事たちの前で己おのれの犯はん罪ざい行こう為いを明あかされた祐子は、その場でカプセルを過か剰じよう摂せつ取しゆする。そして、自みずからも麻里奈や美加たちと同じように精せい神しんに破は綻たんを来きたす結果を招まねいたのである。


　梓にとっていろいろな意味で陰いん鬱うつな事件だった。祐子は帰国子し女じよの梓にとって、日本に戻もどって最初の親しん友ゆうだったのだ。


「私たちは真相を解かい明めいして、売人に疑うたがわれていた男子生徒の容よう疑ぎを晴はらすことができたわ。でも、祐子さんを助けることはできなかった。そのことに関しては、あなたにもその……」


「いいんです。祐子とは高校入ってからつき合いなかったし。カプセルなんかに手を出した、あの子が悪いんだから」


　茜は祐子の中学時代の親友だということだった。千絵はさらに何か言おうとしたが、ちょうどコーヒーが運ばれてきたので口をつぐんだ。


　それきり会話が途と切ぎれ、なんとなく間まの悪い沈ちん黙もくが訪おとずれた。


　祐子はカプセルで身を滅ほろぼした。それは彼女の自じ業ごう自じ得とくだが、最後の引き金を引いたのは千絵だ。「他ほかのやり方はなかったのか？」と、事件のあと千絵は自問していた。梓だけでなく、千絵もまだあの事件を引きずっているのだろう。


　そんな相あい棒ぼうを、梓は複ふく雑ざつな思いで見つめた。


　実をいうと、真相はもっと込こみ入っている。特に、売人の容疑をかけられていた梓の幼なじみ。彼に関する事実は、およそ想像のらち外がいにある。


　──でも、あれは……


　事件が表面上の決けつ着ちやくを見たあと、梓はカプセルにまつわる不ふ可か解かいな体験をした。


　カプセルは幻げん覚かく剤ざいの一種らしく、服用すると視し覚かく変へん容ようや精神高こう揚よう等の作さ用ようをもたらす。幻覚を見るのだ。しかもカプセルの幻覚には格別の逸いつ話わが付いていて、カプセルをのむと、悪魔が現れ、願い事を叶えてくれるというのである。


　梓が体験した一連の事じ象しようは、そうした噂うわさを否いや応おうなく喚かん起きさせるものだった。


　召しよう喚かんされた二体の悪あく魔まによる常じよう軌きを逸した戦たたかい。それは到とう底てい幻覚とは思えない生なま々なましいリアリティを残し、かといって現実であるはずはない異い様ような光景を脳のう裏りに焼き付けた。あれがカプセルによるただの幻覚だったのか否いなか、梓には判断をつけることができない。


　──問題はこいつなのよね。


　と梓は煙草たばこをふかす水原を盗ぬすみ見た。


　水原はあのとき現場にいた。いや、それ以上に、あのとき水原は全ぜん容ようを把は握あくしていたはずだ。しかし、このお喋しやべり男が、あの件に関しては完全にしらを切っている。もう一人の当事者、梓の幼なじみもだ。二人はまるで何事もなかったかのように口をつぐんでいた。


　そして梓もまた、二人に真実を迫せまることができずにいた。それどころか、共ともに活動する千絵にすら話せずにいる。千絵は多た分ぶんにロマンティストだが、それはあくまで現実的常じよう識しきに根ざした上でのことだ。悪魔の話などしてみたところで、信じることは絶対にないだろう。実際、以前水原がそれとなく悪魔の噂話をしたときも、端はなから否ひ定ていしていた。


　しかしそれも無む理りはない。何しろ、梓本人も自分の見たことを百パーセント信じられずにいるのだ。


　──それに、景けいちゃんが絡からんでる話だし……


　梓が秘ひ密みつを抱かかえた幼なじみに思いを馳はせたとき、ようやく千絵が説明を再開した。


「皆見さん、『細セ胞ル』って何か知ってる？」


「詳くわしくは知らないけど……セルネットに加わってる人間のことですよね？」


「そうね。正確にはネットを構成する最小単位のグループのことよ。四人の構成員が集まって一つの細胞を作るの。三さん角かく錐すいをイメージしてみて。その各頂ちよう点てんに一人ずつメンバーを配はい置ちしたとするわね。頂上の一人がその細胞のリーダーで、底てい面めんの三角形を作る三人が部下になる。この計四人で行動したり、情じよう報ほうのやり取りを行おこなうの」


　説明しながら千絵は指で空中に立りつ体たい図ずを描かいてみせた。


「この細胞は一つで完かん結けつするわけじゃなく、上下に繫つながりながら広がっていくの。頂点のリーダーは、他の細胞では部下の三人の一人になる。一方部下の三人は、それぞれ自分の下に自分の部下を三人ずつ持って、それぞれの細胞を作る。そして巨きよ大だいなネットワークを形成するわけ。これがセルネットの構こう造ぞうよ」


「ああ。それってちょっと聞いたことあるかも……世せ代だいがどうとかいうやつですね」


「ええ。セルネットのトップが第一世代フアーストで、以下、第セ二カ世ン代ド、第三世代サード、第フ四オ世ー代スと続いていくわ。それでね。肝かん心じんなことは、セルネットに参加している人間でも、ネット内のことは自分の属する細胞のことしか知らないってことなの。例たとえば私がネットのメンバーに加わっていたとして、私が知っているのは、自分の細胞のリーダーと同世代の仲間二人。それにもし部下がいれば部下の三人。それだけなのよ。おかげでネットに関かかわってる人間をいくら捜さがし出しても、ネットの全ぜん貌ぼうは一いつ向こうに明らかにならない。忌いま々いましいけど、良くできた仕組みではあるわ」


　と自分で言って千絵は嘆たん息そくした。


　茜はしばらく考え込んでいたが、やがて納なつ得とくして千絵を見返した。


「それで、私の話になるんですね」


　茜の言葉に千絵が頷うなずく。


「祐子さんがセルネットの細胞だったことはわかったわ。麻里奈さんと美加さんも、祐子さんをリーダーとする細胞に入っていたこともわかってる。でも、肝心の祐子さんが部下の一人として属していた細胞の情報がどこにもなかったの。あなたの話を聞くまでね」


　千絵は真しん摯しな眼まな差ざしで茜の目をのぞき込んだ。茜は自信なさそうに肩かたを竦すくめた。


「私も本人を直接知ってるわけじゃないから」


　と前置きしてから、


「私の友達で、やっぱり前に祐子の知り合いだった子がいるんだけど、その子カラオケボックスでバイトしてるんです。その店、深しん夜やになるとガラ悪いのが顔出す店で、その日もちょうどその手の連中が遊びに来たんですよ。かなり酔よってたみたいで、部へ屋やに飲み物持っていったとき、テーブルにカプセルが平気で出しっぱなしにしてあったって言ってました。それで……その子もカプセルの噂うわさは聞いてて興きよう味みあったらしいんです。ただ、直接譲ゆずってくれとか言うのはヤバいだろうから、ひょっとしたらカプセル売ってるとこがわかるかもしれないってんで、部屋の受じゆ話わ器きを少しズラして出てきて、控ひかえ室で盗ぬすみ聞きしたそうなんです。みんな酔ってたから気づかれないだろうって。そしたら──麻里奈さんでしたっけ？　彼女が飛び降おりた話題で盛もり上がって。あの事件の黒くろ幕まくは松崎祐子っていう生徒だったって話になったんですけど、その中の一人が『スミレは少し前までネットにいて、その祐子って女と組んでたんだよな』って言ったそうなんです。それから女の声で『あんまり言いふらさないで』って」


「スミレ……ね」


　千絵が独ひとり言ごとのようにつぶやいた。茜の視し線せんに気づくと「続けて」と先を促うながす。茜はもう一度肩を竦めた。


「それだけです。結局そいつらは帰っていって、私はその子から話を聞いたんですけど。その子はもう祐子のことは特に関かん心しんもないんです。祐子はもともとあちこちに知り合いがいて、その子もその一人ってだけだから。私は中学のときは祐子とけっこう親したしかったし……祐子がカプセルでトラブったってのは知ってたんだけど、ほんとはどういうことだったのか知りたかったから。それでそのスミレって子に会ってみようと思ったんです。けど、やっぱつるんでる連中がヤバい奴やつらだったみたいで。特にさっきの男。あいつとかが絡からんできて、祐子の話聞こうとしたら、私のこと何者だって。私、なんか恐こわくなっちゃって。……でもこのままにしちゃうのもやだったし。だから、あなたたちに連れん絡らく取ってみようかなって思ったんです」


　茜の話を聞き終えると、千絵は、ちょうど依い頼らい人にんの用件を聞き終えた探たん偵ていよろしく、鷹おう揚ように頷うなずいてみせた。


「あなたの電話を受けてから、私たちも少し調べてみたの。そのカラオケボックス、西にし黄こう坂ざかの通りにある雑ざつ居きよビルの三階の店だったわよね」


「ええ」


「その隣となりに、『テアー・チェイン』っていうカプセルを扱あつかってるらしい店があるの。そのときの客ってのは、たぶんそこの常じよう連れんよ」


「な、何!?」


　千絵がそう言ったとたん、それまで珍めずらしくも大人おとなしくしていた水原が、ふかしていた煙草たばこで激はげしくむせかえった。


　いいところで邪じや魔まをされた千絵が苛いら立だたしそうに横目でにらんだ。


「何よ。騒そう々ぞうしい」


「待て。それってまさかＤＤのことじゃないだろうな」


「あなたの言うＤＤが、ドラッグ・ドッグズのＤＤなら、その通りよ」


「おいおい、マジかよ」


　水原は耳を疑うたがうとばかりに千絵と梓に向き直った。


「ネットの相手してるってだけで相当神しん経けい削けずってんのに、この上ＤＤにまでちょっかい出すつもりか？　冗じよう談だんきついぜ。あそこはヤバイんだって。あいつらネットと違ちがって頭わりーのばっかだからさ。後あと先さき考えねえんだよ。おまけに年がら年中ラリってて、まともに話もできやしねえし」


　水原は昔むかしネットの細胞をやっていた。それだけに、いまでも裏うら事じ情じようには詳くわしい。水原がそう言うのなら、本当に危き険けんな集団なのだろう。


　しかし千絵は一いつ向こうに恐れる素そ振ぶりも見せず、焦あせる水原に意い地じ悪わるな視線を向けた。


「何もあなたが怖おじ気けづくことはないわよ。私と梓さんが用心するだけのことなんだから」


「また、そういうことを言う」


　と水原は情なさけない顔をした。


「いーから、よしとけって。第一、その話は眉まゆ唾つばだぜ。あ、茜ちゃんのことじゃないからね。俺が言ってんのは、スミレとかいう女のこと。前に言ったろ？　ネットはカプセルのトラブルが表おもて沙ざ汰たにならないよう、なんかあったら、その細胞を揉もみ消すって。祐子のありゃあ、マスコミネタになるほどの大事件だったんだぜ。祐子のいた細胞が残ってるわきゃねーんだよ」


「そうね。確たしかにセルネットは隠いん蔽ぺい工作を行おこなったと思うわ。でも、だからこそスミレって人はネットを抜ぬけたんじゃないかしら？　口くち封ふうじの手を逃のがれるため、セルネットにとって最大の敵てき対たい組そ織しきであるドラッグ・ドッグズに身を寄せたと考えられない？」


「それは……まあ」


　千絵の推すい理りに水原が口ごもった。


　やり込こめた千絵が満まん足ぞくそうに鼻はなを鳴ならす。それでも水原は引き下がらなかった。


「でもさあ。前から忠ちゆう告こくしてっけど、千絵ちゃん、やっぱ無む防ぼう備び過ぎるって。そりゃあ、梓ちゃんが強いのはよく知ってっけど、カプセルやってる連中の『恐こわさ』ってのは、ただ喧けん嘩かが強いとか平気で無む茶ちやするとかいうのとは、また違うんだよ」


　横で聞いていた梓が、わずかに緊きん張ちようする。


　一いつ方ぽう、深々と煙けむりを吸すう水原に、千絵は、またか、という顔になった。


「例の悪あく魔まがどうこうって話？　そんな話、幻げん覚かくに決まってるでしょ」


　うんざりと千絵が言うと、「──悪魔？」と、茜がつぶやいた。慌あわてて、「ああ、なんでもないの」と笑顔で誤ご魔ま化かし、千絵は余よ計けいな口を叩たたく水原を半はん眼がんでにらんだ。


「まあ、忠告はありがたく受け取っておくわ。でも捜そう査さをやめるつもりはないの」


　きっぱりと断言する千絵に、水原は煙草たばこをくわえたままで口をへの字にした。


「言い出すときかないんだもんなあ。せめて素す性じようとかばれないよう、穏おん便びんに進めてくれよ」


　鼻から煙をはいて水原が言うと、


「相あい変かわらず注意力が足たりないわね」


　とだけ答え、千絵は注ちゆう文もんしたブラックコーヒーのカップを手に取った。


「注意力。なんで？」


「皆見さんの話、ちゃんと聞いてた？」


「フッ。実をいうと顔に見とれてた。ごめんね、茜ちゃん。君があんまりチャーミングだから」


「彼女、『さっきの男』って言ったでしょ」


「ふむ。茜ちゃんが絡からまれたとかいうＤＤの男？」


「いま彼のあごには踵かかとの跡あとがついてるわ。二十四センチの」


　澄すまし顔で千絵が言う。


　水原は眉まゆをひそめたあと、思い当たって梓を凝ぎよう視しした。


　梓は居い心ごこ地ち悪わるそうに水原から視し線せんを逸そらした。


　白しら々じらしい沈ちん黙もくが通り過ぎる。


「ああ、もう」


　と水原は慨がい嘆たんした。
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「ああ、もう」


　と茜は恨うらめしそうに財さい布ふを閉じた。


　──一人で六千円も食べる？　普ふ通つう。


　こんなことなら鮨すしじゃなくラーメンにしておけばよかった。


　それは確たしかに、茜が最初に言った予定では、彼の役やく所どころはもっと格かつ好こいいものだった。海野千絵が現あらわれた時点で茜を解かい放ほうし、思わせぶりな台詞せりふと少しばかりの脅おどし文もん句くを残して、悠ゆう々ゆうとその場を立ち去るという筋すじ書がきだったのである。それが、公こう衆しゆうの面前で、自分より年ねん齢れいも身長も体重も下の女の子に叩たたきのめされる結果となったのは、同情に値あたいする不幸である。


　しかし、自分に非があるわけではない。いくら依い頼らい人にんの女の子が絡からまれていたからといっても、ただの女子高生が白はく昼ちゆう堂どう々どう喧けん嘩かをふっかけ、あげく見み事ごとにのしてしまうなど、事前に予想できるわけがない。


　それなのにあいつときたら、やれ話が違ちがうだの、納なつ得とくできないだのと喚わめき散らし、ついにはもう一度会ってやり返すとまで言い出す始し末まつだ。仕し方かたなく夕食を奢おごると宥なだめてみれば、真まっ直すぐ鮨屋の暖簾のれんをくぐり、品しな書がきを端はしから全部注ちゆう文もんしてのけた。散さん財ざいである。


　茜はもう一度ため息をついて財布をポケットにしまった。


　男の名は知らない。コードネームは『ディンゴ』。頭かしら文も字じは『Ｄ』。つい最近になって茜の属する第サ三ー世ド代・細セ胞ルに新しく加えられた新人である。直接会うのは今日きようが初めてだった。もともと茜の細胞は横の連れん帯たいに乏とぼしく、リーダー以外とは滅めつ多たに会わない。例外は今回のように、なんらかの任にん務むが言い渡されたときぐらいだった。そのときでもリーダーの定さだめたルールで、二人以上が同時に顔を合わせないようにしていた。


　──やば。五分も遅おくれた。


　腕うで時ど計けいを確かく認にんした茜は、慌あわてて階段を駆かけ上がった。


　夜九時を回ったというのに、コーヒーショップの二階席はほとんど埋うまっていた。


　眼鏡めがねを直しながら茜が店を見渡すと、奥のテーブル席で、軽く手を挙あげる客がいた。茜は素す早ばやくそのテーブルに着ついた。


「五分二十二秒の遅ち刻こくだ」


「──すいません。その……道が混こんでまして」


「これでもれっきとした犯はん罪ざい組そ織しきなんだがね。我われ々われは」


「い、以後気をつけます」


　茜が謝あやまると、相手はおかしそうに含ふくみ笑いをした。からかって楽しんでいるのだ。


　親したしみのこもった微び笑しように、茜は迎げい合ごうして愛あい想そ笑いを浮うかべた。もっとも、打ち解とける気にはなれない。何しろ目の前の人物は、親しん身みな微笑ほほえみを浮かべたまま相手の息の根ねを止める力と、必要ならそれを躊躇ためらわずに行こう使しする性格とを合わせ持っている。


　やはり名は知らないがコードネームは有名だった。『カイム』という。実際の──という表現もおかしいが──悪あく魔まの名前が由ゆ来らいらしい。茜たちのリーダーであり、第二世代細胞セカンド・セルに属するセルネットの幹かん部ぶだ。静かな物もの腰ごしとは裏うら腹はらに、長年、対ＤＤの指し揮きを執とってきた、セルネットきっての武ぶ闘とう派はだった。


「さてデルタ。首しゆ尾びは？」


「うまくいきました。ただ成果はあまりありません」


『デルタ』というのは茜のコードネームである。まず短く結果を述のべてから、茜は詳しよう細さいな説明に移うつった。彼女のリーダーは合ごう理り性せいを重じゆう視しする。およそカプセル常じよう用よう者しやらしからぬ方ほう針しんだが、茜としては性しようにあった。少なくとも世せ間けん話ばなしを楽しまれるよりはずっといい。


「計画通り葛くず根ね東ひがし高校の海野千絵と姫木梓に接せつ触しよくしました。ですが、話を聞いたところ、たいした情じよう報ほうを持っているようではありませんでした。彼女たちはあくまでカプセルをドラッグの一種と認にん識しきしている模も様ようです。ネットを追うのも、純じゆん粋すいにドラッグの撲ぼく滅めつが目もく的てきのようです」


「なんのために？」


「私し見けんでよければ──単に正せい義ぎ感かんからだと思います。せいぜいが名めい誉よ欲よくですね。あるいは過か去こにカプセルのトラブルに巻き込まれ、私し怨えんを抱いだくといった経けい緯いがあるのかもしれませんけど。少なくとも主しゆ導どうを取っている海野千絵については裏があるようには見えませんでした。といいますか……セルネットの調ちよう査さそのものを楽しんでいるように見受けられます。『実じつ践せん捜そう査さ研究会』というのも、こういうとなんですが、一種、趣しゆ味みサークルの雰ふん囲い気きでしたし」


　茜が口早に報ほう告こくすると、カイムは、


「麻ま薬やく撲滅の趣味サークル」


　とユーモアたっぷりに言った。


「それはまた崇すう高こうな趣味だ」


「ユニークなキャラクターではありました。ただ、繰くり返しますが、それほど注意を必要とする存在とはいえないでしょう」


「ということは、つまり──」


「はい。海野千絵は悪オ魔ー持ナちーではありません。仲間の姫木梓もです。カプセルユーザーですらないでしょうね。賭かけてもいいです」


　特とく上じよう鮨ずしを。


　断言するとカイムは残ざん念ねんそうに首を振ふった。


「ではまた調査範はん囲いを広げる必要があるな」


「他た組そ織しきという線は？」


「ない。可能性があるのはフリーのユーザーだけだ」


「しかし、それにしてはずいぶんと巧こう妙みようです。手て慣なれた感かん触しよくがしませんか？」


「フリーとはいえ、突とつ発ぱつ的てきに悪魔召しよう喚かんに成功した新しん規きユーザーとは限るまい。古ふる株かぶの悪オ魔ー持ナちーで、いまだどこにも属さずぶらついている者も少数だが存在するからな。そういう人間が偶ぐう然ぜん身近で起こった事件を厭いとい、事ことに及およんだ、というのが妥だ当とうな推すい測そくだ」


　カイムの見けん解かいに、茜は大人おとなしく同意した。


　セルネットは基本的に組織だった活動は取らない。ただ、実働細胞アクト・セルと呼よばれる実行部隊と第サ三ー世ド代・細セ胞ルより上位の細胞は別で、組織の運うん営えいのため、ことあるごとにかり出されている。今回の任務は葛根東高校で起こった一連のカプセル騒そう動どうの調査。特に松崎祐子の最後に関係する謎なぞの解かい明めいだった。


　祐子は警けい察さつの聴ちよう取しゆを受けている最中に、千絵によって自みずからの犯罪を暴あばかれた。そして逆ぎやく上じようし、カプセルをのんだ。


　ここでカプセルを服ふく用ようしたという行動は一いつ見けん不ふ可か解かいである。警察内部では錯さく乱らんした結果と受け止めているようだ。しかし、カプセルの真しんの効こう用ようを知るものにとっては、彼女の行動は極きわめて明めい確かくな事実を示し唆さしている。


　カプセルとは、悪魔を召喚するための秘ひ薬やくなのである。


　悪魔──とユーザーが呼ぶ存在が、物ぶつ理り的、科学的にどういう存在なのか理り解かいしている者はいない。しかし実じつ態たいはさておき、カプセルを常じよう用ようする者にとって、悪魔の存在は「現実」である。幾いく人にんものユーザーがそれの召喚に成功し、それを駆く使しして己おのれの力をひけらかしているのだ。


　松崎祐子の振ふる舞まいは彼女が悪オ魔ー持ナちーだったことを明あかしていた。おそらく手持ちの悪魔を使し役えきして、その場から逃にげ出そうと、あるいは関係者全すべての口を封ふうじようとしたに違ちがいない。現に、現場に居い合あわせた刑事の一人が、原因不明の現げん象しようによって負ふ傷しようしている。


　また、松崎祐子が悪オ魔ー持ナちーだったと考えれば、それに先んじた倉沢麻里奈と清井美加の自殺未み遂すいの不自然さも納なつ得とくできた。祐子が、その超ちよう常じよう的てきな力によって直接的にか間かん接せつ的にか関かん与よしたと考えることができるからだ。


　しかし、祐子は失敗した。のみならず、カプセルを服用し、まさに力を振るおうとした現場で精神を崩ほう壊かいさせた。


　これが急性中ちゆう毒どく症しようなら話は簡かん単たんだ。カプセルの過か剰じよう摂せつ取しゆは、往おう々おうにして精神に破は滅めつ的な結果を招まねく。しかしそれは一いつ般ぱんユーザーの場合だった。悪魔召喚に成功した者が限界を超こえた場合、『堕落クラツシユ』と呼ばれる悪魔の暴ぼう走そう状じよう態たいに突とつ入にゆうする。このとき悪魔は持ち主の制せい御ぎよを離はなれ、その超常能力はなんのカモフラージュもなしに発はつ揮きされることになる。これは全ての悪オ魔ー持ナちー、中でもカプセルの情報漏ろう洩えいを阻そ止しする立場にあるセルネットの幹かん部ぶにとって、悪あく夢む的な状じよう況きようといえた。


　今回のケースでは、幸さいわいにして祐子は『堕おち』なかった。しかし、にもかかわらず祐子が精神を崩壊させたとなると、残る可能性は一つ。


　松崎祐子は、他の悪オ魔ー持ナちーの攻こう撃げきを受け、敗はい北ぼくしたのだ。


「実をいうと、こちらの方で新しく入にゆう手しゆした情報がある」


「──なんです？」


「うん。いまとなっては確かく認にんは不可能なんだが……どうも最初に自殺未遂を図はかった倉沢麻里奈も悪魔を所有していた形けい跡せきがある」


「え。じゃ、じゃあ、松崎祐子を始末したのは、倉沢麻里奈ですか？」


　──ってことは、細胞内のゴタゴタ？


　多少拍ひよう子し抜ぬけしつつも、茜は声を弾はずませた。


　そういうことなら、これ以上調査を続ける意味はない。二人はいま、病院のベッドで意い識しきの回復を待っている状態だ。二人とも悪魔戦で負ふ傷しようしている。悪魔の餌え食じきになった者は、回復に時間がかかり、しかも意識が戻もどったときにはカプセルに関する記き憶おくを失うしなっている。放ほう置ちして問題はない。


　しかし、茜の淡あわい期き待たいを、カイムはあっさりと一いつ蹴しゆうした。


「仮かりにそうだとしても、今度は倉沢麻里奈を始末した人物がいるということになる。しかもこの何者か──『Ａ』では不ふ敬けいか？　『Ｘ』としよう。この『Ｘ』は、暴走寸すん前ぜんだった二人の悪オ魔ー持ナちーをわずか一いち両りよう日じつで沈ちん黙もくさせ、これだけ大だい胆たんな手口を駆く使ししながら、痕こん跡せきを残していない。かなりのやり手だ。看かん過かするには危き険けんな人物だよ」


　カイムは酷こく薄はくな口く調ちようで述のべて、テーブルの上のカップに口をつけた。


　茜の意見はカイムと微び妙みように異ことなった。その何者かがやり手なのは間ま違ちがいない。だが彼──だか彼女だかは知らないが──は、ネットにとって有害な人物だろうか？


　例たとえば、麻里奈は校こう舎しやの屋おく上じようから飛び降おりるような、いわば後あと先さきを考えない人物である。彼女のトリッキーな行こう為いがいたずらに周しゆう囲いの緊きん張ちようを喚かん起きし、その後の崩壊劇げきの引き金となったことは間違いない。もし放ほうっておけば、後のち々のちさらに致ち命めい的てきな行動に出たであろう公こう算さんは高かった。


　また、祐子が我われを失うしなったとき、刑事たちの前で悪魔の力をおおっぴらに行こう使ししていれば、やはり同じ結果を招まねいただろう。『Ｘ』はそうした事じ態たいを未み然ぜんに防ふせいだということになる。そして事件を闇やみに葬ほうむったあとは、いかなるリアクションも起こしていない。


　このスタンスはセルネットの基本方ほう針しんに一いつ致ちした。


　セルネットは本ほん来らい、ジャンキーの抗こう争そうに巻き込こまれることを嫌きらう慎しん重ちよう派はユーザーの相そう互ご扶ふ助じよ機き構こうだった。他の過か激げきなグループが淘とう汰たされ、組そ織しきが肥ひ大だいした現在でこそ能のう動どう的てきに活動しているが、その主しゆ目もく的てきは変わっていない。「ユーザーの一いつ般ぱん的社会生活の保ほ護ご」のために、悪魔の存在が明るみに出ないよう公こう機き関かんの注ちゆう目もくを呼よぶ要よう因いんを排はい除じよするのだ。


　祐子事件に関して『Ｘ』が取った行動は、完全にこの方針と一致する。それなのに、わざわざ藪やぶをつついて蛇へびを出すような真ま似ねは避さけるべきだ。


　──ま、藪をつつく理由は、見けん当とうつくけどさ。


　皮ひ肉にくな思いを押し込めて、茜は目の前に座すわるカイムを盗ぬすみ見た。


　いま、セルネットは二つに割われている。


　一つは、旧きゆう来らいの細胞システムを存そん続ぞくさせようとする現状維い持じ派。もう一つは、巨きよ大だい化かしたネットを再構こう成せいし、より積せつ極きよく的てきに組織だった活動を展てん開かいさせようとする革かく新しん派だ。カイムは後こう者しやの派は閥ばつの有力者だった。


　多くのユーザーは、セルネットのトップは『無む慈じ悲ひな女王』をリーダーとする執行細胞ファースト・セルだと思っている。だが、現状は異ことなった。現在セルネットを実質的に管かん理り、運うん営えいしているのは、カイムたち第二世代の細胞構成員である。第二世代細胞セカンド・セルは全部で三つ。その細胞の底てい辺へんを構成する計九人が、女王の家か臣しん団だんであり、ネットの支配者なのだ。彼らのリーダーであり、執行細胞ファースト・セル構成員でもある三人の『Ｂ』は、数年前からネット運営に口出ししなくなり、いまでは姿すがたを見せることも希まれになっていた。


　九人の『Ｃ』は細胞単位の隠おん密みつ性せいを放ほう棄きし、暫ざん定てい的てきに合ごう議ぎ制せいを敷しいた。これが通つう称しよう『IXナインＣ・シー』。茜も全員の顔は知らないが、ＤＤのトップ甲か斐い氷ひよう太たに二人、はぐれ者の悪オ魔ー持ナちー『ウィザード』に一人倒たおされたため、現時点では計六人の人間によって形成されているはずである。


　茜は、今回の調査はカイムの独どく断だんと見ている。IXナインＣ・シーでの主しゆ導どう権けんを握にぎるには、他の『Ｃ』たちの発言を退しりぞけるだけの功こう績せきが求められる。カイムは対ＤＤ戦において戦せん果かを挙あげ、組織内で台たい頭とうしてきた。だがここ最近、ＤＤは沈ちん静せい化かしつつある。


　──要するに、手て柄がらが欲ほしいんでしょう。


　つき合わされる茜にすればいい迷めい惑わくだ。立場上口にはしないが、彼女は断然、現状維持派だった。というより、事こと勿なかれ主義なのである。適当にカプセルを楽しめればそれで十じゆう分ぶん。出しゆつ世せ欲よくなど皆かい無むだし、権けん力りよく闘とう争そうなどまっぴらごめんだ。


　──と、ぼやいてみても始まんないんだけどね。


　どういうわけか、自分はカイムに気に入られている節ふしがある。悪オ魔ー持ナちーでない自分がカイムの細胞にいるのは、悪魔以外の能力を買われているためらしいのだ。


　これまた迷惑な話である。


「調査範はん囲いを広げるとして、どういう方向を対たい象しようにします？　その『Ｘ』が偶ぐう然ぜん事件に巻き込まれたのだとすると、やはり松崎祐子の交こう友ゆう関係を当たるのが妥だ当とうですけど」


　茜が意見すると、カイムはしばらく黙もつ考こうした末すえ、こう言った。


「レポートには他の名前も載のっていたはずだ。この事件の容よう疑ぎ者しやに挙げられていた男子生徒は調べたのか？」


「物ものの部べ景けいですか？　この生徒はシロですよ」


「根こん拠きよは？」


「一連の事件に対する対応が鈍にぶすぎます。第一に、校内に自分が売ばい人にんだという噂うわさが流れても、なんの対たい処しよもしていません。第二に、カプセルユーザーであると知れた倉沢麻里奈や清井美加との接せつ触しよくを複数の第三者に目もく撃げきされた上、その証しよう言げんを野の放ばなしにしたままでした。一いつ方ぽうで、清井美加の自殺未み遂すいを防止したり、松崎祐子と対立したりするなど、警けい察さつの目を引く行こう為いが目立ち過ぎています。刑事の聴ちよう取しゆを受けた際も、ろくな抗こう弁べんすらしなかったという報ほう告こくじゃないですか。未み知ち数すうの悪魔──倉沢麻里奈もだとすれば、その数は二匹ひきということになりますが──を敵てきに回して、決然と立ち回った悪オ魔ー持ナちーとは人物像が一いつ致ちしません」


「フフ──デルタらしい。相あい変かわらず立ち入った観点だ。しかし、これだけはっきりと名前が出ている人物からマークを外はずすというのは、ずいぶん大だい胆たんな判断のような気がするな」


「そうかもしれませんが……それよりずっと気になる存在があります。今日きよう、海野千絵らと同席していたのですが──同じ葛くず根ね東ひがしの水原勇司という生徒です」


「水原勇司……初はつ耳みみだな」


「例の『実じつ践せん捜そう査さ研究会』のメンバーの一人です。どうも、細胞経けい験けん者しやのようで」


「セルネットの？」


「はい。おそらく海野千絵への情じよう報ほう提てい供きよう者しやは彼ですね。それもただの下か部ぶ細さい胞ぼうではなく、かなり内ない実じつに詳くわしいように見られました。また、調査してわかったのですが、彼は松崎祐子の中学時代の交こう際さい相手です」


「……なるほど、それは気になるな」


　カイムの指先がテーブルを叩たたいた。興きよう味みを持ったようだ。


「コードネームはわからないか？」


「さすがにちょっと」


「ふんっ。不ふ便べんなものだ。組そ織しきの保ほ安あん上の問題だというのに、構成員の素す性じようがわからないんだからな。細胞システムも善よし悪あしだ」


　意味ありげな物言いでカイムが冷れい笑しようを浮うかべる。茜は慎しん重ちように意見を避さけた。


「いいだろう。そいつを洗え。それから海野千絵だ。『Ｘ』でないにしろ、彼女の『活かつ躍やく』もだんだん目め障ざわりになってきた。適当な手を打つ時期だ」


「はい。それなんですが……実はすでにちょっとした仕し掛かけをしました」


「おやおや。仕事が早いな。結けつ構こうなことだ」


　再ふたたびカイムがからかう。しかし今回は目が笑っていなかった。茜は自分が緊きん張ちようするのを感じた。


　やはり独どく断だん専せん行こうはまずかったか？　だが、彼女自身の危き険けんを軽けい減げんしつつ千絵たちと接せつ触しよくするには、カイムの許きよ可かを取る手て間まがおしかったのだ。


「実は面おも白しろい情報を入にゆう手しゆしたので、それを利用したんです」


　カイムの胸きよう中ちゆうには気づかぬ振ふりをして、茜は上じよう官かんに評ひよう価かされた新しん兵ぺいよろしく誇ほこらしげに作戦を解かい説せつした。


「実じつ否ぴは未み確かく認にんですが、松崎祐子と同じ細胞に属していた、新につ田た菫すみれという人物の情報を得えたんです。しかもこの人物は現在ＤＤにいます。このことを海野千絵に知らせました。あの二人は祐子事件に深い思い入れがあるようで、案あんの定じよう、食いついてきました。これで当面、彼女たちの目はＤＤへと向けられるでしょう」


　ＤＤの好こう戦せん的てきなことはネットの比ではない。また連中は、実じつ態たいの不ふ透とう明めいなセルネットと違ちがい、非常にわかりやすい犯はん罪ざい集団、またその予よ備び軍である。あの、正せい義ぎ感かんと倫りん理り観かんの塊かたまりのような海野千絵が、彼らを知って捨すてておくとは思えない。


　両者が衝しよう突とつし、二人が負ふ傷しようするか、もしくはカプセル撲ぼく滅めつの熱ねつ意いを失うしなう目に遭あえばよし。共とも倒だおれになればさらに好このましい。また、たとえ暴ぼう力りよく沙ざ汰たに発はつ展てんせずとも、その後の二人の捜そう査さをネットからＤＤへと誘ゆう導どうすることができる。


　この作戦の利点は、どう転ころぼうと茜たちに害がなく、しかも手が煩わずらわされないということだ。我われながら実用性の高い案だと評価していた。


　が、カイムの反はん応のうは異ことなった。


　茜の発言を聞き終わると、カイムの両目が赤く光った。


　戦せん慄りつが貫つらぬいた。


　ほんの一いつ瞬しゆん前まで普ふ通つうに会話を交かわしていた人物が、突とつ如じよ別の生き物──遭そう遇ぐうすることが致ち死し的意味を持つ危険な生物に変化したようだった。その生物のあぎとが開き、唾だ液えきのしたたる牙きばが肌はだに押し当てられるような幻げん想そうを覚おぼえた。はき出される吐と息いきが頰ほおにかかる感かん触しよくがした。


　カイムの目には紛まぎれもない怒ど気きがあった。これほど巨きよ大だいな力にさらされたのは初めての経けい験けんだ。恐きよう怖ふに竦すくんだ身体からだが、独ひとりでに、ガタン、と椅い子すを鳴ならした。


　隣となりの席のカップルが、茜たちのテーブルを振り向いた。


　たちまちカイムの力は霧む散さんした。両目の光が消えた。


　──う、あ……


　金かな縛しばりが解とけた。汗あせがどっと噴ふきだして背中を濡ぬらした。


　失しつ念ねんしていた。いや、理り解かいしてはいたが実感が足たりなかった。


　目の前にいるのは悪オ魔ー持ナちーだ。それもセルネット屈くつ指しの攻こう撃げき型悪あく魔まの主あるじだ。この人物の危険性は、単に強力な武器を携けい帯たいしている脅きよう威いというレベルには止とどまらない。なぜなら、その強力な武器を培つちかった苗なえ床どここそ、この人物自身だからだ。


　悪魔というものは、望のぞめば得えられるものではない。召しよう喚かん者しやの心の奥に秘ひめられた《ドア》が、ふとしたきっかけで開き、その奥に潜ひそむものが現げん世せへの扉とびらをくぐるのだ。したがって、悪魔には多かれ少なかれ召喚者の魂たましいが反はん映えいされる。その攻撃性が強ければ強いほど、激げき烈れつな破は壊かい衝しよう動どうや苛か烈れつな残ざん虐ぎやく性せいのもとで培われてきたことを物語っているのである。


　もちろん、ただ暴力的なだけの人間がセルネットの幹かん部ぶに居い座すわることはできない。


　一瞬自制を忘れたカイムだったが、もうすっかり元の、どこかひょうきんですらある表情に戻もどっていた。


「すまない。ちょっと驚おどろいたんでね」


　カイムが言った。茜は必ひつ死しの思いで相あいづちを打った。


「新田菫のことは知っている。間ま違ちがいなく、松崎祐子の細胞仲間だ」


　とカイムは保ほ証しようした。もうそんなことはどうでもよかった。一いつ刻こくも早く、このテーブルを立ちたかった。


「それにしても驚いた。どこで聞きつけた？」


「……はい、その……」


　──どこだったっけ？


　思い出せなかった。自身の情じよう報ほう網もうだったか──ディンゴから聞いたのが最初だったような気もする。


「まあいい。引き続き、その案を続ぞつ行こうしてくれ。ただ、今度からは事前に報ほう告こくしてもらえると助かるんだがな」


「はい。申もうし訳わけ、ありませんでした……」


　顔がん面めんが蒼そう白はくになってるんじゃないだろうか？　でも、だからってどうしようがある？


　歯の根ねが合わない茜を残し、カイムが立ち上がった。優やさしい眼まな差ざしで、見み下おろして言う。


「次は時間厳げん守しゆで頼たのむよ、デルタ」


　自分が頷うなずいたのかどうか、茜はよくわからなかった。
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「ねえ、梓あずささん。これ以上、どこをどう偽いつわろうというの？」


「何もかもをよ、千ち絵え。これは要するに、ただ着き替がえをしたってだけで変へん装そうでもなんでもないの。──ほら、これも外はずして」


「あ、そんな。伊だ達て眼鏡めがねは変装の基本じゃない」


「ねえ千絵。こんなぐりぐり眼鏡で、ドラッグパーティーに参加する奴やつがいると思う？」


　梓が選んだのは、派は手でだが動きやすい服だった。買ったばかりの服を数回洗せん濯たく機きで洗ってから着るのだ。


　それから化け粧しよう。ルージュやアイシャドウはもちろん、マスカラも塗ぬる。髪かみ型がたもウィッグをつけてまるで違ちがう印いん象しようのものに変える。千絵にはカラー・コンタクトも入れ、カツラまで用意した。いずれも在ざい米べい中に教えてもらったメーキャップテクニックだが、まさか、こんなところで役に立つとは思わなかった。


　変装を終えた二人は、そのまま西にし黄こう坂ざかへ向かった。


　時じ刻こくは午後九時を回っていた。ウィークデイだが、人通りは少なくない。繁はん華か街がいは雑ざつ多たな人人が行き交かっていて、遊んでいる風ふうな身なりの二人に注意を払う者はいなかった。


　梓は千絵の後うしろを少し離はなれて歩き、彼女の出で来き映ばえにため息をついた。


　──いまいち……


　自分の変装の倍は手て間まをかけたつもりだが、目の前を意い気き揚よう々ようと歩いているのは「見知らぬ遊び人」ではなく「変な格かつ好こうをした千絵」だった。どういうわけか、千絵はどんな格好をしていても一ひと目めで、千絵だ、とわかってしまうのである。


　一いつ方ぽう千絵の方は、梓の思わぬ特技にご満まん悦えつだった。


「ほぉらあっ。アズミぃ。さっさと来なよぉ」


　と、さっそく変装した女子高生チカを演じている。ちなみに、アズミというのは梓のことだ。


　やる気満々の千絵を見ていると、梓はどんどん不安になった。


「ね、ねえ、千絵」


「しっ。ダメよ、梓さん。変装しているときは、たとえ周まわりに誰だれもいなくても、その人物になり切らなきゃ。何が元で正しよう体たいがバレるかわからないんだから。心こころ構がまえが大たい切せつなの」


　真しん剣けんな表情で千絵が注意した。


　嫌いやな予感が、いよいよ募つのっていく。


「えー、チ、チカさあ。やっぱ、水みず原はらくんも呼よんだ方がよくない？　なんだかんだいっても、あいつ詳くわしいし──」


　梓が意見を述のべると、千絵は渋しぶい顔になった。


「必要ないわよぉ、あんなケーハクくん。いたって、役に立つわけないじゃん。それにあいつ、ビビリ入ってたしぃ」


　と唇くちびるを尖とがらせる。


　確たしかに頼たよりにはならないかもしれない。しかし彼なら、ＤＤのことにしろ、店のことにしろ、梓たちの知らないことを知っているかもしれない。今回の調ちよう査さは、情じよう報ほうが不ふ足そく気ぎ味みなのだ。


　二人が向かうのは『テアー・チェイン』という店だった。先日、茜あかねとの話わ題だいに上のぼった、ＤＤのメンバーがたむろしている店である。今日きよう、そこでドラッグパーティーが開かい催さいされる。千絵と梓の二人は、スミレという少女の情報を得えるため、直接乗り込もうとしていた。


　いつも以上に性せい急きゆうな千絵だったが、その気持ちは梓にも理り解かいできた。おそらく千絵も梓と同じように、スミレという少女に祐ゆう子この姿すがたを重かさねているのだろう。千絵は、祐子を助けることができなかった。だから、せめて同じ細胞にいたというスミレは、なんとしてもカプセルから足を洗わせようとしているのである。


「着ついたわよぉ」


　千絵が梓にウィンクする。


『テアー・チェイン』はライブハウスのようなたたずまいの店だった。


　小さくて小こ汚ぎたない。壁かべ一面にスプレーのあとがあり、その上に飾かざられたポスターも落らく書がきで埋うめ尽つくされていた。


　梓は店の前を行き来してこっそりと様よう子すを眺ながめたあと、裏うらに回って出入り口を確かく認にんした。


　非ひ常じよう口ぐちがあった。地下に降おりる階段になっている。


　──地下か……


　梓は眉まゆをひそめた。いざ逃にげ出すときにはやっかいだ。いよいよ慎しん重ちように行動する必要がある。


　さらに、頭の中に入れておいた周しゆう辺へんの地理と照てらし合わせながら、細い路ろ地じと路地の繫つながりを点検していく。たっぷり三十分そうしてから、やっと店の入り口に近づいた。


　店の前には折おり畳たたみ式の立て看かん板ばんが置いてあった。一いつ色しよく刷ずりのフライヤーが重なり合いながら貼はり付けてある。


　隅すみの方。比ひ較かく的新しい一枚に目がとまる。





『水曜夜九時──黒ミサ　弾たま売りあり　持ち込みＯＫ』





　二人の視し線せんが合った。千絵が小さく頷うなずいた。間ま違ちがいなさそうだ。


　梓は千絵の先に立って、店の中に入った。


　すぐに狭せま苦くるしい階段があった。壁は薄うす汚よごれ、やはりポスターと落書きだらけだ。アルコールや吐と瀉しや物ぶつのにおいが染しみついているようだった。空気が澱よどんでいた。


　階段は一度折れると行き止まった。ドアがあり、パイプ椅い子すに座すわって雑ざつ誌しを捲めくる男が一人。その男が顔を上げて二人をにらんだ。


「なんだ、お前ら」


　男は険けわしい顔つきをしていた。部外者が参加するような集まりではないのだろう。梓はなるべくらしく聞こえるよう意い識しきしながら、あらかじめ用意しておいた答えを返した。


「わたしたち、こないだ隣となりのカラオケで誘さそわれたんだけど。水曜の晩にここ来たら、カプセルやるって」


「ああ？　誰だれに？」


「えーと、名前は知らないんだ」


「知らない？　どんな奴やつだよ」


「さ、さあ。なんていうか……ＤＤのメンバーだって言ってたけど」


「んなもん、わかるかよ。俺おれたちゃ別に会かい員いん証しよう作ってるわけじゃねえんだ。革かわジャン着きてりゃ、誰だってＤＤだとでも思ってんのか？」


　馬ば鹿かにしたように男が言う。ということは、この男はＤＤのメンバーなのだろう。


　男はレザーキャップを被かぶって、革製のハーフコートを着きていた。そう言えばセンター街がいで茜に絡からんでいた男も革ジャンを着ていたはずだ。ユニフォームというわけではないのだろうが、革製品を身につけるのがＤＤのスタイルらしい。


「名前は知らないけどさぁ。連つれてた子、スミレって言ってたよぉ」


　後ろから千絵が口くち添ぞえした。


「菫すみれ？　あいつの連れか。誰だ？」


　男が考えるように視し線せんを漂ただよわせる。その隙すきに梓は素す早ばやく千絵に目め配くばせした。当たりだ。


　男は立ち上がるとドアを開けた。


　とたんに中から、ズン、ズン、という重じゆう低てい音おんが響ひびいてきた。「おいっ」と声をかけると、別の男が顔をのぞかせた。なるほど、この男も袖そでを切った革製のジャケットを着ている。


「菫は？」


「奥だけど……なんだよ？」


「顔見知りらしいんだけどよ」


　見張りの男の方が、梓と千絵にあごをしゃくった。


　梓は興こう奮ふんを悟さとられないよう、自分を落ち着つけた。


　菫は奥、と男たちは言った。本人がいるのだ！


　袖無なしの男は二人を見ると、値ね踏ぶみするように軽く眉まゆを動かした。千絵がすかさず「コンニチワ～」と手を振ふった。梓もなんとか笑顔を作って歯を見せる。
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　効果があった。袖無しの男は、にやけた顔で見張りの肩かたを叩たたいた。


「いいじゃん。入れちまえよ」


「でもよ」


「大だい丈じよう夫ぶだって。最近、甲か斐いさん機き嫌げんいいし」


　見張りは少し躊躇ためらっていたが、結局肩かたを竦すくめた。袖無しが梓と千絵に「来いよ」と手て招まねきする。二人は顔を見合わせ、おもむろに笑顔を浮うかべてから見張りの脇わきを通って扉とびらをくぐった。


「一応菫に面めん通とおしさせろよ」


「わあった、わあった」


　袖無しは馴なれ馴なれしく梓の肩に腕うでを回すと、さっそく二人を案内した。


　中は広かった。やはりライブハウスらしい。とはいえ、倉そう庫こを改かい造ぞうしたような内ない装そうだ。


　照しよう明めいは落とされ、ステージ用のライトがゆるゆる回転しながら赤や青の光を放ほう射しやしていた。煙草たばこと、おそらくマリファナの煙けむりが充じゆう満まんしていて、光の筋すじが空中に浮かび上がっている。


　参加者の数はわからないが、二十人近くはいそうだ。カウンターバーが一つあり、テーブルとソファ、パイプ椅い子すが適当に配はい置ちしてあった。参加者たちは特に何をするというのでもなく、酒を飲み、煙草をふかしている。ダンスに興きようじる者もいたし、いちゃついている者もいた。梓は気づかれないように可能な限り出入り口の場所と革ジャンを着た人間の位い置ちを調べたが、正確に把は握あくすることはできなかった。煙に音。においに照明。目眩めまいがしそうだ。


　ズンッ、ズンッ、という単調なリズムの重低音が床ゆかを振しん動どうさせる中、梓と千絵は袖無しの男の案内で奥に進んだ。そちらでは、壁かべに白っぽい映像を投とう射しやしている。洋楽のビデオクリップのようだ。いま流れている曲のものなのかもしれないが、梓の知らないグループだった。


「菫！」


　男が曲に負けない声を出した。


　片かた膝ひざを抱かかえ込こむようにパイプ椅子に座すわり、映像を見ていた女の子が、こちらを振ふり向いた。


「お前の知り合いらしいぜ」


「知り合い？」


　女の子がこちらを見た。戸と惑まどったような表情は、あまりこの場に相応ふさわしくない、擦すれた感じのないものだった。


　──この子が。


　用は済すんだとばかりに、梓が肩にかかった男の腕を外はずす。男は不満げに何か毒どくづいたが、気にしなかった。


　シャギーを入れた髪かみが、小さな顔の輪りん郭かくを覆おおっていた。化け粧しようもごく大人おとなしい。おどおどした様よう子すとも違ちがうのだが、どうも慣なれない場所にいるような、周しゆう囲いから浮いている感じがあった。手にしているプラスチックカップにはコーラが入っている。この場でアルコールも煙草ものんでいないのは、目についた限りでは彼女だけだった。独ひとりでいるのも、彼女だけだ。


　──この子が祐子の細胞仲間。


「どうだ。知ってんのか？」


　邪じや険けんな態たい度どに気を悪くしたらしい男が、苛いらつきながら聞いた。


　答えようとする菫の機き先せんを制し、梓が素す早ばやく彼女の返事を遮さえぎった。


「祐子から預あずかってる物があるの」


「あなた──！」


　菫の態度に警けい戒かいが生まれた。


　──失敗だったかな……


　平へい静せいを装よそおいつつも、梓は緊きん張ちようして拳こぶしを握にぎった。


「なんだよ、おい。知らねえのか？」


「……ううん。知ってる。久しぶりだったから」


　梓を見つめてそう言うと、菫は男に冷たい視し線せんを向けた。


「悪いけど、外はずしてくれない？　三人で話したいの」


「ああん？　何言ってんだ、テメエ」


「向こうに行っててって、言ってるのよ」


「オイ」


　男の声が険けん悪あくになった。


「舐なめてんのか、テメエ。新しん顔がおが誰に向かって口きいてんだ」


「…………」


　菫と男の間に緊きん迫ぱくした空気が生まれた。これは予期せぬことだ。


　梓はとっさに割わって入ろうとしたが、その前に違ちがう参加者が「おいっ」と男を制止した。


「甲斐さんが言ったこと忘れたのか？　そいつにかまうなよ」


「──ちっ」


　男は陰いん湿しつな目つきで菫を見、次ついで梓と千絵をねめつけた。だが、それ以上は手を出すことなく、舌した打うちを残して退たい散さんした。菫は男を見送り、張りつめていた息を吐はきだした。


「あの……スミレさん？」


「こっちよ」


　菫はさらに奥にある誰もいないブース席に移動した。梓は千絵を見る。千絵は頷うなずいて菫のあとに続いた。


「ネットじゃないでしょ。雰ふん囲い気き違うもん」


　席に座すわった菫は、前置きもなく口を切った。


「祐子から預かってる物って何？」


「ごめん。あれ、噓うそ」


　菫が、きょとんとした顔になった。それから少し笑った。


「なんだ」


　素す直なおな笑顔だった。カプセルユーザーには見えなかった。


「じゃあ何しに来たの？　あたしと祐子のこと、どこで聞いたの？」


「それは──」


　梓が口ごもると、千絵が素す早ばやく後を継ついだ。


「あなたのことを捜さがしてたの。祐子さんとセルネットのことで、どうしても聞きたいことがあるから」


　悪戯いたずらに演技するべきではないと判断したのだろう。変へん装そうにこだわらない口く調ちようで千絵が言った。


　菫はやれやれと肩を竦すくめた。予想した用件だったようだ。


「やっぱりね。あいにく、その話をするつもりないよ。バレるとヤバいんだ」


「残ざん念ねんだけど、あなたの場合はもう手て遅おくれよ」


「なんですって？」


「セルネットは、メンバーが組そ織しきの情じよう報ほうを口こう外がいすることには無む頓とん着ちやくなの。私の知ってる元細胞メンバーなんか、それはもうぺらぺらと吹ふい聴ちようしてるけど、ネットからはなんのアクションもないもの。そもそもセルネットってところは情報の漏ろう洩えいを前提にできてるから、それを処しよ罰ばつして回るような手て間まは、通常かけないわ」


　確信的な口くち振ぶりで話すと、菫は少しムッとしたように尖とがった声で答えた。


「……詳くわしいね。なら、あたしの知ってることなんか、たかが知れてるってこともわかってるでしょ」


「いいえ。あなたの場合は通常と少し違う。あなた、ネットに追われてるんでしょ？」


「それは……」


「それは、あなたが祐子さんと同じ細胞にいたからよ。あの事件はマスコミに報ほう道どうされたわ。カプセルがあんな風ふうに公おおやけになることは、セルネットにとっては一大事なの。名もない下か部ぶ細さい胞ぼうが自分の細胞内の情報をもらすのとはわけが違う。もしあなたが事件の詳しよう細さいを公開しようものなら、ネットは本格的な摘てき発はつを受けることになる。その危き険けん性せいがある以上、あなたが話そうと話すまいとネットにとっては同じことなのよ。これからも、ネットはあなたを付け狙ねらうわ」


　千絵は説明に際し中ちゆう途と半はん端ぱな隠かくし事はしない。菫は居い心ごこ地ち悪わるそうに視線を漂ただよわせた。


　答えない菫に対し、千絵は駄だ目めを押すように言った。


「甲斐氷ひよう太たがあなたを匿かくまってるのは、あなたの情報が目当てだからよ」


　菫が動どう揺ようを見せた。


　驚おどろいたのは梓もだ。「千絵？」と説明を求めると、


「ＤＤとネットが対立してるのは知ってるでしょ？　最近武ぶ力りよく的な抗こう争そうは沈ちん静せい化かしてるけど、その分、水面下で情報戦を繰くり広げてるみたいなの」


　と肩を竦すくめた。


「ねえ、スミレさん。あなたがＤＤのやり方を気に入ってるとは思えない。あなたがＤＤにいるのは、保ほ護ごを求めてのことなんでしょ？　でも、それは間ま違ちがいよ。彼らは、あなたの持つ情報に利用価か値ちがあると思ってるだけだわ。あなただって、その点は気づいてるんじゃない？」


　千絵は菫の反はん応のうを確たしかめるように、いったん言葉を切った。


　菫は何も答えなかったが、少なくとも反論はしなかった。


「選せん択たくの余よ地ちがなかったのはわかる。でもお願ねがいよ。ここを出て、私たちと一いつ緒しよに来て。あなたの安全は保ほ証しようするから」


　飾かざらない説せつ得とくだった。千絵らしいと思う。


　──でも、これじゃあ。


「ずいぶん親切ね。あんたたち、いったいなんなの？　警けい察さつとかなら笑えるけど」


　梓が危き惧ぐした通りの質問だ。梓は相あい棒ぼうを横目で見た。


　千絵は真まっ直すぐな眼まな差ざしをしている。言う気だ。


　──なら、いいわ。


　止める気は毛もう頭とうない。梓はいつでも動けるよう座すわり位置を変えた。


「私たちは祐子さんのクラスメイトだったの。私が海うみ野の千絵。彼女が姫ひめ木き梓よ」


　ハッと菫の目が広がり、ついで蔑さげすむ目つきになった。


「ははあ、あの……ね。話は聞いたよ。で、こんなとこまで乗り込んできたの？　いい度ど胸きようじゃない」


「スミレさん。私たちは──」


「ねえ、いい？　あたしは祐子とは二、三回会った程度の仲だけど、それでも仲間意い識しきがなかったわけじゃない。祐子を警察に売った人間についてこいと言われて、ついてくと思う？」


「説得するために、ここまで来たのよ」


　千絵が言い、菫は黙だまった。


　こんな場所まで来たこと。正しよう体たいを明あかしたこと。それらのリスクを負おっている事実こそが相手を説得する最大の材料だ。


　梓はじりじりして成なり行きを見守った。いまさらだが、沈ちん黙もくが続くと急に周しゆう囲いの視し線せんが気になり始めた。


　折れたのは菫だった。ふっと力が抜ぬけ、自じ嘲ちよう気ぎ味みにうつむいた。


「帰って」


「スミレさんっ」


「話はわかった。正しよう直じき、あんたたちが余よ計けいなことしなきゃ、こんなことには──って思うけど、いま言っても始まらないしね。ここの連中には黙ってるから、もう帰って」


「ここにいちゃダメよっ。ＤＤはあなたを利用しようとしてるだけだわ」


「それはあたしも同じよ。ここの勢せい力りよくを利用してるだけ」


「ＤＤを信じるの？　さっきの連中が、いざあなたの元に刺し客かくが現あらわれたとき、身を挺ていして守ってくれると思う？　せいぜい囮おとり役にでもされるのがおちよ」


　菫の顔が曇くもった。自じ覚かくはあるのだろう。それでも菫は頑かたくなに小さく囁ささやいた。


「……氷太は違う」


「スミレさん……あなた」


　そのとき、急に流れていた音楽が変わった。大音量なのは同じだが、ずっとアップテンポだ。


　歓かん声せいがあがった。参加者たちの動きが、急に活かつ発ぱつになった。


「な、何？」


「カプセルのむんだよ」


　菫が教えるのと同時に、「菫～」と近寄ってきた女の子が瓶びんを投げてよこした。


　口の広いガラス瓶で、中には色とりどりのカプセル剤ざいが入っている。


「まさか、それ」


「ＤこＤこじゃ『弾たま』なんて呼よんでるけどね」


　菫はカプセルを一ひと粒つぶ取ると、それを嚙かみ砕くだき、コーラで流し込んだ。


「あっ」


　梓と千絵が揃そろって叫さけぶ。菫はお構かまいなしに嚥えん下かした。


「あたしは悪オ魔ー持ナちーじゃないけどさ」


　とわずかにかすれた声でつぶやく。


「実際、カプセルでものまなきゃ、やってらんないよ」


　低い、震ふるえるような笑い声が聞こえた。梓には、泣き笑いのように聞こえた。


　ふと、背はい後ごに気け配はいを感じ、梓は素す早ばやく後うしろを向いた。


　梓たちのテーブルに男が一人近づいていた。さっきの、袖そで無なしを着きた男だ。


「なんだよ、盛もり下がってんじゃねえかよ」


　男は割わり込むようにしてテーブルを見み下おろした。すでにカプセルをやっている。だが、ラリって上じよう機き嫌げんに見えるのは表面だけで、目は明らかに素面しらふだった。


「上じよう等とうの奴やつだぜ。遠えん慮りよなくやりな」


　とカプセルの瓶を梓に突つき出す。


　──まずい。こいつ。


　怪あやしんでいるのだ。やっかいなことになった。


　梓が逡しゆん巡じゆんするのを見て、男はその場にしゃがみ込み、目線の高さを合わせた。


　菫は口を開けて何か言いかけたが、そのまま言葉をのみ込んだ。迷まよいを振り切るように次のカプセルへ手を伸のばす。


「どうした？　のめよ？」


　男のトーンが下がった。


　梓は返事を返すことができなかった。





　　　　◆◆◆◆◆





　──なんだあれ？


　どうも変へん装そうらしいが……珍ちん妙みような格かつ好こうをした海野千絵と姫木梓が『テアー・チェイン』に近づくのを、茜あかねは陰かげから眺ながめて首を振った。


　──まあ、あの二人はＤＤあつちじゃセルネットうちほどメジャーじゃないし。あれでもバレないか。


「なあ。あれって、こないだの二人組だよな？」


「そのようね」


「ひえー。まるでコスプレじゃねえか。写真撮とっときたい格好だな。なあ？」


　二人の様よう子すを隠かくれて見守りながら、ディンゴが忍しのび笑いをもらした。


　一時は、あのしっぽ頭絶対に許ゆるさんと息いき巻まいていたのだが、そんなことはすっかり忘れたらしい。実際この男はサバサバしている。よく言えば淡たん泊ぱくだが、何事につけても大おお雑ざつ把ぱだった。


　背の高い男で、癖くせの強い黒くろ髪かみが、茜より三十センチも上にあった。ネットよりはむしろＤＤに多い粗そ野やなタイプだ。ただ、体格に似に合あわず、悪戯いたずら小こ僧ぞうのような人ひと懐なつっこさがあった。


　もともとは下か部ぶ細さい胞ぼうだったが、悪あく魔ま召しよう喚かんに成功し、カイムに抜ばつ擢てきされた経けい歴れきを持つ。それ以後はカイムの指し揮きする実働細胞アクト・セルに加わり、ＤＤとのいざこざで力を発はつ揮きしてきた。ネットでは珍めずらしい生きつ粋すいの戦せん闘とう要よう員いんである。


「おっ。あのしっぽ頭の方、なかなか心こころ得えてるぜ」


「うん？」


　ディンゴに言われて、茜が二人をのぞく。すぐに乗り込むかと思ったが、梓の方は慎しん重ちようだった。店の周しゆう囲いを何度も行き来しているのは、脱だつ出しゆつ路ろを想定しているのだろう。様さまになっている。


　──なるほど。伊だ達てに修しゆ羅ら場ばくぐってるわけじゃないんだ。


「で、このあとはどうすんだ？」


　とディンゴが茜の頭に手を置いて、髪をくしゃくしゃかき回す。ディンゴに言わせると、茜の頭は手を休めるのにちょうどよい位置にあるらしい。屈くつ辱じよく的てきなコメントだ。


「あ、こらっ！　慣なれ慣なれしい真ま似ねは、止よせって言ってるでしょ！」


　茜はディンゴの手から逃のがれて、髪を両手で押さえた。にらみつけてやっても、まったく意に介かいしていない。腹の立つ男だ。


　茜はディンゴから充じゆう分ぶん距きよ離りを開けると、気を改あらためて携けい帯たい電話を取り出した。水原勇ゆう司じの番号を呼よび出す。こちらから探さぐりを入れるまでもなく渡された番号だ。なんと手製の名めい刺しまで用意していた。


「何してんだ？」


「容よう疑ぎ者しやを呼ぶのよ」


「容疑者ぁ？」


　ディンゴが大おお仰ぎようにいかがわしそうな表情を作る。実に楽しそうだ。


　番号非ひ通つう知ちでダイヤルすると、呼び出し音わずか一回で応おう答とうがあった。


『もしもーし。水原勇司だけど、匿とく名めい希き望ぼうのシャイな君きみは、どこの誰だれさんかな？』


　先日と寸すん分ぶん変わらない脳のう天てん気きな声が聞こえた。水原が怪あやしいという自信が一いつ瞬しゆん揺ゆらぐのを感じながら、茜は深しん呼こ吸きゆうをして答えた。


「あの。水原さん。私この前お話しした──み、皆みな見みですけど」


　茜は隣となりにディンゴがいたことを思い出して、慌あわてて声を落とした。


　千絵たちに対しては信用を得える必要があったので、身み分ぶん証しよう明めいの可能なように本ほん名みようを名な乗のった。だが、同じ細胞とはいえ、ネットの人間に必要のない個人情じよう報ほうをさらすのは望のぞましくない。茜の態たい度どからディンゴも彼女の意い図とを悟さとったのだろう。からかうようにニヤリとしたが、特に責せめるような真似はしなかった。


『あ！　茜ちゃんね。ハイハイ、覚おぼえてる。アナログな眼鏡めがねがとってもキュートだったよ』


　馬ば鹿かでかい声で言う。


　会話をもれ聞いたディンゴが、たまらず吹ふきだした。茜の眼鏡は無ぶ骨こつな黒のセルフレームで、確たしかに少し野や暮ぼったい感じがするデザインだ。茜は赤くなって、内心、水原を罵ののしった。


『それで、今日きようはどうしたの？　俺おれは暇ひまだよ。なんでもつき合うよ』


「実はその……水原さん。今日、海野さんがどうしてるか、ご存じですか？」


『千絵ちゃん？　さあ？　たぶんまたどこかで、か弱き民たみ草くさのため、正せい義ぎを行こう使ししてるんじゃないかな。なんで？』


「あの……私、さっきそれらしい人を見かけたんです。前とずいぶん違ちがう服装だったから、すぐにはわからなかったんですけど、あれ、たぶん海野さんと姫木さんだったと思うんです」


『あ、それあり得えるかも。変へん装そうしてたんでしょ？』


「変装──そうですね。ちょうどそんな感じでした」


『そりゃ、また何か企たくらんでるな。まったく、ちょっと目を離はなすと、すぐこれだ』


　電話の向こうで愚ぐ痴ちを叩たたくのが聞こえてきた。あのお気楽男でも愚痴をもらすことがあるらしい。


『教えてくれてありがとね、茜ちゃん。あの二人になんかあったら、俺もあいつに殺されちまうとこだよ』


「あいつ？」


　ぴく、と茜が耳をそばだてる。水原は『いやまあ、こっちの話』と笑って誤ご魔ま化かした。


『でさ。それ、どこで見たの？』


「それが、この前話したカラオケボックスの方に向かったみたいなんです」


『げ。マジに？　それって「テアー・チェイン」のすぐ側そばのとこだよね？』


「はい」


『ああ、もう』


　狼ろう狽ばいする気け配はいと共ともに、嘆なげくような悲ひ鳴めいが聞こえた。


『了りよう解かい。情報感かん謝しやね、茜ちゃん。今度お礼れいするよ。だからまた電話ちょうだいね。次はムードある店でゆっくり話そ。じゃ。ほんとサンキュー』


　立て続けに喋しやべってから電話が切れた。


「愉ゆ快かいな野や郎ろうじゃねえか」


「食えない男よ」


　物もの見み高だかいディンゴに、茜はつんけんと答えた。だが、あの対応。水原にはやはり何かある。


「二人は？」


「いま店に入った。俺たちは、もうちょい待ちだな」


「そうね。すぐに役者が揃そろうわ」


「よしよし。盛もり上がってきたぞ」


　ニヒヒと笑うディンゴを呆あきれた顔で眺ながめていると、今度は茜の携けい帯たいが鳴なった。着ちやく信しんだ。


　──え、誰？


　水原のはずはない。向こうはこの番号を知らない。


　ディスプレイの表ひよう示じを見る。『カイム』だ。


　──カイムか……


　顔が青ざめるのがわかった。まだ前回の後こう遺い症しようが抜ぬけきっていない。


　目め敏ざとく変化に気づいたディンゴが「誰だ？」と聞いた。茜は「カイムよ」と短く答え、電話に出た。


「……はい」


『デルタか？　状じよう況きようは？』


「予定通りです。海野千絵と姫木梓は『テアー・チェイン』に入りました。まもなく水原勇司も現あらわれるはずです」


『そうか』


　声が震ふるえないように制せい御ぎよする努力が必要だった。さっさと電話を切ってしまいたい。


　しかし、早く終われと念じる茜に、カイムはこともなく言った。


『私もこれから向かう。合ごう流りゆうするぞ』


「え……で、では私は離はなれますね」


　一度に会うのは二人というのが、カイムの定さだめた細胞内のルールだ。だがカイムは承しよう知ちしなかった。


『ディンゴを外はずせ。悪オ魔ー持ナちー二人は必要ない』


「そ──はい。わかりました……」


　一いつ瞬しゆん口走りそうになった反論をのみ込こむ。カイムが一度決定したことを理由もなく覆くつがえすはずはない。下へ手たに異い議ぎを唱となえてにらまれるのは得とく策さくではなかった。


　電話が切れると茜は憂ゆう鬱うつなため息をついた。


「なんだって」


「カイムが来るわ。あなたは戻もどって」


「な、何っ？　これからが、おもしれえんじゃねえか！」


「カイムがそう言ったの」


「でもよおっ」


「文もん句くならあっちに言って」


「……ちっ。なんだよ。無む駄だ足あし踏ふませやがって」


　とたんに不ふ機き嫌げんになったディンゴがぼやく。ぼやきたいのは茜も同様だ。


　──カプセル楽しむのに、なんでこんな気苦労負おわなきゃならないのよ。


　抜ぬけられるものなら抜けて、下か部ぶ細さい胞ぼうに入り直したい。だが、そんな真ま似ねはできないのだとわかっていた。自分はすでに、自由が許ゆるされる立場にない。


　先の見えない不安を抱かかえ、茜はディンゴを見送った。





　　　　２





　梓の窮きゆう地ちを救すくったのは千絵だった。


　突とつ然ぜん梓にしなだれかかったかと思うと、


「ラッキー。ほんとにタダでくれるんだぁ～」


　と瓶びんに手を入れ、中のカプセルをつかみ取った。


「ほらあ。アズミも、やっちゃえぇ」


　つかんだカプセルをそのまま梓の口に押し込む。


　──ち、千絵！


　梓は目を丸くした。千絵は梓の頰ほおを両手でつかみ、キスでもしそうなほど顔を近づけた。


「アズミは初はつ体たい験けんだもんねぇー？　それって嚙かんでからのみ込むんだよぉ」


　千絵が梓の瞳ひとみをのぞき込む。そのとき、口く調ちようとは裏うら腹はらに、千絵の目は真しん剣けんそのものだった。


　相あい棒ぼうを信じ、梓は目をつむってカプセルを嚙み砕くだいた。


　すると、


　──げっ！　にっが～


　風か邪ぜ薬ぐすりだ。ダミーの風邪薬を手にしたままカプセルをつかみ取り、つかんだカプセルをのむように見せかけて風邪薬の方を梓の口に放ほうり込んだのである。


　思わず顔をしかめた梓だが、そのあとは風邪薬をのみ下くだして千絵の芝しば居いにつき合った。


　注意を惹ひくように、「チカも～」と千絵がカプセルを口にした。嚙み砕いた瞬しゆん間かん、その笑顔がぴたりと静止したが、そのまま笑顔を崩くずさずにのみ込んでみせた。


「き、効きくねー……」


「だろ？　うちのはブレンドしてあっからよ」


　二人がカプセルを口にしたのを見み届とどけると、男はまた一番最初の頃ころの、馴なれ馴なれしい、砕けた態たい度どに戻もどった。もっともそれは、どこか不自然だった。


　──ダメだ。まだ全然信じてない。


　勘かんが鋭するどいのかもしれない。男が厚あつかましいのは、間ま違ちがいなくこちらの尻尾しつぽをつかむためだ。


　男は特に梓に絡からんできた。名前や素す性じようを根ねほり葉ほり聞いてくる。質問をはぐらかすのは難むずかしくないが、問題はカプセルをキメている演えん技ぎだ。これには全まつたく自信がない。


「チカ。ごめん、わたし」


「あ、ああ。いいよぉ、アズミ。初めてだもん、バッドトリップする前に吐はいちゃいなよ」


　梓の窮きゆう状じようを悟さとって、素す早ばやく千絵がフォローを入れた。


　──助かる！


　機会を逃のがさず、梓は席を離はなれた。背中に男の視し線せんが向けられているのがわかる。ふらつくように歩き、トイレに逃にげ込んだ。


　──くそっ。まずいな。


　菫を連つれてここを脱だつ出しゆつしなければならない。それもなるべく早く。トイレに駆かけ込む途と中ちゆうで、地上に出られそうな非ひ常じよう口ぐちの位置は確かく認にんした。なんとかしてあそこまでたどり着つくのだ。


　梓が必ひつ死しで案を練ねっているとき、大音量のＢＧＭを縫ぬって、部へ屋やの方から悲ひ鳴めいとガラスの割われる音が聞こえた。しかも悲鳴の方には聞き覚おぼえがある。


　──千絵！


　トイレから飛び出すと、参加者たちが奥の席に注ちゆう目もくしていた。梓がいた席だ。立ち上がって後あとずさる千絵が見えた。光こう沢たくのあるなめらかな黒くろ髪かみが、さらりと肩に垂たれている。


　カツラが取れていた。千絵の前に、あの男がいて、彼女の被かぶっていたカツラを手に提さげている。男の足あし下もとではカプセルを入れたガラス瓶びんが砕け散っていた。


「へへえ。こりゃいったいなんだ？　え？」


「何よっ。カツラつけてちゃおかしいわけ？　勝かつ手てじゃない！」


　青ざめた顔で、それでも毅き然ぜんと千絵が叫さけんでいた。梓は事じ態たいを見て取ると、背せ負おっていたバックを手に持ち替かえた。


　背せ筋すじを伸のばす。


　呼こ吸きゆうをコントロールする。


　全身の肌はだをレーダーのように緊きん張ちようさせながら、焦あせらないよう、ゆっくりと千絵たちの方に近づいていった。


「チカ」


「アズミっ！」


　千絵が梓のもとに駆かけ寄った。


「……何があったの？」


「あ、あの馬ば鹿か。私に抱だきついてきたのよ！」


　小声でささやきかけると、千絵は鼻び孔こうを広げて憤ふん然ぜんと主張した。おそらく変へん装そうかどうか確たしかめようとしたのだろう。そしてまんまと見み抜ぬかれたらしい。


　──スミレさんは？


　菫はまだ席に座すわっていた。両膝ひざを抱かかえ込んで数錠じようのカプセルを弄もてあそんでいる。虚うつろな目はカプセルが効きいている証しよう拠こだ。


「テメエら何もんだ？　ネットか？」


　男が梓の前に立ち塞ふさがった。コケにされた恨うらみを返すつもりなのか、目に凶きよう暴ぼうな光を浮うかべている。


「……何言ってんのあんた？　気分悪いわ。帰らしてもらうわよ」


「へっ。この期ごに及およんで威い勢せいがいいじゃねえか。見たとこ、悪オ魔ー持ナちーとも思えねえがな」


「いい加か減げんにしてよ。わたしたち、あんたたちに誘さそわれたから来たのよ」


　語気を強めると、男は鼻はなで笑った。


「オイ！　こいつらに見み覚おぼえのある奴やついるか？」


　当然返事はない。


　いまや革かわジャンを着きた男たちは、梓と千絵を囲かこむように位置を移動していた。


「おや？　誰だれも知らねえみたいだな。その格かつ好こうのせいかもしれん。一つ剝むいてみるか？」


　男が下げ卑びた嘲ちよう笑しようを浮かべる。弱じやく者しやをなぶるのを楽しんでいるのだ。


　そこへ、梓の鉄てつ拳けんが叩たたき込まれた。


「ブッ」


　狙ねらい澄すました容よう赦しやない一撃。


　歯はぎしりしていた千絵が、顔を輝かがやかせてガッツポーズを作った。包ほう囲いしつつあった全員が、呆あつ気けにとられて棒ぼう立だちになった。


　その隙すきに、梓はバッグから発はつ煙えん筒とうを取り出すと、壁かべに擦こすりつけて火を点つけた。


「千絵っ。スミレさんをお願い！」


　発煙筒を頭ず上じようへ投げる。


　ブザーが鳴なり響ひびき、上から水が降ふってきた。スプリンクラーを作さ動どうさせたのだ。


「なっ！」


「くそっ。このアマっ！」


　駆かけ寄って来た男に、梓はテーブルの灰はい皿ざらをつかんで投げつけた。灰皿を額ひたいに受け、先頭の男が仰のけ反ぞった。


　すぐさま次の男がつかみかかってきた。梓は身体からだを捻ひねって男の手を逃れると、その勢いきおいを利用したまま遠えん心しん力りよくを付け、男のあごを下から上へ回し蹴げりで蹴り上げた。


　ズン、ズン、ズン、ズン、という腹に響くビートは続いている。鼓こ動どうまでそのリズムに同調していくようだった。


「千絵っ。早く！」


　千絵は急いで菫の手を取った。菫は完全にカプセルが回っていた。周まわりの状じよう況きようには気を払わず、散らばったカプセルを拾ひろっては、子供が飴あめ玉だまを抱え込むようにポケットの中に入れている。千絵は菫の腕うでを肩に回して強ごう引いんに立たせ、梓の背はい後ごへ移動した。


「いいわっ」


「ソファに乗って！」


「え？」


「いいから、早く！」


　千絵がソファに乗り、菫を引き上げた。


　梓もソファに飛び乗る。


　男たちがソファに詰つめ寄った。梓は距きよ離りを測はかりながらバッグに手を入れた。中に忍しのばせたスタンガンを握にぎりしめる。スタンガンには改かい造ぞうを施ほどこし、出しゆつ力りよくは最大で固定してある。


　男の一人が躍おどりかかった。梓は床ゆかに広がるスプリンクラーの水みず溜たまりに、スタンガンを押しつけた。


　火花が飛ぶ。


　一いつ瞬しゆん、床が青白く浮うかび上がった。男たちの悲ひ鳴めいと罵ば声せいが地下の部へ屋やに反はん響きようした。


　見た目は派は手でだが、実は威い力りよくはしれている。敵てきを怯ひるませるための攻こう撃げきだ。


「離はなれないで。強きよう行こう突とつ破ぱするわよ！」


　梓は地上に出る非常口目め指ざしてまっしぐらに進んだ。


　素人しろうとの手による部屋の照しよう明めいが、放ほう水すいとスタンガンの影えい響きようでショートした。火花が連れん鎖さし、黄色いスパークが暗い部屋を駆けめぐった。


　電でん撃げきから立ち直った男たちが、梓の行く手を阻はばみにかかった。


　蹴り、殴なぐり、鉄アレイを入れたバッグを叩たたきつける。


　梓は挑いどんでくる男たちを次から次へと返り討うちにした。男たちは意い地じになっていた。いい傾けい向こうだ。まともにやれば体力が違ちがうし、膂りよ力りよくも劣おとる。何より人数が違いすぎる。囲かこまれようものなら勝ち目などない。


　だが、梓の思おも惑わくは破やぶられた。それも予想外の展てん開かいで。


　目指す非常口で革かわジャンを着た男が立っていた。


　目が赤い。


　思わず梓は動きを止めた。


　──あれは……！


　脳のう裏りに甦よみがえる記き憶おく。梓は祐ゆう子こ事件の結けつ末まつで、悪あく魔まの戦たたかいを目まの当たりにした。あのとき、悪魔を操あやつっていた彼女の幼おさななじみは、目を赤く光らせていたはずだ。


　男が不ふ敵てきに笑った。その瞬間、あちこちで弾はじける火花の明かりで、一瞬だけ、目の前に異い様ようなものが見えた。


　熊くまだ。


　全身剛ごう毛もうに覆おおわれた熊が立っていた。背は天てん井じように達し、アンバランスに巨きよ大だいな両腕が、丸まる太たのように床まで垂たれていた。身体からだ中から拗ねじくれた突とつ起き物ぶつが突つき出し、口の部分からイソギンチャクを思わせる不ふ並ならびな牙きばが伸のびていた。


　そして、顔の中心にバスケットボールほどもある眼がん球きゆうがあった。その一つ目の眼球が梓と千絵と菫を映うつし、ギラリと瞬またたいた。


　火花が消えると、熊の姿すがたも見えなくなった。


　だが、一瞬見た禍まが々まがしい姿は、梓の戦せん意いを根ねこそぎ奪うばい去った。


　──まさか……いまの……いまのは……


「キャアアアアアーッ！」


　菫が甲かん高だかい悲ひ鳴めいを上げた。それまでの魂たましいが抜ぬけたような様よう子すが噓うそみたいに、千絵の手を払って暴あばれ出した。


「嫌いやッ。嫌ああアッ！」


「スミレさん！」


　千絵が必ひつ死しになって押さえつけたが、それでも菫は抵てい抗こうをやめなかった。髪かみを振ふり乱みだして半はん狂きよう乱らんになっている。


　──くそっ。


　梓も喚わめきたい気分だ。男に塞ふさがれた非常口以外の出口を求めて部屋を見回す。


　見回して慄りつ然ぜんとした。


　また見えた。今度はさっきの奴やつではなく、一匹でもなかった。


　異い形ぎようの怪かい物ぶつが部屋中を跋ばつ扈こしていた。怪かい奇き映画のような現実離れしたシーンが、弾はじける光に合わせて見え隠かくれしている。点てん灯とうする火花の明かりが視し界かいの陰いん影えいを入れ替かえ、一連の映像に全まつたく異ことなるカットを入れたサブリミナル映像のように、化ばけ物たちの姿が見えては消え、消えては見えた。


「う、あ、あ……」


　──一いつ緒しよだ……また、あのときと一緒……！


　梓の動きが完全に止まった。部屋に充じゆう満まんする悪あく意いと嘲ちよう弄ろうに押し潰つぶされていた。


「梓さん！　しっかりして！」


　背中で千絵が叫さけんでいるのが聞こえる。しかし、身体が動かなかった。


　──だって……だってこんな……


　そのとき、梓たち以外の悲鳴がした。


　声の方を振り返る。


　非常口を塞いでいた男が、前のめりに吹ふっ飛んだ。非常口のドアが破やぶられ、光が入っていた。


「……え？」


　梓が呆ぼう然ぜんとそちらを見る。「梓さん！」と千絵が菫と梓を非常口へ引ひっ張ぱった。


「待てっ！」


　男の一人が梓の腕うでを取った。それが梓を正しよう気きづかせた。梓はとっさに腕を振り解ほどいて逆に相手の関かん節せつをねじ上げると、てこの原理で床ゆかに転ころがした。麻ま痺ひしていた思し考こうが戻もどった。


　──逃にげなきゃ！


　非常口に走る。


　色めき立った男たちがあとを追う。


　梓が非常口の下に着つき、階段の上を見上げた。


　階段は白い光で溢あふれていた。まぶしさに目を開けていられない。白はつ光こうの源みなもとは頭ず上じよう。地上へ出る出口が、一ひと際きわ白く、長方形に切り取られていた。


　その長方形の中に、人のシルエットがあった。


　まるでマントかローブのような長ちよう衣いをまとい、静かにたたずむ人ひと影かげが一つ。


「好こう奇き心しん猫ねこを殺す、だな」


　鞭べん声せいに似にた鋭えい利りな声。梓の胸むねの一番奥を打つ声がした。


「それも三匹びき。よりにもよって野の良ら犬いぬの巣そう窟くつに入るとは」


「景けいちゃん！」


「頭、下げて」


　言げん下かに、シルエットの形が歪ゆがんだ。たたずむ足あし下もとから黒い形の何かが伸のび、階段の壁へき面めんを伝つたって一直線に階下に降おりた。


　梓が千絵と菫の頭を押さえて、階段の上に伏ふせる。


　うなじに力の波は動どうを残し、嬉き々きとして哄こう笑しようする姿なきものが背はい後ごを通り過ぎた。


　後うしろで男の悲鳴が上がるのが聞こえた。梓は顔を上げると、千絵と菫を立たせてから一気に階段を駆かけ上がった。


　階段の上には、見知った顔がいた。


　明らかにサイズの大き過ぎるブルーのウィンドブレーカー。その青い布地にすっぽりと包つつまれた小こ柄がらな体たい軀く。顔を覆おおうフードからのぞく端たん正せいな顔だち。冷さめた瞳ひとみ。


　梓の幼おさななじみ、物ものの部べ景だった。
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「景ちゃん。どうしてここに……」


　思わず梓がつぶやいた。景はいつも通り鉄のような沈ちん黙もくを保たもっていた。それでも全身の雰ふん囲い気きから、相当怒おこっているのが、なんとなくわかった。


「だあから、やめとけって言ったろ！　たまには他ひ人との忠ちゆう告こく、聞きなさいって！」


「水原くん」


　すぐ側そばにバイクにまたがる水原がいた。この照しよう明めいはバイクのヘッドライトだったのだ。


「水原くんが呼よんだの？」


　梓が尋たずねる。景は答えるどころか見向きもしなかった。


「あーっ、水原！　なんであんたがこんなとこに!?」


　一ひと足あし遅おくれて外に出た千絵が、場にそぐわない素すっ頓とん狂きような声を上げた。水原は力無なく笑った。


「はいはい。説明はあとでしますよう。その子が例のスミレって子か？」


「そうだけど……」


　菫に肩かたを貸かす千絵が、言葉を途と切ぎれさせた。水原から、その隣となりに立つウィンドブレーカーの人物に、吸すい寄せられるように関かん心しんが奪うばわれたのだ。


　驚おどろきと、強い好奇に打たれた声で、


「……誰だれ？」


　千絵につられて、菫が視し線せんを向けた。とたんに顔が引きつり、息を詰つまらせた。


「ハッ、ヒッ……ウィ、ウィザー──！」


　千絵の腕を振り解ほどいて後あとずさる。恐きよう怖ふで目が見開いていた。


「ヒッ──助けて……助けてえ！」


　菫が駆かけだした。


「スミレさん!?」


「まずい。バッドトリップ入ってるな」


　と水原が舌した打うちした。


「ああ、もう。このややこしいときに……千絵ちゃん頼たのむよ。ほっとくとまずい」


「わかったわ」


　緊きん急きゆう事じ態たいと察すると、余よ計けいな質問はしなかった。千絵は梓と謎なぞの人物にちらりと視線を向けたが、そちらは水原に任まかせて、自分は菫のあとを追った。


　景は自みずからに対する一連の反はん応のうに対し、まったく興きよう味みを示しめさなかった。


「厄やく日びだな」


　ぼそりとつぶやく。そのまま階段に足をかけた。


「おい。景！」


　水原が仰ぎよう天てんして呼び止めた。


「今日はパーティーのはずだ。下には四、五匹いるぞ」


「だが奴の気け配はいはない」


　景がフードの奥から水原を横目に見た。その両目が瞬しゆん時じに赤く染そまった。


「四人乗りは無む理りだろ。バイクは捨すてていけ」


　青い衣ころもが舞まい上がり、地下へと吸すい込まれた。


「景ちゃん！」


「ダメだ！　千絵ちゃんとスミレちゃんがいるんだぞ。逃にげんのが先！」


「でも……っ」


「でもじゃない！　ほら、急いで」


　──景ちゃん。


　駆けだしていきたかった。だが、足あし手でまといになるのはわかっている。


　未み練れんと迷まよいを振り切って、梓は水原と『テアー・チェイン』をあとにした。





　　　　◆◆◆◆◆





　茜は信じられない思いで、その一ひと幕まくを見送った。


　──冗じよう談だんでしょ？　あれって、まさか……


「ウィザードだ──」


　とカイムが言った。


「驚おどろいたな。思わぬ大物が釣つれたぞ……」


　自分に言い聞かせるようなカイムの口く調ちようには、隠かくしようのない興こう奮ふんが滲にじんでいた。程度の差こそあれ、茜も同様だ。


　──あれが、ウィザード。


　カイムは、祐子と麻ま里り奈なの悪あく魔まを倒たおした犯はん人にんを、フリーの悪オ魔ー持ナちーとにらんでいた。古ふる株かぶの悪オ魔ー持ナちーで、どの組そ織しきにも属さずにいる人間だ、と。その通りだったのだ。


「本物……なんでしょうか？」


「『影かげ』の悪魔だ。間ま違ちがいない。見ろ──」


　カイムが高ぶった声で感かん嘆たんした。


「地下から戦たたかいの余よ波はが伝つたわってくる。この熾し烈れつな力のうねりはどうだ？」


　茜には感じ取ることができなかった。だが、カイムの態たい度どから想像は付いた。こんな風ふうに熱あつくなるカイムは見たことがない。


　ウィザードはカプセルユーザーの間では伝でん説せつ的な存在だった。


　まだセルネットの管かん理りが行き届とどかない数年前。カプセルユーザーからなる複数のグループが乱らん立りつし、吸きゆう収しゆう分ぶん離りを繰くり返す抗こう争そうの時期があった。カプセルが地下に蔓まん延えんし、悪魔召しよう喚かんに成功した好こう戦せん的な悪オ魔ー持ナちーたちが、刹せつ那な的な戦せん闘とうに熱ねつ中ちゆうしていた狂きよう乱らん期きだ。


　そんな中、青あお臭くさい陣じん取とり合がつ戦せんに加わることなく、ただ冷れい徹てつに悪魔狩がりを続けていたのがウィザードである。身にしたブルーのウィンドブレーカーが見る者に鮮せん烈れつな印いん象しようを残すことから、その名で呼ばれるようになった。


　正しよう体たい、目もく的てき、ともに不明。ただ、得え体たいの知れない行動と、相手を選ばない無む謀ぼうさ。にもかかわらず、ことごとく敵てきを葬ほうむってきた実力で、覇はを争あらそう強つわ者ものたちの注ちゆう目もくを集めていた。特に、当時すでに最強の名を誇ほこっていたＤＤの甲か斐い氷ひよう太たを破やぶってからは、一いち躍やくその名を轟とどろかせている。


　最近は動きを潜ひそめていたが、正体が謎なぞに包つつまれている分、甲斐より特別な目で見られることが多い。自みずからの影に悪魔を飼かう、一流の悪魔使いだ。


　過か去こセルネットとも幾いく度どか対立し、IXナインＣ・シーの一人も彼の手にかかっていた。ネットにとっては甲斐に次つぐ仇きゆう敵てきである。


　──まずいな……


　面めん倒どうなことになる予感がした。


　カイムにとってウィザードは予想以上の獲え物ものだろう。もしうまく仕し留とめたならば、セルネットにおけるカイムの立場は不動のものになる。全力を挙あげてウィザード撃げき墜ついに動くはずだ。茜も傍ぼう観かんするだけでは済すまない。


　──くそ。なんで、こんなことに……


　カイムが目を爛らん々らんと輝かがやかせ、舌したなめずりをするように薄うすく笑う。茜はそれを、ただ見つめるしかなかった。
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　梓あずさと水みず原はらが追いついたとき、菫すみれと彼女を捕つかまえることに成功した千ち絵えは、息も絶たえ絶だえとなっていた。一同は近くにあった公園まで移動した。公こう営えい住宅に囲かこまれたロータリーのような公園で、中央に花か壇だんがあり、外がい灯とうのついた時と計けい台だいが設せつ置ちされていた。


　時じ刻こくは十時十五分。マンションの窓まどには、ほとんど明かりが点ともっていた。


「──ハア、ハア、ハア、ハア、うっぷ」


「やれやれ。まあ、ここまでくりゃいいだろ。大だい丈じよう夫ぶか、千絵ちゃん？」


「──なんで──あんな──ゼエ──どうやって──誰だれ」


「はいはい。まずは呼こ吸きゆうを落ち着つけてね。──ほら。お茶とポカリ、どっちにする？」


「……お茶」


　疲つかれ切った千絵と菫は、膝ひざの高さほどある花壇の囲いに腰こし掛かけて息を整ととのえていた。しばらくはそれぞれの呼吸音と飲み物を飲む音しか聞こえなかった。


「大丈夫？　スミレさん」


　梓が心しん配ぱいそうに、菫をのぞき込んだ。真まっ赤かになっている千絵とは対たい照しよう的てきに、菫は蒼そう白はくになっていた。唇くちびるには血の気けがなく、細い肩かたが小こ刻きざみに震ふるえている。それでも、渡されたホットココアを両手で挟はさんで飲むと、人ひと心ごこ地ちついたように見えた。


「まださっきのバッドトリップが抜ぬけきってないのかもな」


　水原が菫の症しよう状じようを見て言った。バッドトリップとはドラッグに「悪わる酔よい」することである。


　──病院に連つれて行く方がいいかな？


　しかし病院に行けば、菫の症状が明らかになる。ドラッグに手を出したとなればただでは帰れないだろう。警けい察さつ沙ざ汰たになるのは間ま違ちがいない。


「……大丈夫よ。もう、平気だから……この程度、なんでもないわ」


　気き丈じように答えるだけあって、顔色こそ悪いものの、菫の目は正しよう気きに戻もどっていた。『テアー・チェイン』で惚ほうけていたときとも違うし、脱だつ出しゆつの際の狂きよう乱らんのあともない。


　菫が落ち着きを取り戻すと、待っていたとばかりに、千絵が咳せき払ばらいをした。


　目を三角にして水原をにらむ。


「説明願いたいわね」


「うん、そうね。何から話したらよいのだろうね？」


「最初から包つつみ隠かくさず論ろん理り立だてて説明なさい」


「ふっ。そうだね。告こく白はくすると、初めて会ったときから、ずっと君きみのことを見守り続けてたんだ。いつも気にかけていたからこそ、今回のような凶きよう事じを回かい避ひすることができたわけで……」


「水原くん」


　千絵の瞳ひとみが物ぶつ騒そうな光を放はなった。


「最初から包み隠さず論理立てて、かつ、真ま面じ目めに、説明してちょうだい」


　水原はおどけて傷きずつく仕し草ぐさをした。それから煙草たばこを取り出し、一本くわえて火をつけた。


「茜あかねちゃんが教えてくれたのさ。千絵ちゃんと梓ちゃんを見かけたってね。で、こりゃＤＤに殴なぐり込むつもりだって見けん当とうつけて駆かけつけたわけ」


「皆みな見みさんが？」


「イエス。ボス」


　千絵は首をひねった。


「おかしいわ。下げ校こうした後は、ずっと変へん装そうしていたはずなのに」


「……その点に関してこそ、念入りに説明する必要があるな」


「とにかく、あなたが『テアー・チェイン』に来たのは、半分は偶ぐう然ぜんなのね」


「それは浅せん薄ぱくな結論だ。繰くり返すけど、常つね日ひ頃ごろ千絵ちゃんの行動に気を配くばっていたからこそ、かくも円えん滑かつな救きゆう出しゆつ劇げきを演えん出しゆつできたのだからね」


　うそぶいてから揚よう々ようと耳に手を当てる。


「人として、また友として、命の恩おん人じんに言うべきことは？」


「……ありがとう。助かったわ」


「どーいたしまして」


　渋しぶ々しぶ頭を下げる千絵を、水原は満まん面めんの笑みで受け入れた。千絵は再ふたたび咳払いして、少し赤くなりながら会話を仕し切きり直なおした。


「で、本題なんだけど──あの青いコートを着きた人。あれはいったい誰なの？」


　質問を耳にした梓が、全身を震ふるわせた。


　──言わなきゃ……でも……


　千絵に隠かくし事はしたくない。しかし説明するには、事情はあまりに込こみ入っていた。何より、景けいのことを伝つたえるのに抵てい抗こうがあった。千絵のことは信しん頼らいしている。だが彼女は、もし知人が法を犯おかせば、罪つみに応じた刑けい罰ばつに服するよう求めるだろう。


　景の罪は、法で裁さばける類たぐいのものではない。


「ウィザード……」


　ぽつりと菫が言った。


　梓の鼓こ動どうが大きく跳はねた。


「あれ、ウィザードじゃないの……？」


「ウィザードですって？」


　千絵が怪け訝げんな顔をした。何かに思い当たり、水原に詰きつ問もんする。


「あなたの話を聞いたときに出てきた名前だったわね。ネットから付け狙ねらわれてる賞しよう金きん首くびの一人だって。どういうこと？　あれは、そのウィザードって賞金首本人？　どうしてそんな人物があなたと一いつ緒しよに行動してるの？」


　千絵の質問は、聞かれた水原以上に梓の胸むねを締しめ付けた。梓自身、疑問に思っていたことだ。


　かつて水原は、自分のことを「魔ま法ほう使いの使い魔」と冗じよう談だん交まじりで称したことがある。なぜ水原はそんな風ふうに景と行動を共ともにしているのか？


　梓は息を潜ひそめて答えを待った。水原はくわえ煙草たばこのまま、ポケットに手を突つっ込んだ。


「俺が顔広いの知ってるだろ？　奴やつともちょーっとパイプがあってねー」


「知り合いなの？」


「ま、ね。あいつはある悪あく魔まを追ってる。で、めぼしい情じよう報ほうや報ほう酬しゆうと引き替かえに、こちらの依い頼らいを受けてくれたりするわけさ」


　いつも通りの無色透とう明めいなへらへら笑いが水原の顔を覆おおっていた。それは景の仮か面めんのような無表情にどこか通じるところがあった。底が見えないのだ。


「悪魔って、またその話？　うーん……」


　うんざりするかと思いきや、千絵は意外にも神しん妙みように腕うで組ぐみをした。


「どうも私は『悪魔』ってファクターを軽けい視しし過ぎてたのかもしれないわね」


「千絵？」


　梓が驚おどろいて問いかけると、千絵は相あい棒ぼうに頷うなずいてみせた。


「カプセルに『服用すると悪魔が現あらわれて願ねがいを叶かなえる』っていう噂うわさがあることは、かなり初期の段階でわかっていたわ。けど、調ちよう査さを進めるほど──つまり、一いつ般ぱんのユーザーからディーラーへと近づくほど、悪魔って言葉を頻ひん繁ぱんに耳にするようになった。これは、噂が末まつ端たんレベルで発生して横方向に広がったのではなく、中ちゆう枢すうから末端へと縦たての広がりを見せた証しよう拠こだわ。ねえ、梓さん、以前に私がカプセルやそのユーザーに抱いだいていた推すい測そくを話したの覚おぼえてる？」


「え、ええ。幻げん覚かく作さ用ようが強くて、暗あん示じ性せいのあるドラッグだって……」


「その通り。私はその推測が間ま違ちがってるとは思わないわ。それに、セルネットに属する一部の人間が、カプセルを服用した人間の幻覚を操あやつったり、催さい眠みん暗示をかけてコントロールする技術を持ってるという予想も間違ってないと思うの。でも、そこに『悪魔』なんて言葉が当てはまるのは少し不自然でしょ？　『願いが叶う』っていう評ひよう判ばんだけなら、これは、幻覚の操そう作さが実際に成なされていることの証明といえるわ。ところが、実際の噂話にはどれも必かならず『悪魔が現れて』っていうフレーズが付ふ随ずいしている。となると、この噂話は最初に私が考えていたような面おも白しろ半分の都と市し伝でん説せつじゃなく、カプセルの中枢に『悪魔』という言葉と結むすびつくようなファクターが本当に存在していて、それが末端にまで広がっていったことを示しめしているのかもしれないわ。そうした、オカルティックな名めい称しように相応ふさわしい何かがあるのかもしれない」


　千絵が自分の考こう察さつを一通り述のべると、水原が、おおー、と拍はく手しゆを送った。


「では千絵ちゃんもようやくにして悪魔の存在を認みとめると？」


「悪魔というものの定てい義ぎによるわ。神様を信じるか信じないかって問題じゃないけど、ようするに邪じや悪あくさを象しよう徴ちようする概がい念ねん的な存在としてなら『悪魔』ってシンボルは存在してるんじゃない？　『愛』や『正せい義ぎ』と同じね」


　論理的に振ふる舞まう千絵に、梓は舌したを巻く思いだった。自分は千絵よりずっと多くの情じよう報ほうを得えているはずだが、そんな風ふうに物事を見直すことはなかった。それどころか、自分の事情に手て一いつ杯ぱいで、あの異い常じよう事じ態たいを客きやつ観かん的てきに解かい明めいしようと考えてみたこともなかった。


　俯ふ瞰かん的な視し野やと、独自の分ぶん析せき。どちらも自分にはない能力だ。


　──でも……


　梓の見たあれは、いま千絵が想像しているような概念的なものではない気がする。かといって、実在するのかと問われれば答えることはできない。自分が目もく撃げきしたものたちが、ただの幻覚に過ぎない可能性だって十じゆう分ぶんにあるのだ。


「千絵ちゃーん。言いたいことはわかるけど、やっぱそれ、ちょっと違うぜ。俺おれの言ってる悪魔ってのは、もっと直接的な分わかりやすいもんなんだよ」


「例たとえばどんな？」


「生き物みたいなもんさ。嚙かみついたり、ひっかいたり、呪のろいをかけたり」


「……舐なめてんの？」


「舐める？　いーねえ、俺好ごのみだなあ……あ、いや、そんな目で見るなよ。冗じよう談だんだよ。とにかく、そういう悪魔もいるのさ。外がい傷しようだけじゃなく、心に傷きずを負おうことだってある」


「ドラッグですからね」


「違う違う。悪魔に襲おそわれたら精神的ダメージを負うっていうか──」


「……悪魔かどうかは知らないけどさ」


　漫まん才ざい化かしそうだった千絵と水原のやり取りに、黙だまって聞いていた菫がかんできた。


「そいつの言ってることわかるよ。あたしだって見た。ついさっきもいたんだよ、あの店にさ」


「スミレさん？」


　意い表ひようを突つかれた千絵だったが、たちどころに表情が真しん剣けんさを増ました。


「そう。それであんなに取り乱みだしたのね。でもスミレさん。あなたはさっきカプセルをのんでたわ。あなたが見たものが、あなたの幻覚でないと断言できる？」


「見たのはあたしだけじゃない」


「いいえ、『あなたが見たもの』を見たのはあなただけよ。いい？　仮かりにあなたと友達が一いつ緒しよにカプセルを服用して悪魔を見たとするわね。それであなたの見た悪魔と友達が見た悪魔が同一の個体だとどうやってわかるの？　お互たがいに特とく徴ちようを伝つたえ合う？　それで二人が話し合った結果、どうやら同じものを見たようだと判断したとしましょう。それが第三者による幻覚操そう作さでないと確信できる？」


「そんなの……」


「できないわよね。ちょっと思い出してみて。あなたがこれまでに何回悪魔を見たのか知らないけど、カプセルを服ふく用ようしていないときがあった？　そして側そばにセルネットの人間が──という限定は危き険けんね。カプセルのヘビーユーザーとしましょう。つまり一いつ般ぱん的な使用量をはるかに上うわ回まわるカプセルフリークが側にいなかったことがあったかしら？　たぶんないはずよね。あなたが悪魔を見たとき、あなたは必かならずカプセルを飲いん用ようしていたはずだし、側には非常にカプセルに精せい通つうした誰だれかがいたはずだわ」


「で、でもそんなのしょうがないじゃない。悪魔はカプセルのんだ奴やつにしか見えないし、悪魔を使うのは悪オ魔ー持ナちーだけなんだから」


「悪オ魔ー持ナちー──店でも言ってたね。そんな風に呼ぶんだ」


　千絵がにっこりと笑う。口を滑すべらせた菫は、あっ、ともらして拗すねたようにうつむいた。


　第一印いん象しようでも思ったことだが、そうした飾かざらない素す顔がおの彼女は素す直なおそうに見えた。突つっぱねるポーズは強がりなのだろう。


「ねえスミレさん。厳げん密みつに言えば主しゆ観かん的なあらゆる感かん覚かくは、主観固こ有ゆうのものなの。私たちは現実の物事を、自みずからの五ご感かんで感かん知ちし、自らの頭で識しき別べつして理り解かいしているわ。だから、誰しも現実に直接触ふれているのではなく、自じ我がというフィルター越ごしに接しているの。極きわめてリアルな幻覚を見たとき、それが現実か、自らのフィルターの異い変へんによるものか、当事者には判断できないのよ。それを判断するためには、完全な第三者、それも好こう意い的な第三者に判断をゆだねるしかないわ」


「……あんたがその好意的な第三者だっての？」


「そうなりたいと思ってるわ。本心からね」


　そう言うと千絵は腰こし掛かけていた花か壇だんの囲かこいから立ち上がった。そして隣となりに座すわる菫の正しよう面めんに回った。


「あなたを助けるとどんなメリットがあるか……評ひよう判ばんがあがるとか、情じよう報ほうを得えられるとかね。そういうのを理由にした方が、きっとあなたは納なつ得とくしてくれるでしょう。でも、違ちがうの。私たちは、あなたのことを助けたいの。あなたが不安なら何も喋しやべらなくていいわ。連中が来たら、私たちが相手になる。だから私たちと来て。そして私たちに祐ゆう子こさんたちの仇かたきを討うたせて」


　静かだが感情に満ちた口く調ちようで千絵は言った。


　菫はとっさに何か反論しかけたが、千絵の目を見て口をつぐんだ。たぶん、祐子を破は滅めつさせたのはお前じゃないかということを言おうとしたのだろう。しかし、その批ひ判はんが妥だ当とうなものではないと気づいたのだ。祐子を破滅させたのは彼女自身であり、彼女を堕だ落らくせしめたカプセルと、それを扱あつかう者たちであるのだ。


　菫の態たい度どから演技が消えた。すがるような思いが瞳ひとみの奥から垣かい間ま見みえた。


　まるで、出口のない迷めい路ろに迷まよい込み、必ひつ死しになって不安や心こころ細ぼそさを押さえ込もうとする幼おさない女の子だ。目の前に現あらわれた見ず知らずの人間が何者なのか、救すくいの手を差し伸のべている人間が信用できるのかどうか、あらゆる感覚を総動員して見み極きわめようとしている。それは、他人の善ぜん意いを信じるか否いなかという、ありきたりな、しかしとても困こん難なんな作業だった。


　梓は千絵との出会いを思い出した。あのとき自分は千絵の好こう意いを信じることができた。損そん得とくの計算や納得のいく理由があったわけではなく、ただ相手を信じることにしたのだ。いま思えば、その判断は幸こう運うんなことだったに違いない。


　菫は千絵の手を取らなかった。


「あたしはＤＤに残る」


「スミレさん！」


　悲ひ痛つうな面おももちの千絵の前で、菫も囲いから腰を上げた。


　菫の表情は暗いものではなく、むしろ迷いを振ふり切ったような潔いさぎよさが感じられた。


「あんたたちがどうこうってんじゃないよ。あんたたちといるのも悪くなさそうだけどさ」


　と菫は千絵の脇わきを抜ぬけた。


「あたしはあたしの都つ合ごうであっちにいるよ。踏ふん切ぎりがついた」


「……どうしても？」


「悪いね」


　そのまま公園を横切って空あき缶かんを屑くず籠かごに捨すてる。そして菫は出口に向かいかけたが、直前に立ち止まって千絵たちを振り返った。


「あたしや祐子の細胞だけどさ。リーダー格の奴やつも、もう一人の奴も、もう会うことはできないよ。あたしも残ったとはいえ、結けつ構こう複ふく雑ざつな事情ってのがあるんだ。第一ネットのことだって大して知りやしない。仇が討ちたければ他ほかの手がかりを探さがすんだね。例たとえば『カイム』とかさ」


「カイム？」


　思わず千絵が聞き返す。


　菫は離はなれた場所から千絵たちに眩まぶしそうな視し線せんを向けたあと、微笑ほほえんで公園を去った。


「……スミレさん」


　千絵はぽつりとつぶやいて肩かたを落とした。「千絵」と、梓が声をかけると、力の無ないまま、なんとか笑顔を見せた。


「もう少し様よう子すを見ましょ」


「うん」


　もともと『テアー・チェイン』に乗り込んだのは菫の情報を得えるためだった。それが本人と接せつ触しよくできたのだから、収しゆう穫かくは決して少なくない。


　今後の方ほう針しんは明日あしたの学校で話し合うことにして、梓たちは家いえ路じにつくことにした。


　と、千絵が空き缶を捨てに離れたとき、ごく自然な動きで水原が近づいてきた。


「梓ちゃん、これ」


　とポケットから出した物を梓に手渡す。見れば鍵かぎだった。


「え、何？」


「景んちの合い鍵」
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　食い入るように水原を見る。


　水原は下げ品ひんなへらへら笑いを浮うかべるでもなく、むしろ優やさしげな顔つきで梓の凝ぎよう視しを受け止め、後うしろの時と計けい台だいへ目をやった。


「もう終わって帰るころだ。ただ、勝とうが負けようが無事ってことはない」


　淡たん々たんと言う。だが、もう一度こちらに振り向いたときには、またいつもの軽けい薄はくな薄うす笑わらいを浮かべていた。


「俺、今晩ベッドの予約入ってんのね。ちょっと見てきてくれない。梓ちゃん」





　　　　２





　景が住んでいるマンションは市の外はずれにあった。


　周しゆう囲いにあるのは住じゆ宅たく街がいで、この時間だとほとんど物音一つしない。点てん在ざいする街がい灯とうが、無人の町まち並なみを夜の中に浮かべていた。


　梓は寝静まる町の中を、音を立てるのをはばかるように歩いていた。


　角を曲がるたびに暗くら闇やみの中から現あらわれる見知らぬ道。息を潜ひそめることを強きよう要ようするような静せい寂じやくの中に、自分の足音だけが木こ霊だまを刻きざんでいく。昼間訪おとずれたなら、そこはごく平へい凡ぼんな住宅街だったのだろうが、いまその道は、どこか異い国こくの裏うら道みちにいるような不ふ思し議ぎな錯さつ覚かくを梓に与あたえた。


　──……あった。


　目め指ざすマンションは月げつ光こうの下でひっそりと息づいてた。周囲の住宅と変わりない、平凡な造つくりの五階建だてマンションだ。現在景の父親は単たん身しん赴ふ任にんで上じよう京きよう中。母親はとうに離り婚こんしているから、景はこのマンションの一室に一人で暮くらしていることになる。


　幸さいわい建たて物ものの入り口は開かい放ほうされていた。奥に入ってエレベーターのスイッチを押す。作さ動どう音おんが唸うなりのようにマンションの壁かべに反はん響きようした。


　──ここに来るのは初めてだな。


　エレベーターに乗り込み、壁にもたれながら梓はそんなことを思った。


　それをいうなら景の住まいを訪れるのは実に七年ぶりだ。かつては毎日のように訪れ、生活空間の多くを共有していた二人だが、その交こう友ゆうは梓が渡と米べいして以い来らい途と切ぎれている。いまでは景のことは何一つ知らないざまだった。


　──昔むかしは一人でいる方が落ち着つかなかった。


　かつて梓と景はパートナーだった。周囲にすれば、単に仲の良い友達同士と見えたかもしれない。しかし当人たちは、世界中で真しんに重要な存在は互たがいだけと信じていた。いや、信じるとか信じないという問題ではなく、本当にそうだったのだ。


　景は大人おとなしく引っ込み思じ案あんで、自分の思いを口にしない子供だった。じっと相手のことを見守り、相手の意に沿そって行動するような少年だった。女の子のように整ととのった顔立ちをしていて、それが小さくなっておどおどするものだから、同い年の男の子たちからいじめられていた。


　梓は向こう意い気きの強い少女で、自分に関かかわる全すべてのものに反発していた。不ふ仲なかな両親が子供の目も構かまわず罵ののしり合うのを見続けては、自分の中に屈くつ折せつした思いを抱かかえ、それを外部に撒まき散らそうと必ひつ死しだった。


　梓はクラスメイトへの反感から景を助けた。景に同情したからではなく、クラスの、いじめを容よう認にんするような空気に楯たて突つきたかったのだ。彼らは景を庇かばう梓も疎そ外がいするようになったが、それも望むところだった。とにかくむしゃくしゃして、誰でもいいから当たり散らしたかった。


　そんな荒れた心が少しずつ変わっていったのは、勢いきおいで保ほ護ごするようになった景の影えい響きようだった。景はクラスを敵てきに回してまで自分を守ってくれた梓に、子こ猫ねこのように懐なついてきた。初め梓は鬱うつ陶とうしがり、他の人間同様に刺とげ々とげしく接していた。それでも景は大人しく笑いながら、彼女のあとをついて回った。


　その後も梓が攻こう撃げき的てきだったことに変わりはないが、気がつけば、景だけは「他」とは違う存在になっていた。景にだけは姉あねが弟おとうとにするような、もしくはガキ大だい将しようが子分の面めん倒どうを見るような保護者ぶった態たい度どで接するようになり、すぐに何もかも打ち明け合う仲になった。どれほど突つっ張ぱってみたところで十歳さいの女の子にお喋しやべりの相手は必要だし、景ほどその相手に相応ふさわしい少年はめったにいなかったのだ。


　放ほう課か後ご、夕日に染そまる校こう庭ていの隅すみで。夜、部へ屋やを抜ぬけ出して集つどった秘ひ密みつの遊び場で。梓は胸むねの内のもやもやした感情を何度も景に打ち明けた。大人たちの欺ぎ瞞まんや、クラスメイトの卑ひ俗ぞくさ。世の中の矛む盾じゆんや、自分たちの不ふ遇ぐう。幼おさない彼女は自分の感じるあてどない憤いきどおりを完全に表現することができなかった。それでもたどたどしい口くち振ぶりで、使い慣なれない言葉を並べながら精せい一いつ杯ぱい伝つたえようとした。


　両親も、教師も、この子ならと思ったクラスメイトも、一いち様ように戸と惑まどい、あるいは真ま面じ目めに聞こうとしなかった梓のメッセージを、景はその年代の少年としては希け有うなほどの忍にん耐たい力りよくと洞どう察さつ力でもって受け止め、理り解かいした。それどころか、彼女の中にあって形を取れずにいる思いを引き出し、二人にわかるよう言葉にしてみせた。


　梓は有う頂ちよう天てんになった。そして自分が手に入れた思わぬ理解者を、大たい切せつに大切にした。


　それからの思い出は、つねに景と一いつ緒しよだった。外がい圧あつが強いほど、それに耐たえる二人の絆きずなも強くなった。二人は孤こ立りつを楽しむようになっていた。


　しかし、それが梓の渡と米べいと共ともにぷつりと切れた。そして七年が経けい過かした。


　──ここか……


　エレベーターを四階で降おりて、廊ろう下かを突き当たりまで進んだところ。梓が前に立ったドアの表ひよう札さつには、





『物ものの部べ』





　とあった。


　──うー、緊きん張ちようする。


　チャイムを鳴ならす。しばらくしてからもう一度。


　反はん応のうはなかった。


　──まだ帰ってないのか。


　水原から渡された鍵かぎを取り出す。情なさけない顔つきで、梓は鍵を見つめた。


　さすがに、本人が不在の間に部屋に入るのはどうだろうか？　かといって、この周まわりに時間をつぶせるような店はない。寒さむ空ぞらの下、帰るかどうかわからない景を待つしかないか……


　──ん？


　ふと、ドアの向こうで物音が聞こえた気がした。慌あわてて電気とガスのメーターを見てみると、目め盛もりが動いている。中に誰だれかいるのだ。


　──景ちゃん帰ってるの？　ひょっとして寝ちゃった？


　思わずドアノブに手が伸のびた。そしてまた止まる。すでに深しん夜やだ。こんな時間に女の子が男の子の家を訪たずねるのも問題があるような気がする。


　──ば、馬ば鹿かね。わたしは『テアー・チェイン』のことを聞きにきたんだから……！


　だが、質問なら明日あしたでもできるし、第一景はすでに寝ているかもしれない。無ぶ事じ帰き宅たくしているのなら、急いで会う必要があるだろうか？


　ドアの前でドアノブを触さわったり放はなしたりしているうちに、時間だけが過ぎていった。もし水原が見ていたら、大笑いするか呆あきれ返るかのどちらかだっただろう。しかし梓は目の前の小さくても無む視しできない難問にかかり切りで、時間も寒さも気にならなかった。


　と、中から再ふたたび音がした。ほんのわずかにもれ出た音は、ぼちゃん、という水音だった。


　──水？　なんで？


　思わずつかんでいたノブを回す。


　すると、ノブは抵てい抗こうなく回転した。開いていたのだ。


「な、何よ。初めから開いてるんじゃない……」


　驚おどろき、それから拍ひよう子し抜ぬけした梓は、とうとう堪こらえきれなくなって、分ぶ厚あついドアをゆっくりと押し開けた。


　狭せまい玄げん関かんがあり、明かりの消えた廊下が奥に続いていた。梓は、そろそろと中をのぞき込み、たっぷり躊ちゆう躇ちよしたあと、身体からだを室内に滑すべり込ませた。


「……景──物部くん……？」


　暗がりに向かって声を出す。いらえはなかった。


　──ど、どうする？　どうしよう。


　真っ暗な玄関口に間ま抜ぬけ面づらのまま突つっ立っているわけにはいかない。怪あやしすぎるし、あまりに愚おろかだ。だが一いつ方ぽうで、もし許ゆるされるなら、梓は朝までそうしていたかも知れない。


　そんな梓を促うながしたのは、微かすかに聞こえてくる水音だった。シャワーの音だ。


　──げ、まさか入にゆう浴よく中？


　最悪だ。風ふ呂ろあがりの景と、いったいどんな顔をして会えばいいのか。


　やっぱり帰ろうと踵きびすを返しかけた梓は、ふと顔をしかめた。暗くら闇やみに慣なれてきた目が、廊下に点々と続く黒い染しみを見つけたのだ。


　気になった梓は、腰こしを屈かがめてその跡あとを注意深く見つめた。


　靴くつ跡あとだ。


　──土ど足そくで？


　にわかに、梓の身体に緊きん張ちようが走った。奥にいる誰かが、景という保ほ証しようがないことに気づいたのだ。だが、この家を訪おとずれる可能性があるのは、景本人の他には水原ぐらいしか思いつかない。


　梓は決心すると、一いつ瞬しゆん迷まよってから自分も土足で廊下にあがった。


　廊下の先はリビング。水音は左手から聞こえた。奥にバスルームがあるようだ。


　梓はリビングを横切ってバスルームに向かった。ドアを開けると洗せん面めん所じよで、隣となりにバスルームがあった。シャワーの水音がはっきりと聞こえてきた。バスルームの入り口である曇くもりガラスのドアが半分ほど開いている。しかし、廊下やリビング同様、やはり明かりは点ついていない。


　梓は手にしていた鉄アレイ入りのバッグを握にぎりしめた。そっとバスルームに目を凝こらし──思わず絶ぜつ句くした。


　壁かべに掛かかったシャワー口から勢いきおいよく水が噴ふき出し、バスタブの中に注そそぎ込んでいた。バスタブは水がいっぱいに張り、縁へりからこぼれ落ちている。


　そのバスタブの中から、ブーツを履はいた足が突き出て、縁に引っかかっていた。その下には、水を吸すって重たくなった布地の端はしが垂たれ、表面を水が伝つたっている。奥の壁側には、濡ぬれた髪かみを張り付かせた頭が、壁にもたれるようにして降ふり注そそぐ水すい滴てきに打たれていた。


「景ちゃん！」


　梓は駆かけ寄って明かりを点けた。バスルームがパッと鮮せん明めいに映うつし出される。


　やはり景だった。さっき『テアー・チェイン』で見たままの格かつ好こうで、靴も脱ぬがずに浴よく槽そうに沈しずんでいたのだ。


　梓が明かりを点けると、景はかすれた声をもらして光を避さけるような仕し草ぐさをした。しかし、いかにも身体からだが弱っているように、それ以上動こうとはしなかった。


「何してるのよ、あなたっ！」


　梓が駆け寄って自分が濡れるのも構かまわず水の中に腕うでを入れた。景の肩かたを抱かかえて、身体を引き起こす。幸さいわい、シャワーは完全な冷水ではなく、少しだけ湯の混まじったぬるい温度だった。


「大だい丈じよう夫ぶなのっ!?　いったいどうしたのよ。何をやってるの!?」


「──クスリを──抜ぬいて──」


　朦もう朧ろうとした景の瞳ひとみが、己おのれをのぞき込む顔を見て、徐じよ々じよに焦しよう点てんを合わせていった。やがて目の前の人物が誰なのかわかると、景の両目が大きく見開かれた。


「姫ひめ木きさん──なんで──」


「とにかく上がって。冷ひえ切ってるじゃないのっ。いま何月だと思ってるのよ。こんなことしてたら風か邪ぜひいちゃうわ」


　梓が強ごう引いんに引き上げると、景は意外にも大人おとなしく従したがった。まだ意い識しきがはっきりしていないらしい。まるで幼よう児じのように梓にされるままバスルームから出た。


　ボタボタとウィンドブレーカーから水が滴したたり落ちる。梓は景の着きているウィンドブレーカーを脱ぬがせた。水を含ふくんだウィンドブレーカーはずしりと重たく、身動きもできず立っているのがやっとという様よう子すの景から脱がせるのは一苦労だった。


　次に、下に重かさねて着ていたハイネックシャツを一気にはぎ取る。まったく日焼けしていない肌はだが露あらわになり、梓は我われに返ったように真まっ赤かになった。だが、すぐに頭を振って雑ざつ念ねんを振り払い、かけてあったバスタオルで景を頭からくるんだ。髪かみを拭ふき、身体を拭く。冷えないよう、新しいバスタオルを巻き付け、ブーツの留とめ金がねを外はずして足を抜く。靴くつ下したを取る。とにかく可能な限り水みず気けを切って景をリビングに連つれ出した。


　リビングの明かりを点つけ、暖だん房ぼうのスイッチを入れる。ヒーターがあったので、それをソファの前に移動し、景を座すわらせた。


　その頃ころになって、ようやく景の身体が震ふるえだした。蒼そう白はくだった肌に、赤みが差してくる。


　ソファで寝ることもあるのか、背の部分に毛もう布ふがかけてあった。梓はバスタオルの代かわりに、毛布を景に渡した。そこで、ようやく自分が土足だったことに気づいて靴を脱いだ。


　──何か、温あたたかい飲み物を。


　梓はキッチンに移動した。薬や缶かんに水を入れてコンロにかけ、食しよつ器き棚だなからマグカップを取る。コーヒーかお茶の類たぐいを探さがして、シンクに備そなえ付けの棚を開けた。


　──なっ。


　棚の中は食品で埋うまっていた。それも全すべてレンジフードやレトルト食品、インスタント食品ばかりだ。きれいに積つみ重なって並ならんでいて、右の方から一段ずつ低くなっている。おそらく、食事の度たびに端はしから順番で食べているのだろう。一週間で一回りする計算になる。


「こんなのばっかり食べてるの？」


　梓はうんざりとつぶやいた。それでも隅すみの方にインスタント・コーヒーの瓶びんがあるのを見つけて、それを取り出した。冷れい蔵ぞう庫こを開けるとミルクがあった。ミルクをカップに移してレンジで温める。ちょうど湯が沸わいたので、インスタント・コーヒーの粉こなを溶といて、温めたミルクでカフェオレを作った。


　リビングに戻もどると、景は毛布にくるまってソファにうずくまっていた。


　呼こ吸きゆうが不ふ規き則そくだった。ときおり激はげしく咳せき込み、全身に痙けい攣れんが走っている。


　梓はマグカップをテーブルに置くと、自分のハンカチを取り出して景の額ひたいに浮うかぶ汗あせをぬぐった。そうしてやりながら、梓は改あらためて幼おさななじみの顔を見た。


　暗い気け配はいをまとった少年だった。


　小こ柄がらでやせ細った身体は、頼たよりない印いん象しようを与あたえる。青白い肌とくすんだ黒髪。ガラスのような鈍にび色いろの瞳ひとみ。普ふ段だんはしている眼鏡めがねを外はずしていた。線の細い容よう貌ぼうは例によって無表情だが、いまは疲ひ労ろうの跡あとが色濃こかった。


　梓は無意識のうちに、かつての面おも影かげを探し求めた。あの懐なつかしい、引っ込み思じ案あんだが優やさしかった少年の面影を。


　学校で見せている無ぶ愛あい想そうで人を見み下くだすような態たい度どに比くらべ、いま目の前で苦しげに喘あえぐ素す顔がおの景は、どこか幼さの残る顔だちだった。だが、細こまかい相そう似じはあっても、無む言ごんのうちに醸かもし出す空気が違ちがう。陰いん気きで退たい廃はい的てきな雰ふん囲い気きは、かつての少年にはなかったものだ。


「なぜ君きみがここにいる？」


　ふいに景が梓に視し線せんを合わせた。とりつくしまもない言い方だが、声に力がない。


「あんなあとだから心配して来たのよ。案の定じようじゃない、まったく」


「だからといって……」


　と、景の目に理り解かいの光が弾はじけた。


「水原か……コウモリめ」


「はいはい。文もん句くはあとよ。何か着きる物はないの」


「帰ってくれ」


「あのね。いまのあなたを放ほうって帰れるわけないでしょ。わかってるの？　顔、真まっ青さおよ」


「君の知ったことじゃない。帰るんだ」


「お生あい憎にく。もう知っちゃったことよ。そんな状じよう態たいだもん、あなただって一人じゃ困こまるでしょ」


　両手を腰こしに当てて梓が言う。普段なら冷れい笑しようの一つでも浮うかべて、さらに辛しん辣らつな台詞せりふが飛んでくるところだ。しかしいまはそんな余よ力りよくもないのか、風か邪ぜをひいたような熱ねつっぽい眼まな差ざしを向けて、景は苛いら々いらと顔をしかめた。


「いま何時だと思ってる。男の部へ屋やに。非ひ常じよう識しきだぞ」


「景ちゃんに『非常識』なんて非ひ難なんされても、痛くも痒かゆくもないわよ。十人中十人が、わたしの方が常識的だっていうに決まってるもん」


「外がい聞ぶんの話だ」


「外聞？　景ちゃんが？　わたしの知る限り、あなたぐらい外聞を気にしないのは、千絵ぐらいよ」


　あまりに景らしくない台詞に、梓はおかしそうに笑い、


「第一、景ちゃんが襲おそいかかってきて、わたしに勝てる？　別に、いまじゃなくてもさ」


　と冗じよう談だんめかして答えた。


　景はむっつりと口をつぐんだ。男女差があるとはいえ、格かく闘とうになれば景が梓に勝てる見込みは万に一つもない。


　久しぶりで景に対する溜りゆう飲いんを下げた梓は、満まん足ぞくして「はい」と、カフェオレを差し出した。


　景はしばらくカップの湯ゆ気げを見てから、渋しぶ々しぶと受け取った。


「あと服ね」


　室内に干ほしていた洗せん濯たく物ものの中から、乾かわいているトレーナーを探しだして景に渡す。景がのろのろと腕うでを通すのを見て、梓は横から手を出し、子供にするように襟えりから頭を通させた。


　梓は場ば違ちがいに浮うかれている自分を発見していた。景の世せ話わを焼いていると、昔むかしに戻もどったような気がするのだ。考えてみれば、こんな風ふうに景と話すのも七年前に別れて以い来らいだ。


「さて」


　ソファの前にクッションを敷しき、自分の分のコーヒーを淹いれてから梓は景と向き合った。


「ちょっとお話ししましょうか。景ちゃん、最近じゃ服を着きたままお風ふ呂ろに入ってるの？」


「……星ほし占うらないに書いてたんでね」


「あら。水原くんみたいな口の利きき方だわ」


「…………」


　イニシアチブを取られているのが余よ程ほど不本意なのか、景はふて腐くされたような沈ちん黙もくで答えた。それでも一応は無む関かん心しんを装よそおっているのだが、いつもの鉄てつ面めん皮ぴぶりを思えば、お世せ辞じにも成功しているとはいえない。


　景が押し黙だまったきり会話が途と絶だえたが、梓は動じることなくコーヒーを味わった。時間はたっぷりあるし、そのたっぷりな時間を十じゆう分ぶんにかけて話し合うつもりなのだ。


「……さっき言っただろ、クスリを抜ぬいてたんだ」


　ぽつりと景が言った。梓ではなく、景が沈黙に負けるのも滅めつ多たにないことだ。


「カプセルのこと？」


「誰かさんのおかげで、思わぬパーティーに飛び入りしたんでね」


　何なに気げない口く調ちようだったが、梓は、ぴく、と肩を揺ゆらした。


「……『テアー・チェインあそこ』で何があったの？」


　梓が尋たずねると、景は静かに見返した。


「君が想像してる通りのことだ」


「……この前みたいな……？」


「彼女のほど強力な奴やつはいなかったけどね」


　ようやく景が、彼らしい冷さめた微び笑しようを見せた。


「話すのは君が先だな。あそこへ何の用だった？」


　景が促うながす。せっかくのペースを手て放ばなすのは惜おしかったが、ここで言わずにいるのはフェアでない。梓は、茜あかねの話から菫すみれのこと、そして『テアー・チェイン』での顚てん末まつに至いたるまで、簡かん潔けつに、しかし細さい大だいもらさず景に聞かせた。


　途と中ちゆう幾いく度ども景の目に不ふ審しんと疑問が浮うかんだが、彼は話を中ちゆう断だんさせるような質問はしなかった。


　ただ、梓が『テアー・チェイン』で悪あく魔まを目もく撃げきしたという箇か所しよで、


「悪魔を見た？　カプセルをのんでないのに？」


　と景が確かく認にんした。ろくに声も出せないような状じよう態たいでありながら、その問いには射いるような鋭するどさがあった。


　梓はわずかにびくっとしながら「そうよ」と首しゆ肯こうした。


「はっきり見たわけじゃないんだけど……なんていうのかな。こう、瞬まばたきするみたいに、パッパッと見えたり消えたり……ほんとに幻げん覚かくみたいな感じで」


「フラッシュバックだ」


　景が啞あ然ぜんとつぶやいた。


　──フラッシュバック？


　その単語は梓も知っていた。確たしか、以前に服用したドラッグの作さ用ようが、しばらくしてから突とつ然ぜん起こることだ。特にＬＳＤを使用した場合に多く、素面しらふの状態で急に幻覚が見えたりする。カプセルにもそのような弊へい害がいがあるとは知らなかった。


「普ふ通つうはヘビーユーザーがなる現げん象しようだ。常じよう用ようしてれば、そのうちカプセルをのまなくても悪魔が見えるようになるのさ。しかし君がそうなるはずはない」


「でも、現に見えたわ」


「……妙みようだ」


　気にくわない、と言いたげに景が険けわしい顔になった。と、次の瞬しゆん間かん、景は身を捩よじり、苦く痛つうに打たれたように身体からだを丸めた。


　手からカフェオレがこぼれる。血を吐はくような咳せきが、立て続けに吐き出された。


「景ちゃん！」


　慌あわてて梓が手を差し伸のべる。景の発ほつ作さを見るのは二度目だった。しかし前回見たときより様よう子すがひどい。他人に弱みを見せない景が、全身を苦く悶もんに染そめていた。額ひたいをソファに押しつけ、歯を食いしばって喘あえぎながら、毛もう布ふをかきむしっている。


　景は切せつ羽ぱ詰つまった様子で自分の胸むな元もとをまさぐった。


　細い指先が首からかけた十じゆう字じ架かを象かたどったペンダントに触ふれる。震ふるえる手でペンダントをつかむと、シルバーのクロスを、カチリと折り曲げた。すると中から何かが二つ三つこぼれ落ちた。


　カプセルだ。


「──！」


　梓は寸すん前ぜんでそれを見つけ、景が口にする前に取り上げた。


「返し……」


　激はげしい咳で切れ切れに言いながら、景が弱々しく手を伸ばす。梓は青い顔で首を振った。


　咳が止まらなくなった。ついには息を詰つまらせ、景は無む言ごんで喉のどをつかんだ。


　急きゆう激げきな禁きん断だん症しよう状じように襲おそわれた場合、生命に関かかわることがあるという。どこかで仕入れた知ち識しきが梓に警けい鐘しようを鳴ならした。梓には麻ま薬やくに関する知識などないに等ひとしい。しかし目の前で苦しむ景には、楽らつ観かんを許ゆるさない危あやうさがあった。


「……一錠じようでいい……」


　ギラギラとした目が梓を刺さす。梓はしばしの逡しゆん巡じゆんの末すえ、カプセルを一錠だけ差し出した。


　しかし、景はすでにカプセルを受け取る余よ力りよくがない。身体を強こわ張ばらせて、全身を襲う激げき痛つうに耐たえている。梓は景の頭の下に腕うでを回し、上じよう半はん身しんを抱だき起こすようにして彼の口にカプセルを含ふくませた。景は力を振り絞しぼるようにカプセルを奥歯で嚙かみ潰つぶした。


　唾だ液えきとともに内容物を飲み下くだす。呼こ吸きゆうの間かん隔かくが落ち着つくにつれて身体の緊きん張ちようが解とけていくのがわかった。


　──カプセル中ちゆう毒どく──それも相当重度の。


　見ぬ振りをしていた現実を再ふたたび見せつけられ、梓は石を飲んだように胸を詰つまらせた。同時に自分たちの始し末まつを押しつけた自じ責せきの念が突つき上げた。


「ごめん……」


「……？」


「わたしたちのせいで」


「…………」


　景が驚おどろいた顔になった。それも、きょとんとした顔だ。あまりの苦痛から解放された直後だったからか、梓の謝しや罪ざいが意外だったためか、ふとした拍ひよう子しに景の仮か面めんがすべて外はずれていた。


　それは梓のよく知る少年の素す顔がおだった。だが面おも影かげはすぐに消え、景は消しよう耗もうしきった重病患かん者じやのように気け怠だるく脱だつ力りよくした。ソファに身を預あずけ、毛もう布ふの中へ潜もぐり込むのを最後に動きを止めた。


　梓は物を言わない景の隣となりで転ころがるカップを戻もどし、絨じゆう毯たんに染しみを作ったコーヒーを拭ふき取った。


　しばらくの間、時と計けいの針はりの音だけが無む機き質しつにリビングを闊かつ歩ぽした。


　片かたづけを済すませてから、梓はおずおずと質問を再開した。


「景ちゃん、悪魔ってなんなの？」


　正しよう直じき言って答えが返るとは思わなかったのだが、景はさほど間まも置かず、「さあ？」と小さく返事した。


「僕ぼくが興きよう味みをもってるのは効こう力りよくだけなんでね。正しよう体たいを聞かれてもわからない」


「でも、景ちゃんも、その、使えるんでしょ？　……悪魔」


　ついつい声が小さくなる。


　景はしばらく無む反はん応のうだったが、


「ここにヒーターがある」


　と目め線せんでヒーターを示しめした。


「仕組みは知らなくても、スイッチを入れれば作さ動どうする。肝かん心じんなのはその点だけで、中身の構こう造ぞうはどうだっていいんだ。せいぜい、より効果的な使用方法が気になるくらいさ」


「そんなっ──悪魔とヒーターじゃわけが違うじゃないっ。あんな得え体たいの知れないもの！」


　梓が声を荒あららげると、毛布にくるまった景は、片かた方ほうの眉まゆを少し持ち上げた。


「得体は知れないが、素す性じようは知れてる。例たとえば僕の悪魔。あれは元々僕の中にいた奴やつだ」


「どういうこと？」


「あれは僕の中に潜せん在ざいしてた性質が形を取ったものだってことさ。悪魔は主人の分ぶん身しんだから」


「……噓うそ」


　梓の脳のう裏りに、真夜中の病院で見たものが浮うかんだ。そしてまた、さっき『テアー・チェイン』で一いつ瞬しゆん感じたもの。暴力的で好こう戦せん的な、景の「影かげ」の中に棲すむ狂きよう気きの悪魔だ。あれが景の本ほん性しようだとでもいうのか？


「悪魔召しよう喚かんといっても、儀ぎ式しきを行おこない、呪じゆ文もんを唱となえて、地じ獄ごくから悪魔を呼び出すわけじゃない。ある日突とつ然ぜん、その人間の頭の中から出てくるんだ。まあ、地獄なんてものは、そもそも人の頭の中にこそ存在してるのかもしれないけどね」


　そう言ってかすかに身じろぎする。肩かたをすくめたらしい。


　梓は景の口く調ちようが砕くだけたものに変わっていることに気がついた。いつもの他人を寄せ付けない硬こう質しつさが消えている。


　思い当たることは一つしかなかった。さっき飲用したカプセルの影えい響きように違いない。ハイになっているのだ。


　嫌いやな感じだった。発ほつ作さを起こす前に感じていた、かつての二人のような親しん密みつ感かんが稀き薄はくになりつつある気がする。


「悪魔は人間の産さん物ぶつだっていうの？」


「そう」


　梓はしばらく景の言葉を反はん芻すうし、さっき公園で千絵が披ひ露ろうした説を話した。


　景は思いの外ほか、熱ねつ心しんに耳を傾かたむけた。それどころか、話を聞き終えると「面おも白しろい」と目をきらめかせた。


「さすがは探たん偵てい。個性的な見けん解かいだ。もっとも、実際にカプセルをやってる人間なら、誰だれ一人賛同しない意見だね。まあ彼女の論ろん旨しだと、カプセルユーザーは自分が陥おちいっている幻げん覚かくを見み抜ぬくことができないわけだから、賛同しないのは当然か。警けい察さつなら採さい用ようするかな？」


「じゃあ、景ちゃんも千絵の言うことは間ま違ちがってると思うの？」


「うん。──もっとも、案外それが正解かもしれないとも思うし、正解なら正解で構かまわない」


「そんな投げやりな──！」


「なぜ？」


「なぜって！」


　不ふ真ま面じ目めな言い草に、梓はカチンと来た。


「もしわたしたちが巻き込まれていることが幻覚なら──」


「幻覚なら、何か問題ある？」


　おかしそうに景が聞いた。


「あれが全部幻覚なら、血ち眼まなこになるのは下くだらないかい？　そんなことないだろ。昔むかしから人間ていうのは、夢ゆめや幻まぼろしに現実以上の価か値ちを見いだしてきたんだ。世の中にはフィクションが溢あふれてる。何もブラウン管かんの中だけじゃないよ。僕を含ふくめて、あらゆる人間は自分の作り出した外がい界かい認にん識しきの中で生きている。ある一つの対たい象しようは、物理的にはこの世に一つしか存在しないが、形けい而じ上じよう的てきにはそうじゃない。例たとえば、君は『物部景』と話してるつもりだろうけど、それは果はたして本当の『僕』だと思うかい？」


　相あい変かわらず生せい気きに欠かける声だが、揶や揄ゆするような挑ちよう発はつ的てきな響ひびきがあった。


　梓は眉まゆをつり上げた。


「あなたは『物部景』よ」


「『ウィザード』だよ」


　景が笑った。優ゆう雅がな、そしてぞっとするほど酷こく薄はくな微び笑しようだった。「景ちゃん」の笑い方ではない。魔ま法ほう使いと呼よばれる男の仕し草ぐさだ。


　梓は反論しなければならないとわかっていながら、言葉を失うしなった。


　話はすんだとばかりに、景は寝返りを打って毛もう布ふを引き上げた。そのまま身動きしなくなる。


　──……くっ


　梓は行き場のない悲しさと寂さびしさを抱かかえた。惨みじめだった。目が熱あつくなるのをしばらく堪こらえなければならなかった。それから立ち上がり、部へ屋やの明かりを消す。


　と、寝入ったかと思った景が、押し黙だまった梓に静かに告つげた。


「現実性の基き準じゆんは主体次し第だいだ」


　抑よく揚ようのない不ふ思し議ぎな声こわ音ねが、低く届とどいてきた。


「大たい切せつなのは君のとらえ方──夢も現実も、君の自由なんだよ」


　それはどこかで聞いた言葉だったが、梓は思い出せなかった。


　ただ、自じ傷しよう的な感情の内ない圧あつが、栓せんを抜ぬいたように薄うすれていった。


「景ちゃん……」


「…………」


「どうして、カプセルに手を出したの」


　震ふるえる声で聞いた。暗くら闇やみから返事はない。


「わたしが……」


　梓は目をつぶった。


「わたしがアメリカに行ってから、景ちゃん……」


　梓の渡と米べいによって、景は独ひとり残された。たった独り、周しゆう囲いを敵てき意いと嘲あざけりと無む理り解かいに囲かこまれた空からっぽの王国に。それは、無む理り矢や理り連つれて行かれた梓の責せき任にんではないにしろ、堅かたく誓ちかい合った約やく束そくや、二人で重かさねた時間に対する裏うら切ぎりに違いはなかった。


「わたしが……」


　梓は息を詰つまらせた。


「──そうじゃない」


　と驚おどろくほど優やさしい声がした。梓は思わず耳を澄すませた。


「そうじゃないんだ──」


　しかし、声はそれきりで途と絶だえた。





　　　　◆◆◆◆◆





　明かりが消えた。部屋に入った姫木梓が出てくる気け配はいはない。


　十分後、茜は警けい戒かいに警戒を重かさねて、目もく的てきのマンションに忍しのび寄った。


　あの部屋は四階。一番端はしだから、部屋番号はもっとも若い数字か、その反対のはずだ。


　──ここが住まいだとすると、罠わながある可能性大ね。なんとか郵ゆう便びん受うけの表ひよう札さつだけでも。


　それだけ確かく認にんすれば、当面は十じゆう分ぶんだ。茜は抜ぬき足差し足を実じつ践せんするような足取りで、おっかなびっくりマンションの入り口に近づいた。


『テアー・チェイン』にウィザードが現あらわれたあと、それを目もく撃げきしたカイムと茜は二ふた手てに分わかれた。カイムはことの一いち部ぶ始し終じゆうを見守った後にウィザードの跡あとをつけることにしたのだ。


　茜も協力はしたが、肝かん心じんの尾び行こうはカイムにまかせた。実を言うと、ウィザードの尾行は失敗する確かく率りつが高いと茜は踏ふんだのである。これまでの戦せん歴れきにおいてウィザードは常つねに神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、徹てつ底ていした一撃離脱戦法ヒツト・アンド・アウエイを旨むねとしている。事実、甲か斐い氷ひよう太たに勝利したのち、彼はＤＤから執しつ拗ように付け狙ねらわれたが、見み事ごとその猛もう追ついを逃のがれてみせた。今回にしろ、大だい規き模ぼな戦せん闘とうのあととはいえ、いや、だからこそ尾行の存在には万ばん全ぜんの注意を払っているに違いない。尾行向きの能力を持った悪あく魔まならともかく、カイムのそれは戦闘用だ。まず撒まかれてお終しまいだろうと考えたのである。


　そこで茜は梓たちを追った。


　新につ田た菫すみれはカプセルをのんだのか、激はげしく疲ひ労ろうしていた。そう遠くまで逃にげ切る前に、どこかで休きゆう息そくを取ることに賭かけたわけだ。海うみ野の千絵にせよ、姫木梓にせよ、それほど多くの隠れ家セーフハウスを保有している感じはない。問題は水原勇ゆう司じだが、もと細胞なら、ＤＤのホームグラウンドであるこの一帯に馴な染じみがあるという線は薄い。


　果はたして、茜は梓たちを発見した。四人は身体からだを休めながら、何か話し合っていた。さすがに会話の中身までは聞けなかったが、それぞれの発言回数、発言時の注ちゆう目もくの度合い、聞き手の反はん応のうなどから、グループ内の役回りや、おおよその力関係を把は握あくすることができた。


　本人は気づいていないが、茜のそうした観かん察さつ力と注意力、カプセルにのめり込んでいないからこそ可能な発はつ想そうこそ、カイムが彼女を手元に置く理由なのである。


　結局、新田菫は彼女たちとは袂たもとを分わかつようだった。ただ、彼女がカイムを知っていたのは意外だった。


　──確たしかに、『カイム』ってコードネームは、その筋すじじゃ有名だけど。


　それにしても、松まつ崎ざき祐ゆう子こと同じ世代の細胞にしてはずいぶん詳くわしい。この疑問も、茜は忘れないように頭にしまった。


　さらに観察を続けていると、一同は解散する様よう子すを見せた。茜は水原勇司の跡あとをつけるつもりだった。ただ、別れ際ぎわに彼が姫木梓に何か手渡していたのが気になった。


　──どっちをつける？


　なかなか決断がつかなかったが、その後の姫木梓の行き先が、彼女の自宅ではないことに気づいて、結局彼女をつけることにした。そして辿たどり着ついたのが、このマンションである。


　──これでボーイフレンドの家とかいう落ちだと、さすがに自分が哀あわれだねえ。


　この寒さむ空ぞらの下、同年代の女性をつけ回し、一時間近くも見張ったあげく、男とぬくぬく寝てるのを確かく認にんしてから引き返す──なんとも悲ひ惨さんで、不ふ憫びんで、滑こつ稽けいじゃないか……


　──あった。


　郵ゆう便びん受うけだ。茜は素す早ばやく四百番台の表ひよう札さつを探さがした。





『四〇一号　山下』





　──山下……山下……


　覚おぼえのない名前だ。それでも茜はとりあえずその名前を頭に刻きざんだ。


　──もう一個。今度は一番番号の大きい奴やつ。


　さっと横に探す。四〇二──四〇三──四〇四──と続いて、四〇五で終わった。





『四〇五号　物部』





　珍めずらしい名前だ。その名前には覚えがあった。
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　新田菫の足取りは重かった。その重さは、彼女の心しん境きようと未み来らいの予感とに比ひ例れいしていた。


　彼女たちについていくのが正解だったのかもしれない。


　いまの自分が、似に合あわないことをしていることはわかっていた。もともとがドラッグに対する抵てい抗こうを隠かくして、周しゆう囲いへの見み栄えから始めたことだ。カプセルをやって本心から楽しめたことはないし、最近では全然気分が乗らないでいる。あたしは楽しんでいる、あたしはクールにやっていると、自分を騙だましているに過ぎない。なんて意味のないことだろう。


　その点、あの連中は悪くなかった。海野千絵も、姫木梓も、水原勇司でさえ、ネットやＤＤの誰だれよりもずっと好こう感かんを持った。それは自分の中に残っている一番正しよう直じきな部分の感想だ。


　だけど一いつ緒しよに行くことはできなかった。理由は男だ。それも、恋こい人びとでもなく友達ですらない、ちょっと優やさしくされただけの。


　海野千絵が言っていた。彼が優しくしたのは、自分の情じよう報ほうが目当てだと。たぶん、そうなんだろう。そうに決まっている。自分のことなど、なんとも思ってないに違ちがいないのに。


　菫は自じ嘲ちようした。


　だが、その笑顔は暗く沈しずんだものではなかった。


　自分が馬ば鹿かなのは、いまに始まったことではない。男で破は滅めつするのだって、自分らしいといえなくもない。その惚ほれた男というのが、実力においてはあらゆるユーザーに君くん臨りんする梟きよう雄ゆうであり、アンチ・ネット勢ぜいのカリスマなのだから、むしろこれは上じよう出で来きというものだ。


　菫は空から元気を出し、重たい足で無む理り矢や理りステップを踏ふんだ。


　もう少しで家に着つく。どうせ誰もいない無人の家だが、家は家だ。今日は疲つかれたし、シャワーを浴あびて、紅こう茶ちやでも飲んで、お気に入りの音楽をかけたまま寝てしまおう。明あ日すは、ひょっとすると会えるかもしれないし。何か良いアプローチの方法を考えつくかもしれないし……


　家の前まで来たとき、菫の足が止まった。


　玄げん関かん前に誰だれかいる。


　いま思い描えがいたばかりの妄もう想そうが重かさなって、菫の鼓こ動どうが高たか鳴なった。彼には、家の住所を伝つたえてある。


「あ、氷ひよう太たく──」


　言葉が凍こおり付いた。


「期き待たいに添そえなくて悪かったね」


　と人ひと影かげが答える。よく知った声が、血けつ液えきの温度を下げた。


「あ、あ……」


　菫がパクパクと口を開かい閉へいさせた。蒼そう白はくになった菫に、カイムは穏おだやかな笑顔を見せた。


「報ほう告こくを聞こうか。いつも言っているように、結果から、合ごう理り的てきにな」


　カイムの両目が赤く光った。










　IV章　肉にく薄はく
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　ベッドに横たわる菫すみれの姿すがたを見て、梓あずさは悲ひ痛つうな息をもらした。


　入院患かん者じや用の四角い貫かん頭とう衣い。本ほん来らい手足が出る箇か所しよから伸のびているのは、真新しいギプスだった。細長い巨きよ大だいな繭まゆが、四し肢しの代かわりに突つき出ている。


　まるでサイズの違ちがう手足を無む理り矢や理り取り付けられたマネキンのようだった。造ぞう形けいだけを見ればある種のユーモアがあり、そのことが逆にひどい悪お寒かんを招まねいている。


　菫は一晩にして十も老ふけ込こんでいた。顔には生せい気きがなく、頰ほおがげっそりとこけていた。唇くちびるはひび割われ、眼がん孔こうが落ち込んでいる。昨夜ゆうべの邂かい逅こうで垣かい間ま見みせた素す直なおでがんぜない一面は、完かん璧ぺきに破は壊かいされていた。いまや少女は手足をもがれ、虫のように無力に転ころがっている。


　四肢のアンバランスな滑こつ稽けいさと、その中央で身動きの取れない少女。それは見る者に暗い衝しよう撃げきを与あたえる姿だった。もしこの効果を狙ねらって凶きよう行こうに及およんだとすれば、あまりに残ざん酷こくで歪ゆがんだ精せい神しんの手によるオブジェだ。


「両手と両足を骨こつ折せつしてるの。それに指を何本も。全ぜん治ち二か月。まだしも、きれいに折れてる分マシだったってお医者さんが言ってたわ」


　ベッドの横に腰こし掛かけていた女性が言った。菫の姉あねだ。背の高い女性で、背中にかかる長ちよう髪はつを、先で結むすんでまとめていた。


　放ほう課か後ご、菫の凶きよう報ほうを耳にした二人は、取るものも取らず病院へ直ちよつ行こうした。病室で菫の側そばにいたのは彼女だけだった。両親は一度だけ訪おとずれて、職場に戻もどったらしい。


　梓たちが訪れたとき、まともに差し込む西日がベッドの菫をスポットライトのように照てらしていた。彼女はその脇わきで椅い子すに座すわり、何もしないままじっとしていたのである。


「たぶんリンチにあったんだろうって、警けい察さつの人が。レイプされた形けい跡せきはないけど……だから余よ計けいに恐おそろしいのかしらね。面おも白しろ半分で人形を壊こわしたみたいだ、なんて言ってたわ」


　暗い口く調ちようで淡たん々たんとつぶやいた。昨晩は寝ていないらしい。ショックと疲ひ労ろうは相当なはずだろうが、見み舞まいに来た二人への対応は非常に落ち着ついたものだった。内面の感情を抑おさえているのか──それとも放ほう心しんしているのかもしれない。


　梓は痛いた々いたしさのあまり声をかけることができなかった。だが、千ち絵えは違った。


「菫さん、意い識しきは？」


「駄だ目め。ショック状じよう態たいなの。カプセルっていったかしら。ドラッグも摂せつ取しゆしてるみたいで、うわごとばかり言って。ひどかったわ。いまは麻ま酔すいが効きいてるの」


「うわごとではなんと？」


「さあ。意味のないことばっかりよ。あとは、許ゆるして、とか、助けて、とか」


　棒ぼう読よみのような口調がかえって聞く者の心しん胆たんを寒くした。昨日きのう聞いた声が鮮あざやかに甦よみがえり、耳の奥で再生される。梓は耐たえきれず、幻げん聴ちようを頭から追いやった。


「第一発見者は？」


「私よ。家の前で倒たおれてたの」
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「何時ごろでしょうか？」


「夜中の一時を過ぎてたわ。私はいま大学の研究室に泊とまり込んでるの。昨日は偶ぐう然ぜん着き替がえを取りに帰ったんだけど……いま家にはこの子しかいないから、いつから倒れてたのかはわからないわ」


　昨日別れたあとだ。帰り道で襲おそわれたに違いない。


「この子、最近じゃ家族とも全然口を利きかなくなってたわ。昔むかしから迷めい惑わくばかりかけてた。毎晩遊び歩いてるかと思えば、麻ま薬やくにまで手を出して……不良グループからこんな目に遭あわされるなんて……まるでチンピラじゃない。馬ば鹿かよ。こいつ」


　菫の姉は無情にそう言った。梓は何も答えられないまま唇くちびるを嚙かんだ。


　──帰すべきじゃなかった。


　無理にでも連つれていればこんな目に遭わせずにすんだ。梓たちには、それができたはずだ。


　──何があなたを守りたいだ。まるで……まるで疫やく病びよう神がみじゃないか。


　自分たちが現あらわれなければ、彼女は襲われずにすんだのではないだろうか。そう思うと痛つう惜せきで身を裂さかれるようだった。


　一いつ方ぽう、梓の相あい棒ぼうは感情を制せい御ぎよしているように見えた。取り乱みだしたいのは梓と同じだろうが、表面上は見み事ごとに冷れい静せいさを保たもっている。


「『新につ田た菫』っていうんですね。初めて知りました」


　深い眠ねむりにつく菫をじっと見ながら、千絵が誰だれにともなくささやいた。


「あなた……菫の友達なんじゃないの？」


「友達です」


　千絵が即そく答とうした。少しだけ語調が強かった。


「友達です。知り合ったばかりですが……これからもっと仲良くなれると思ってます」


　過か去こ形けいにすることなく、千絵はきっぱりと言い放はなった。菫の姉は一いつ瞬しゆん戸と惑まどうような様よう子すを見せたが、それ以上は尋たずねてこなかった。


「菫さんのお姉ねえさん、あの──」


「つぐみよ。新田つぐみ」


　菫の姉──つぐみは、ベッドを見ながら隣となり合って話していたが、そのとき初めて千絵に正しよう面めんから向き合った。情じよう緒ちよの不安定なところがあった妹いもうととは対たい照しよう的てきな、冷静で意志の強そうな眼まな差ざしだった。


　なぜか千絵は名前を聞くと一瞬怯ひるんだように見えた。だがすぐに沈ちん着ちやくさを取り戻もどして、姿し勢せいを正した。


「つぐみさんが菫さんを発見したとき、周まわりに誰かいましたか？　不ふ審しんな駐ちゆう車しや車両とか」


「いいえ。夜遅おそかったし、あの辺は通りから外はずれてるから」


　つぐみから聞いた住所は、高級住じゆう宅たく街がいだった。何もない界かい隈わいだから深しん夜や訪れる人は少ない。だが、逆にいえば目もく撃げき者しやも少ないと言うことだ。閑かん静せいだから悲ひ鳴めいを上げれば誰かに聞こえるだろうが、口の利けない状じよう態たいで暗がりにでも引きずり込まれれば、助けが来ることは、まずあり得えない。


「警察は何か言ってました？　襲われた現場については？」


「いまの段階では……どこか違うところで襲われて、家の前に連つれてこられたんじゃないか、とは言ってたけど、まだ詳くわしくは何も」


「服装や持ち物は？」


「……服装は、私この子の普ふ段だん着ぎを知らないから。赤いフリースに黒のスリムパンツだったわ。上うわ着ぎはなかった。バッグとかもなかったわ」


　服装は別れたときと同じだ。あのときはコートを着きていたが、おそらく腕うでの骨を折る際に脱ぬがされたのだろう。


　梓は黙だまって聞いているだけで、これまで感じたことのない暗い怒いかりがこみ上げてきた。


「財さい布ふはどうでしたか？　携けい帯たい電話は」


「え、ええと。財布はポケットに入ってた。携帯はなかったわ」


「財布の中身は？」


「……そのままよ」


「お金やカードの類たぐいもですか？　よければ金額を教えてください」


「……四万円ぐらいだったかしら」


「結けつ構こうな額ですね。それが手つかずですか？」


「……ええ」


「それを調べたのは警察ですか？　警察からつぐみさんが聞かされた内容ですか？」


「い、いえ。私が通つう報ほうして、警察が到とう着ちやくするまでに調べたのよ」


　執しつ拗ような質問に、つぐみは困こん惑わくを見せ始めた。しかし千絵は構かまう様よう子すもなく、機き械かい的に先を続ける。


「カプセルは？」


「なかったわ」


「一錠じようも？」


「ええ」


「……それも警察が到着する前に？」


「そ、そうだけど」


「菫さん、身体からだの怪け我がは手足の骨こつ折せつだけなんですか。拷ごう問もんの跡あとに限らず、ぶたれた跡や、縛しばった跡。他ほかにも擦すり傷とか、そういったものは？　カプセル以外の薬やく物ぶつを投とう与よされたとは言ってませんでした？」


　矢や継つぎ早ばやの質問は、どれも隣となりで聞いている梓が、ぎょっとするような内容だった。それまで事じ務む的に答えていたつぐみも、さすがに啞あ然ぜんとして千絵を見返した。


「あなた、いったいどういうつもりなの？　なんでそんな──」


「お願いです。教えてもらえませんか」


　千絵はつぐみをしっかりと見み据すえている。静かな言葉が、不ふ思し議ぎと揺ゆるぎない迫はく力りよくを秘ひめていた。


　つぐみは年下の少女に気け圧おされる動どう揺ようを隠かくして、椅い子すの上で身じろぎした。


「他に目立った外がい傷しようはなかったわ。細こまかいのはわからないわよ」


「服装に乱みだれは？　どこか汚よごれてたとか」


「特にこれといって……乱れても汚れてもなかったと思うけど。ねえ、ほんとになんなの、いったい。あなた何者？」


　つぐみはすっかり不ふ信しん感かんを表あらわしていた。無む理りもないだろう。千絵のやり方はずいぶん強ごう引いんに思えた。梓も千絵の真しん意いをつかめずにいるのだ。


　──落ち着ついてよ、千絵。気持ちはわかるけど。


　梓がそっと千絵の腕うでに触ふれる。しかし千絵はそれを無む視しして続けた。


「最後に二つだけ。つぐみさんはカプセルというドラッグのことを以前からご存じでした？」


「いいえ。知るわけないでしょ。警察の方に聞いて初めて知ったわ」


「そうですか。では『カイム』という言葉はご存じありませんか？」


「『カイム』？　さあ？」


「菫さんから聞いたことも？」


「言ったでしょ。あの子、家族と口を利きかないって。私もおんなじよ」


「そうですか」


　それを最後に、千絵は唐とう突とつに質問を打ちきった。そして誰だれかに向かって宣せん言げんするように背せ筋すじを伸のばした。


「私たち、菫さんからある相そう談だんを受けていたんです」


　──千絵？


　何を言い出すのかと、梓が慌あわてて千絵を見た。千絵は挑ちよう戦せん的てきな眼まな差ざしで、つぐみとその向こうにいる何者かに対たい峙じしていた。


「結果的にきちんと話し合うこともできずに、こんなことになってしまいました。でも彼女から受けた相談は、私たち責せき任にんをもって果はたしてみせます。もし菫さんの意い識しきが回復したら、そうお伝つたえ下ください」


　宣せん戦せん布ふ告こくだ。梓はそう思った。これは、千絵の、菫をこんな目に遭あわせた犯はん人にんに対する宣戦布告なのだ。


「相談って、いったいどんな？」


「あるグループに関することです。とても重要な。最終的には警察にも話すことになるかもしれませんが、それより先に確たしかめることがあって、いろいろ質問させてもらいました。不ぶ躾しつけで申もうし訳わけありませんでした。これで失しつ礼れいします」


「千絵。ちょっと待って──」


「行こう」


　千絵はつぐみに深々と頭を下げると、足早に病室を出た。こんなに礼れい儀ぎを疎おろそかに行動する千絵は初めてだ。


　梓は千絵のあとを追う前に、言葉をなくしているつぐみに謝しや罪ざいした。


「ごめんなさい。菫さんがこんなことになって、わたしたちも動どう揺ようしてるんです」


「……そのようね」


「あの……またお見み舞まいに来ます。今日きようは本当に失礼しました。わたしたちが言うことじゃないんでしょうけど、菫さんのこと、よろしくお願いします」


　そう言い残して、梓は病室を飛び出した。


　千絵は梓を待つこともしないで、一人さっさと出口に向かっていた。梓は小走りになって千絵に追いついた。


「どうしたのよ、千絵。あんな態たい度どはないわ。千絵らしくもない。失礼すぎるよ！」


「……ごめんなさい。でも、いまはちょっと待って。考えたいの」


　怒ど鳴なる梓を余よ所そに、千絵は低い声で言ったきり口をつぐんだ。その間も足の動きは変化しない。いまにも駆かけ出しそうな早足で、病院の廊ろう下かを抜ぬけていった。


　ロビーの外には水みず原はらがいた。


「どうだった？」


　梓は無む言ごんで首を振ふった。水原は表情を殺し、わずかに舌した打うちした。


「水原くん」


「……ん？」


「昨日きのうの『ウィザード』って人と連れん絡らく取れない？」


　ぴたっと梓の足が止まった。水原は無表情なまま「なんで？」と聞いた。


「もう一度ＤＤのメンバーと接せつ触しよくしたいの。できれば昨日『テアー・チェイン』にいた連中と。それで、昨日あれからどうなったのかを彼に聞きたいのよ」


「おいおい。正しよう気きか？」


　と水原が冗じよう談だんめかして笑う。千絵は真しん剣けんに頷うなずいた。


「千絵。犯はん人にんはＤＤだと思うの？」


「普ふ通つうに考えれば可能性が高いでしょうね。でも私は違ちがうと思う」


「……じゃあ、セルネットの？」


「たぶんね。これは推すい論ろんというより私の直感なんだけど、もし襲おそったのが昨日の連中やその仲間なら、菫さんの受けた暴ぼう行こうはもっと激はげしくて性的なものだったと思うの。細こまかいことを言えば、財さい布ふの現金がそのままというのも、ちょっとＤＤの犯はん行こうには似に合あわない気がするし」


　腕うでを組み、人差し指を唇くちびるに当てて、千絵は意見を述のべた。口にしながら、仕入れた情じよう報ほうを整理しているようだ。


「菫さんへの暴行ね。私し刑けいみたいだと警けい察さつが表現したそうだけど、私刑は私刑でも、裏うら切ぎり者に対する見せしめのように思えてならないの。両手足の骨だけ折るなんて、何か儀ぎ式しきめいてるわ。セルネットの刺し客かくという方がしっくりくるのよ」


「だったらなんでＤＤのメンバーに会うんだよ。ネットの刺客を捜さがすんなら、ＤＤに当たったって無む駄だだぜ」


「菫さんの交こう友ゆう関係について知りたいの」


　千絵が鋭するどく瞳ひとみを閃ひらめかせた。病室で抑おさえに抑え込んでいた激げき情じようが、徐じよ々じよに噴ふん出しゆつし始めている。


「菫さんは自宅で発見されたわ。どこか違う場所で暴行されたにしろ、犯人は彼女の自宅を知っていたことになる。セルネットには親したしい細胞仲間は残っていないわけだし、ＤＤでは加わったばかりで周しゆう囲いに馴な染じめず孤こ立りつしてたわ。となると彼女の自宅を知る人物は少ないはずよ」


「跡あとをつけたのかもしんねーじゃん」


「それも含ふくめて知りたいの。それに、もしあの乱らん闘とうの勢いきおいで菫さんを襲った奴やつがいるんだとしたら、いよいよ『テアー・チェイン』で何があったのかを知っておく必要がある」


「うーん」


　水原は口をへの字にして難むずかしい顔になった。


「そうだなあ……じゃあ、ＤＤで菫ちゃんの周まわりに詳くわしい奴と、昨日の乱闘の決けつ着ちやくを知ってる奴がいるわけか」


「そう。できれば『ウィザード』って人に会って話を聞きたいんだけど」


「それはちょっと……でも、まあ期き待たいに添そえるよう努力はしてみましょ」


　水原が請うけ負おうと、千絵は今度は梓に目を向けた。


「私たちは皆みな見みさんともう一度会って話を聞きましょう」


「茜あかねさんと？」


「ええ。犯人がセルネットの刺客とすれば、昨日彼女が襲われたのは私たちと接せつ触しよくしたからだとも考えられるわ」


　千絵の台詞せりふに、梓は凍こおり付いた。やはり千絵もその可能性に気づいていたようだ。


「もしそうだとすると、犯人は菫さんが私たちと会ったことをどうやって知ったのかという疑問が出てくるわ。私たちが菫さんに会うと決めたのが、茜さんの話を聞いた日曜日。それ以い降こう、このことを知っているのは、この三人と茜さんだけ。犯人がずっと菫さんを見張っていて私たちの接近に気づいたならまだしも、そうでないなら情報がもれてたってことになる。茜さんが誰かに、私たちが菫さんを捜し始めたってことを喋しやべったかどうか確たしかめなくちゃ、下へ手たすると茜さんまで巻き込まれてしまうかもしれない」


「……わかったわ」


　梓はぎこちない動きで頷うなずいた。


　自分たちの行動は軽けい率そつすぎただろうか？　実際の被ひ害がい者しやが出たいま、感じるプレッシャーは倍ばい加かしていた。警察に任まかせた方がよいのではないかという思いが、激はげしく梓を揺ゆさぶった。


　──でも。


　と、迷まよいがせめぎ合う脳のう裏りに飛ひ来らいするのは、闇やみの中に見え隠かくれする悪あく魔まの姿すがただった。


　警察では駄だ目めなのだ。警察にはこの事件を本当の意味で解決することはできない。


「しかしネットの刺客となるとなあ。正しよう体たいを捜さがし出すのは相当骨だぜ」


　早さつ速そくにして水原がぼやく。しかし千絵は意外にも「いいえ」と首を振ふった。


「いま言った調ちよう査さは、全部その可能性を潰すために行おこなうの。犯人を捜すためじゃないわ」


「はあ？」


　と水原が目をぱちくりさせる。


「じゃあ犯人はどうすんの？」


「もし私の予想が外はずれてた場合は──つまり調査の結果、その可能性が正解だった場合は、警察が捕つかまえてくれるわ。この事件を傷しよう害がい事件としてとらえた場合、時間と物ぶつ量りようをかければ解決できる事件だってことだから」


「……当たったら？」


「そのときは」


　と千絵の目が激しい瞋しん恚いに燃もえた。


「償つぐないをさせてみせるわ」





　　　　◆◆◆◆◆





　これはルール違い反はんだ。


　茜は憤いきどおりも露あらわに折おり畳たたみ式の携けい帯たいを閉じた。道路脇わきの電でん柱ちゆうに寄りかかっていたディンゴが、大げさな仕し草ぐさで首を竦すくめた。


「やっぱカイムの仕し業わざか？」


「間ま違ちがいないわ」


　茜が携帯で閲えつ覧らんしていたのは、中ちゆう堅けん細さい胞ぼうが運うん営えいする裏うらサイトの掲けい示じ板ばんだ。そこではユーザーが関かん心しんを持ちそうな様さま々ざまな情じよう報ほうが書き込まれている。ネットのメンバーに限らず外部のユーザーも利用しているため、ニュースソースが豊ほう富ふなのが特とく徴ちようだった。


　いまその掲示板には大変な量の情報が書き込まれていた。全すべては、昨日きのう『テアー・チェイン』であった乱らん闘とう騒さわぎのことだ。その現場に、あのウィザードが現あらわれたという情報が書き込まれたため、熱ねつ狂きよう的てきなレスポンスが返されているのである。被ひ害がいの程度から現場の状じよう況きようやＤＤの反はん応のうまで、昨日の事件に関するあらゆる情報が寄せられていた。


　その中には新田菫の入院に関するものがあった。事情を知らない者にとっては、重要な情報ではないだろうが、茜はそれがカイムの仕業だとすぐに見み抜ぬいた。


　カイムの狙ねらいは見けん当とうがつく。海うみ野の千絵に対する挑ちよう発はつだ。


「海野千絵を叩たたけば、ウィザードが出てくる。カイムはウィザードを仕し留とめる気だわ」


「まあ賞しよう金きん首くびだからなあ。それに奴やつを倒たおせば名が上がる」


「何を馬ば鹿かなっ」


　茜は吐はき捨すてた。悪オ魔ー持ナちーという連中は、ときどき我が慢まんならない。茜は自分の所有する悪あく魔まの力を誇ほこりたがる好こう戦せん的な悪オ魔ー持ナちーたちが大だい嫌きらいだった。


「ウィザードに賞金がかかったのは、一時期の奴が無む作さく為いな悪魔狩がりを繰くり返してたからなのよ。いつかは暴ぼう走そうして警けい察さつに物ぶつ証しようを与あたえかねないからこそ、止めようとしたんじゃない。それを狩るために、一いつ般ぱんのユーザーを襲おそって事件を起こすなんて本ほん末まつ転てん倒とうも甚はなはだしいわ！」


　おまけに被ひ害がい者しやはＤＤの人間だ。ＤＤは仲間意い識しきの強いグループで、身内が襲われたとなれば必かならず復ふく讐しゆうに動く。もしもやったのがセルネットのカイムと知れれば、本格的な抗こう争そうに発はつ展てんしかねない。何しろカイムは対ＤＤの指し揮きを執とる人物であり、ＤＤにすれば、ただでさえ気にくわないセルネットの中でも、一番の怨おん敵てきなのだ。


　──新田菫はＤＤに入って間まがない。連中も彼女が身内という意識はないかもしれないけど。


　もともと暴あばれたくてウズウズしているような奴らだ。最近はこれといった騒そう動どうも起こしていないだけに、何がきっかけで彼らの暴力性に火がつくかわかったものではない。その辺あたりの事情を一番わきまえてるのが、当のカイムである。これでは確かく信しん犯はんだ。


「それにしても動きがはええじゃねえか。ウィザードが出てきた直後だぜ」


「カイムは新田菫を以前から知っていたわ。新田菫の方もカイムを知ってたぐらいだから。お互たがいに面めん識しきがあったのよ」


「なんだそりゃ？　菫ってのは松まつ崎ざき祐ゆう子こと同じ細胞だろ？　んな下か部ぶ細さい胞ぼうと第二世代細胞セカンド・セルのカイムが、どうして知り合いなんだ？」


「それがわからないの。どこで二人がつながったのか──」


　と、つぶやいてからすぐに、ある考えが閃ひらめいた。


　──そうかっ。新田菫は松崎祐子と同じ細胞だった。ってことは……！


　あの事件のあと、松崎祐子の細胞は真っ先に処しよ分ぶんされた。よくよく考えてみれば、菫一人が無ぶ事じ逃にげおおせていたのは不自然だ。ひょっとして、処しよ理りされるはずだった菫にカイムが接せつ触しよくし、見み逃のがす代かわりに手下になるよう迫せまったのではないだろうか？


「それでＤＤにいたんだわ！」


「なるほど。『飼かい犬』に仕し込こんだわけか」


「あら、鋭するどいじゃない？」


「俺おれも同じなんでね」


「え？」


　茜が聞き返すと、ディンゴはひょいっと肩を竦すくめた。


「『ディンゴ』ってのは、オーストラリアのほ乳にゆう類るいでな。犬に似にてるが犬とは違ちがう。俺ももともとＤＤへ潜もぐり込んでた口なのさ」


『飼い犬』というのは、ネットからＤＤへと潜り込んだスパイのことである。ＤＤは内部の結けつ束そくが堅かたく、元からのメンバーを情報提供者として裏うら切ぎらせることが難むずかしい。そこで、主おもに実働細胞アクトセルの人間を、身分を偽いつわった上で、新しいメンバーとしてＤＤに潜せん入にゆうさせるのだ。


　──カイムは対ＤＤの責せき任にん者しやだ。スパイを使ったとしても不ふ思し議ぎはない。


　元松崎祐子の細胞仲間なら、ネットの制せい裁さいを恐おそれてＤＤに逃げたという真まっ当とうな理由が立つ。それに祐子事件の情報を持っているとにおわせれば、ＤＤも興きよう味みを持つに違いない。比ひ較かく的容よう易いに幹かん部ぶへ接近できるわけだ。


　──でも、新田菫本人にスパイとしての能力と適てき性せいがあったかどうか……


　もしバレたらＤＤのことだ。ネット以上の仕打ちを受けることは間違いない。不ふ相そう応おうな任にん務むを抱かかえ、敵てき陣じんの中にたった一人。菫の感じていた重じゆう圧あつは相当なものだったはずである。


　──それなのに。


　カイムは自みずから強きよう要ようして仕立て上げたスパイを、自分の勝かつ手てな都つ合ごうで生いけ贄にえにしたのだ。権力と功こう名みようのために。


　──あの、サディストめ……！


　コーヒーショップの出で来き事ごとが回想された。力の一いつ端たんを見せたカイムは、怯おびえて震ふるえる茜に優やさしい声で話しかけた。だがその一いつ方ぽうで、両目は彼女の恐きよう怖ふを楽しんでいたのだ。手足を折られるとき、菫の心中はどれほどの恐怖に侵おかされていただろう……


「ずいぶんご立りつ腹ぷくみてーだけどよ。どうすんだ。調ちよう査さは中止か？」


　怒いかりに震える茜に、ディンゴははれ物に触さわるように話しかけた。


　いま二人は葛くず根ね東ひがしの生徒が集まるゲームセンターの前にいた。松崎祐子事件の黒くろ幕まく『Ｘ』を捜さがし出すためだ。昨夜ゆうべ姫ひめ木き梓が物ものの部べ景けいの自宅を訪おとずれたことを知った茜は、物部景の周辺を洗い直すため自ら情報を再さい収しゆう集しゆうしに来たのである。


　──物部景と、『Ｘ』と、ウィザード。


　海野千絵と姫木梓の登とう場じようによってセルネットのセンサーにかかった三つの名前。この三者の間には、一つでもイコールが入るのだろうか。


　──予よ断だんはできない。


　事じ後ご処しよ理りに動いた実働細胞アクトセルの報ほう告こくでは足たりない。もっと多くの、詳しよう細さいで確実な情報がいる。


「調査は続ぞつ行こうするわ」


「で、報告は？」


　鋭するどい質問だ。茜がディンゴを見み据すえた。いまさらながら、自分のミスに気づいた。この男は自分の同どう僚りようであると同時にカイムの部下なのだ。


「俺はあんたに協力するよう言われただけで、結果を報告しろとは言われてねえ」


　茜の内面の葛かつ藤とうに答えるように、ディンゴが両手を広げてみせた。


「だからカイムには何も言わねえ。ま、あんたの側そばからは離はなれねえけどな」


「……抜ばつ擢てきされたんでしょ。腹ふく心しんだと思ってたけど？」


「俺もウィザードに会ってみてえんだよ」


　悪わる巧だくみを特別に打ち明けるように、ディンゴがニッと歯をみせた。茜はうんざりとため息をついた。


「戦たたかってみたいって？　ほんとに馬ば鹿かよね、あなたたちって。勝てるとでも思うの？」


「負けるようならやらねえさ」


「その判断はどうやって下くだすつもり？」


「面つらさえ拝おがめば、相手の強さはわからあ」


　とディンゴは、広げていた両手を胸むねに当てて宣せん誓せいのポーズを取った。


「約やく束そくするぜ。勝てないと思ったら絶対にウィザードに手を出さねえ」


　もちろん茜はそんな約束など信用しなかった。だが、当面カイムに報告されるのはまずい。ここはディンゴと協力する方が得とく策さくだ。


「ＯＫ。手を組みましょ」


「そうこなくっちゃ」


　と嬉うれしそうに笑い、茜の頭に手を伸のばす。


　茜は慌あわてて後うしろに下がり、ディンゴの手から髪かみ型がたのセットを防ぼう御ぎよした。


　そのときだ。さっきポケットにつっこんだばかりの携けい帯たいが振しん動どうした。


　──着ちやく信しん？


　メールだった。送そう信しん元もとを確かく認にんする。海野千絵だ。茜の目に緊きん張ちようが走った。


「なんだ？」


「探たん偵てい氏しからメール」


　内容は緊きん急きゆうに会いたいというものだった。菫絡がらみと見て間ま違ちがいない。


　──狙ねらいは何？


　自分が千絵たちに疑うたがいをもたれるような要よう因いんはない。おそらく情報収集が目もく的てきだろう。しかし、自分と菫を結むすぶものなど、あのでっち上げ話ぐらいだ。なのになぜ？


　千絵の思し考こうをトレースしてみる。いま彼女の頭は、菫を襲おそった犯はん人にんの割わり出しでいっぱいのはずだ。彼女はどこを疑うか？　大きくわけて、セルネットの刺し客かくか、ＤＤのメンバーのどちらかと考えるだろう。


　──普ふ通つうならまずＤＤから当たる。


　とすると、自分と連れん絡らくを取りたがる理由はなんだ？　例の作り話からカラオケボックスをＤＤのたまり場と見て、そこを調査の足がかりにでもするつもりなのか？


　──違うな。直接『テアー・チェイン』に乗り込むような二人だ。しかもいまは菫の犯人を挙あげるのに必ひつ死しになってるはず。リスク度ど外がい視しでもっと早く確実な方法を取る。


　それなら自分に構かまうのはおかしい。千絵が、自分とＤＤをつなげて考える可能性は、どう考えても低い。


　では、千絵が、菫を襲った犯人をセルネットの刺客だと考えていると仮か定ていする。この場合彼女が気にするポイントは、「なぜ昨晩襲われたのか」という点だろう。


　なぜ昨晩襲われたか。理由としてあげられるのは二つ。一つは「追っていた菫を昨晩発見したから」という理由。もう一つは「菫が昨晩、千絵に接せつ触しよくしたから」という理由。前者にしろ、昨晩発見されたのは偶ぐう然ぜんなどではなく、千絵に会ったから発見されたと考えるのが妥だ当とうだ。つまり犯人がセルネットの刺客であった場合、いずれの理由にせよ、昨晩菫が襲われたのは千絵がきっかけとなったことになる。さぞ自じ責せきの念を積つもらせてるだろう。


　さて、そう考えた千絵の疑問は、次に「どうして犯人は自分と菫が会ったことがわかったのか」という疑問に移うつる。自分には常つねにネットの監かん視しがついているのか。それとも、自分が菫を捜さがしているということが知られて、それから監視がついたのか──


　──そうか！　この情報を保ほ有ゆうする人間の一人が私だからか！


　千絵が菫に会うこと──正確には、会うために捜そう索さくを開始したことを知っているのは、彼女たち以外では自分だけだ。だからこそ、自分がこの情報をもらした可能性を危き惧ぐしているのだ。


　茜が「千絵が菫を捜し始めた」という情報を犯人に伝つたえる。菫の居い場ば所しよを捜していた犯人は、千絵のあとをつけて菫を発見し始し末まつする。あるいは、菫の握にぎるネットの機き密みつが千絵に知られることを恐おそれて、千絵との接触直後に菫の口を封ふうじる。と、こういうシナリオだ。


　──海野千絵は私を疑っているのだろうか？


　最初に自分が千絵に依い頼らいを持ち込んだのも、そもそも千絵に菫を捜させるための策さく略りやくだ、と勘かんぐることもできる。立場が逆なら自分はそう疑っただろう。もちろん、これは誤ご解かいだ。茜が千絵を罠わなにはめようとしたことは真実だが、その罠とは菫を捜し出させるためではなく、千絵とＤＤを衝しよう突とつさせることにあったのだから。


　──疑ぎ惑わくを晴はらすためには、一度会っておいた方が良さそうね。


　と茜が思おも惑わくを巡めぐらせた。


　それからふと気が付く。目の前を大きな手のひらが上下に移動していた。


「お、戻もどった戻った」


　ディンゴが自分の鼻はな先さきで手のひらを振ふっていたのだ。


「結論は出たかね、デルタくん？」


　茜は赤くなって照てれ隠かくしに眼鏡めがねの位置を直した。


「探たん偵ていに会うわ」


「一人でか？」


「あなたが出てきたら話がややこしくなるじゃない。センター街がいの仕し掛かけを忘れたの？」


　と意い地じ悪わるそうにあごをさすってみせる。


　ディンゴは渋じゆう面めんになった。それから負け惜おしみか皮ひ肉にくでも言うかと思えば、予想と違い、真ま面じ目めな調ちよう子しで忠ちゆう告こくをした。


「あの、しっぽ頭な。あれ、気をつけた方がいいぜ」


「あのね。私が格かく闘とう戦せんに身を置くと思う？」


「そういうんじゃねえ。あいつ、何かある」


　と神しん妙みような、しかし一いつ方ぽうで危き険けんな香かおりを楽しむ顔つきになった。


　含ふくみのある言い方に、茜は眉まゆをひそめた。


「……何かって？　まさか悪オ魔ー持ナちーだなんて言うんじゃないでしょうね？」


「そうじゃねえさ。なんつーか本人も気づいてねえみたいだが……妙に冷たい気配が憑いてたんでよ」


　いつになく人の不安を煽あおる物もの腰ごしだった。茜は思わずディンゴの顔を凝ぎよう視しした。


　だが、ディンゴは言いにくそうに口を濁にごしたあと、けろっと元通りの何も考えていないような顔に戻ると、茜の頭に手を置いた。


「ま、用心に越こしたことねえわな。お前の場合、上じよう段だん蹴げりじゃなくて踵かかと落おとしが来るからな」


　ぐしゃぐしゃとかき回す。


「余よ計けいなお世せ話わよ！」


　と茜はディンゴの手を振り払った。





　　　　２





「じゃあ、あの話は他ほかの誰だれにも言ってないのね。間ま違ちがいなく」


「ええ。そんなベラベラ話せる内容じゃないし」


　千絵が厳げん密みつに問い詰つめると、茜は戸と惑まどったように頷うなずいた。


　日付の変わった、翌よく金曜日の放ほう課か後ご。千絵と梓は、依い頼らい人にんの皆みな見み茜と再ふたたび落ち合っていた。


　千絵が指し定ていした場所は、前回話を聞いた『パンドラ』である。茜は千絵のメールにすぐに返へん信しんし、もう一度会うことを承しよう諾だくしてくれた。態たい度どから察するに、その後の経けい過かを聞かせてもらえると思っているのだろう。


　予想通り、千絵の一いつ方ぽう的てきな確かく認にんが済すむと、茜は急せかすように話を振ってきた。


「それがどうかしたの？　スミレって子は、まだ見つかってないの？」


「それが……」


　珍めずらしく千絵は言い淀よどんだ。それから、黙だまっていてはかえって危き険けんだと判断したのか、厳きびしい表情で口を開けた。


「菫さんには会えたわ。でもほとんど話はできなかった。彼女、一昨日、何者かに襲おそわれたの」


「えっ!?」


　と茜の顔が青くなった。


　千絵は菫の負おった傷きずは省はぶいて、ことのあらましを説明した。茜は完全に強こわ張ばった顔で、何度も首を振り、「そんな……」と繰くり返した。


「セ、セルネットの仕し業わざなの？」


「まだわからないわ。それでいろいろ調べ始めたところなの」


　千絵が言うと、茜は口をつぐみ、次に慌あわてて喋しやべりだした。


「あ！　そ、それで今日きよう私を呼よんだの？　私は違うわよ。私、何も知らないわ！」


「落ち着ついて、皆見さん。何もあなたを疑うたがってるわけじゃないの。ただ、その話を外部にもらすことで、あなたに危険があるといけないと思ったから注意するために来てもらったのよ」


「わ、私に危険って──」


　茜は口を開け、棒ぼうを飲んだような顔になった。


「噓うそでしょ……」


「いいえ。危険性がないとはいえないわ。菫さんがああなった以上、用心するに越こしたことはないと思うから」


　狼狽うろたえる茜に、千絵は嚙かみ砕くだくように事情を説明した。しかし「説明」と簡かん単たんにいってみても、どの程度情じよう報ほうを公開するかは微び妙みような問題だ。話の上うわ辺べだけを控ひかえめに伝つたえていたのでは、どういう行動がなぜ危険なのかという具ぐ体たい性せいに欠かけ、茜の危き機き意い識しきを正しい方向に導みちびけない。かといって、悪戯いたずらに恐きよう怖ふ心しんを煽あおることはさけたいし、あまり込こみ入ったことを教えてしまって、いっそ茜の危険を増ふやす羽は目めにもなりたくない。


　──景ちゃんならどう考えるだろう……


　菫の件について、景の意見を聞いてみたかった。あれ以い来らい、景に会っていないのだ。


　──水原くん、菫さんのこと話したのかな。


　あの晩、梓は断だん続ぞく的てきな発ほつ作さに苦しむ景の側そばに一晩中ついていた。朝にはだいぶ落ち着いたようだったので、先にマンションを出て一度家に戻もどり、それから学校に登とう校こうしたのだ。


　その日、景は学校を休んだ。放ほう課か後ごもう一度訪おとずれるつもりだったが、菫のニュースが飛び込んできてそれどころではなくなったのである。


　──あの発作……


　景は『テアー・チェイン』に殴なぐり込み、あのような状じよう態たいになるまで戦たたかった。助けに来てくれたのは嬉うれしい。しかし梓は、景があまりに平然と戦せん闘とう行こう為いに身を投じたことが気にかかった。


　後こう遺い症しようがあることは、戦う前からわかっていたはずだ。それなのに景の行動には迷まよいがなかった。その後の後遺症にしても、苦く痛つうにのたうちながらも、後こう悔かいする様よう子すはまるでなかった。苦痛を当然の代だい価かとして受け入れていた。その「慣なれた」態たい度どが気になるのだ。


　景はあんな行為を日常的に繰くり返しているのだろうか。だとすれば尋じん常じようではない。いったいなんのために？


　──『あいつはある悪あく魔まを追ってる。で、めぼしい情報や報ほう酬しゆうと引き替かえに、こちらの依い頼らいを受けてくれたりするわけさ』


　水原のあの晩の台詞せりふ。あれは、その場しのぎの言い訳わけなのか。それとも……


　梓が思い悩なやんでいる間に、千絵のレクチャーは終しゆう了りようした。当然のことだが、茜は不安で仕し方かたないようだった。


「どうして警けい察さつに相そう談だんしないの？　その方が安全なんじゃない？」


「最終的にはそうするつもりよ。でも、いまはまだだめだわ」


　申し訳なさそうに千絵が首を横に振る。


「犯はん人にんは必かならずカプセルに関かかわる人間でしょうけど、そういう人間は公おおやけの注ちゆう目もくを浴あびることを極きよく端たんに嫌きらうの。警察の担たん当とう者しやもいろいろですからね。もしいま事情に詳くわしくない刑事が軽はずみに捜そう査さを開始すれば、犯人はあっという間まに組そ織しきの中に隠かくれてしまうわ」


「そんなこと言ったって」


　と茜は疑わしそうに、千絵と梓を見み比くらべた。


「あなたたちだけで犯人を捜せるの？　っていうかさ。前も思ったんだけど、あなたたちってそもそも何者？　ほんとに二人だけで行動してるの？　警察の関係者とは思えないけど……どこかの組織がバックに付いてるとかじゃないわけ？」


「不ふ審しんに思われるのも無む理りないけど、私たちは基本的に二人だけよ。あとは、この前同席した水原がいるぐらいなの」


「……ふうん」


　茜の口く調ちようにはヒステリックな棘とげがあった。まるで犯人を見るような目つきになっている。


　──確たしかに、胡う散さん臭くさいよね。わたしたち。


　千絵から初めて協力を申し出られたとき、梓もやはりすぐには信用できなかった。他人が簡かん単たんに理り解かいしてくれるスタンスでないことは承しよう知ちの上だ。信しん頼らいは行動で勝ち得えるしかない。


「千絵。しばらく茜さんの警けい護ごもかねて、一いつ緒しよにいた方がいいんじゃない？」


　と梓が提案した。


　だが、これには茜が面めん食くらったようで、声を裏うら返がえして反対した。


「い、いいよ、そんなの。迷めい惑わくっていうか……あ、そうそう。言っちゃなんだけど、かえって巻き込まれるかもしれないじゃない。私、悪いけど手を引くよ」


　狼ろう狽ばいしつつもきっぱり拒きよ否ひすると、千絵も同意して頷うなずいた。


「その方がいいわ。中ちゆう途と半はん端ぱな幕まく切ぎれになって残ざん念ねんだけど、全すべて解決したら、もう一度連れん絡らくするから。それまではカプセルに関かかわることにはノータッチでいて」


「そ、そうするわ」


　引きつった顔で承しよう諾だくする。


　話はそれで終わりだったが、千絵は最後に思い出したように尋たずねた。


「そうだ、茜さん。『カイム』って言葉に心当たりがあったりしない？」


「『カイム』？　さ、さあ。カプセルのグループか何か？」


「いいえ。知らないならいいの。ありがとう」


　結局二人は、その会話を最後に茜と別れた。無理もないとはわかっていても、祐子の件を案じていた茜があっさり変へん心しんしたのは、正しよう直じきいって少し悲しかった。


「茜さんは巻き込まずに済すみそうだけど、あまり成せい果かはなかったわね」


　カップの底に残っていた最後の一口を飲み、梓が椅い子すの上で落らく胆たんした。


「そうでもないわ。私たちが菫さんの捜そう索さくを開始した情じよう報ほうがもれてないとわかったじゃない。これで犯人が私たちのあとをつけてた、という可能性はかなり低くなったわよ」


　千絵は自分に言い聞かせるようにぶつぶつつぶやきながら、新しく注ちゆう文もんしたコーヒーに砂さ糖とうを四匙さじ投とう入にゆうした。日ひ頃ごろは苦にがいのを我が慢まんしてブラックを気き取どっている彼女だが、いまはそんなことに気が回らないほど集中しているのであろう。


「でも、そうなるとセルネットの刺し客かくって線は、間ま違ちがいだったんじゃない？」


「……そうとも限らないわ。犯人と菫さんの間に、違う接点があったのかもしれないし……」


「ねえ。『カイム』って菫さんが別れ際ぎわに言った言葉だよね。千絵も見けん当とうが付かないの？」


「コードネームじゃないかと思うの……ほら、セルネットの構こう成せい員いんは独自のコードネームを持ってるじゃない」


「あ、そっか。水原くんがそんなこと言ってたね。彼、『フェスタ』だっけ？」


　水原は元細胞構成員で、『フェスタ』というのは彼がネットを抜ぬける前のコードネームだ。このコードネームには一つだけ規き則そくがあり、自分の所属する細胞の世せ代だいによって、頭かしら文も字じが決まっているのである。執行細胞フアースト・セルのトップが『Ａ』で、その下の三人が『Ｂ』。以下、アルファベットの昇しよう順じゆんとなる規則だ。例たとえば『フェスタ』なら頭文字は『Ｆ』。つまり第五世代の細胞構成員だったということがわかる。


「でも仮かりにそうだとすると、『カイム』の頭文字は『Ｃ』か『Ｋ』。もしくは『Ｑ』ぐらいよね。でも『Ｋ』や『Ｑ』って世代でいうと第十世代と第十六世代になるわ。一つの細胞は自分の下に三つの細胞を有するわけだから、もし第十世代まで細胞が増ふえてるとしたら、構成員の数は第十世代だけで──えーと──五九〇四九人いることになるの。第十六世代となると、これはもう天てん文もん学がく的てきな数字になるわ」


「ご、五万……！　って千絵、いまそれ暗あん算ざんした!?」


「もちろん全すべての細胞が正確に三つずつ下か部ぶ細さい胞ぼうを持ってるわけじゃない。でも、それにしたってこの数は異い常じようよ。だから現在のセルネットに頭文字が『Ｋ』や『Ｑ』のコードネームを持つ人間がいるとは思えない」


「そりゃそうだけど……ほんとに暗算？」


「かといって『Ｃ』となると、これは第二世代の細胞に当たるわ。祐子さんが何世代だったのかわからないけど、できたばかりの下部細胞であることは確たしかでしょ。同じ細胞の菫さんが第二世代の人間と繫つながりがあるというのは、ネットの体質上不自然なことなのよね。……でももしその繫がりというのが、ネットとは別のところにあれば──」


　梓の的まとはずれな驚きよう嘆たんにも気づかず千絵は一いつ層そう物思いに沈しずんでいった。コーヒーを一口口にし、さらに二匙砂糖を入れる。


　と、携けい帯たいが鳴なった。水原からだ。


　千絵は携帯に出ると、二言三言短いやり取りをして梓の方を向いた。


「今晩ＤＤの人間に会えるそうよ」


「もう？　ずいぶん早いのね」


　昨日きのうの今日きようだ。人じん脈みやくの広さもさることながら、水原はやることにそつがない。


「あれ？」


　通話を切った千絵が携帯のディスプレイを見て首を傾かしげた。


「どうしたの？」


「メールが来てるわ。知らないアドレスから」


　千絵は実じつ践せん捜そう査さ研究会のホームページを作成しているので、希まれに匿とく名めいで事件に関かかわる情報が寄せられることがあった。そこに届とどけられたメールは、自動的に彼女の携帯電話へ転てん送そうされるようになっているのである。


　慣なれた動きで携帯を操そう作さする。梓は日本に戻もどってから周まわりに勧すすめられて携帯電話を買ったが、普ふ通つうの通話器として以上には使いこなせていない。細こまかい設せつ定ていも全て他人任まかせだ。


　対して千絵は、この手のモバイル機や端たん末まつに精せい通つうしていた。梓から見ればいかがわしいとしか思えないような電でん子し機き器きも多数所しよ持じしている。それらは捜査の要所で役立っており、『テアー・チェイン』で梓が使った改かい造ぞうスタンガンも彼女が用意した物だった。もっとも彼女の場合、怪あやしげな小道具を愛用するのは、半分は趣しゆ味みなのだが……


「チェーンメール？」


「そんな風ふうでもないけど……『ｆｒｏｍ　Ｄ』？」


　千絵の指がボタンを押し、ディスプレイにテキストが浮うかび上がる。一いつ瞥べつし、千絵の目が大きく見開いた。





　　　　◆◆◆◆◆





　物部景、十六歳さい。葛くず根ね東ひがし高等学校二年。


　身長一六八センチ。体重四八キロ。血けつ液えき型がたＢ。髪かみは眉まゆにかかる程度のショートカット。眼鏡めがね着ちやく用よう。体型は小こ柄がらでスマート。同年代の男子生徒に比くらべ、華きや奢しやな体つきに見える。


　本ほん籍せき住所ともに葛根市市内。移い転てん記き録ろくなし。父親は企き業ぎようコンサルタントで、現在東京在中。母親は十年前に離り別べつ。他ほかに親したしい親しん類るい縁えん者じやはなし。本人は現在、葛根市内のマンションにて一人暮ぐらし。


　校内での評ひよう価かは「陰いん気き」の一言。交こう友ゆう関係は殲せん滅めつ的てきで友人と呼よべるクラスメイトはいない。運動系けい、文化系を問わず部活動、クラブ活動への参加経けい験けんなし。授業以外では図と書しよ室しつの書しよ庫こに閉じこもっているため「図書室の住人」などとあだ名されている。ただし、別段図書委い員いんではなく、図書室をたまり場とする読書好きたちとの交流もない。つまり、わずかなりとも親しい会話を交かわす相手は皆かい無むということになる。


　ただ、完全に無む視しされ、相手にされていないわけでもなかった。むしろ周しゆう囲いの注ちゆう目もく度どは一いつ般ぱん生徒より高い。それなりの美び形けいでありながらクラスメイトとのコンタクトを拒きよ否ひする態たい度どが、様さま々ざまな評価や憶おく測そくを呼んでいるようだ。普通、高校という閉へい鎖さ社会にこれだけ特とく異いなキャラクターがいれば、友ゆう好こう的にしろ敵てき対たい的にしろ、なんらかの集団的位置づけがなされるものだ。だが物部景の場合、その位置づけが不ふ鮮せん明めいだった。


「要するに根ね暗くらなんだよな」


「その通りだけど、いま説明してるのは、そういうことじゃないでしょ。気にはなるけど周まわりから話しかけづらい、独特の雰ふん囲い気きを持ってるってことよ」


「つまり根暗なんじゃねえか」


　ディンゴは自信に満ちた笑顔を浮うかべると、ジョッキをあおってビールを飲み干ほした。


　だいぶ酔よっている。これだから、居い酒ざか屋やで話などしたくなかったのだ。


　週末の夜だけあって店は混こんでいた。飲み屋独特の喧けん噪そうは、会話内容にそぐわないこと甚はなはだしい。だが、二人がいるのは奥の座席で、わざわざ二人の会話に聞き耳を立てているような客はいなかった。何より、目の前の酔っぱらいが、ドラッグ絡がらみの密みつ談だんをしているとは誰だれも思わないだろう。


　その酔っぱらいが次のジョッキをオーダーする。茜はため息をついて、分ぶん析せきに戻もどった。


　収しゆう集しゆうした噂うわさ話ばなしは、祐子事件に関かん連れんするものがほとんどだった。カプセルをやっていた。あるいはカプセルの売ばい人にんだった。倉くら沢さわ麻ま里り奈なとできていた。いや、できていたのは松崎祐子だ。無関係だが巻き込まれた。松崎祐子らに利用された。等々。


　──問題なのはぜんぶ真しん偽ぎの不ふ確たしかな噂話だってことねえ。


　特に事件の初期段階での噂は、明らかに何者かの誘ゆう導どうを受けている。おそらく警けい察さつの本格的な調ちよう査さが始まる前に、悪わるあがきの情じよう報ほう戦せんが展てん開かいされたのだろう。


　──しかし、この噂の中に物部景に有利に働く内容のものがほとんどない。


　ということは物部景は情報戦に参加しなかったということになる。彼がウィザードであろうがなかろうが、カプセルユーザーであれば自分の名前が表おもて沙ざ汰たになることはマイナスなはずだ。どうして手をこまねいて傍ぼう観かんしたのか。


「よお。ひとまず最初から何があったのか確かく認にんしていこうぜ。初しよっぱなはあれだろ。麻里奈って女が飛び降おりたんだろ？」


「ええ。そうよ。それが一連の事件の始まりね」


　その後、麻里奈がカプセルユーザーだという噂が流れる。これは事実だ。


　次に、物部景が麻里奈にカプセルを売っていた売人バイヤーだという噂が流れた。これは未み確認。仮かりに売人バイヤーだとしてもネットとは無関係だろう。


　ちなみに、この噂が表に出始めるのは、姫木梓と松崎祐子が他のクラスにまで押し掛かけて物部景に関する情報収集をしたときである。


「変だな。物部と姫木はつるんでるんだろ？　なんで聞いて回る必要があるんだよ。おまけに、松崎祐子って最後に海野とやり合った奴やつだぜ。海野の相あい棒ぼうの姫木が、松崎と行動してるなんておかしいじゃねえか？」


「ああ、このころはいまと事情が違ったのよ。事件の前、姫木梓は海野千絵とコンビを組んでなかったの。むしろ、松崎祐子や倉沢麻里奈。それに清きよ井い美み加かってもう一人加わった三人のグループとの交こう友ゆうが主おもだったみたいね」


「へえ。じゃあ松崎祐子が物部を陥おとしいれるために動いたとき、一いつ緒しよに付き添そったってことか」


「それも微び妙みように違うのよ。このとき主しゆ導どうを取ってたのは、むしろ姫木梓らしいの」


「ん？　じゃあ姫木が物部を陥れようとしたのか。あ、いや違うか。姫木は松崎に利用されたのか」


「そうでしょうね。彼女は単に真実を知ろうとしていただけだと思うわ」


「なんでそんな噂を気にしたんだ。姫木は？」


「それなんだけど……姫木梓は物部景の幼おさななじみだそうよ。それで気になったんでしょう」


　この辺の込こみ入った事情は、最初にレポートを読んだ段階からひっかかっていたことだ。千絵に依い頼らいにいったとき彼女から直接聞いた説明で初めて判明したことである。


「はあ？　だったら本人に聞けばいいんじゃねえか。いくら物部が根ね暗くらで愛あい想そうがないっつっても、幼なじみなら面めん識しきあるだろうによ」


「彼女、帰き国こく子し女じよなのよ。事件の一ひと月つき前に帰国したの。それ以後、物部と会話がなかったようだから、彼の情報を何一つ持ってなかったのよ」


　真実を知ろうと足あ搔がく梓は、祐子の奸かん計けいにかかって、否いや応おうなく景への疑ぎ惑わくを募つのらせていく。だがその過か程ていで、梓は千絵と出会った。


「どういうタイミングかはわからないけど、姫木梓も松崎祐子の行動に疑惑を持ったのかもしれないわね。一いつ方ぽう海野千絵の方は、当時からこの手の事件に首をつっこむのが当たり前だった。それで二人は真しん相そう解かい明めいのために手を組んだんでしょう」


　ここでまた次の事件が起こる。祐子の細胞仲間である清井美加という少女が、麻里奈に続き、カプセルを服ふく用ようした状じよう態たいで飛び降り自殺を図はかったのだ。


　だが、この自殺は物部景の手によって阻そ止しされた。


「なんで？」


「さあ──でも、この一件で彼に対する校内の評ひよう価かは大きく変わったみたいね。特に現場に居い合あわせた生徒は、感動した、なんて意見もあったからね。ずいぶん株かぶを上げてるわ」


　その次に問題の取り調べが行おこなわれたのだ。


　この取り調べ中、千絵によってカプセルユーザーであることを暴ばく露ろされた祐子が暴ぼう走そう。あわや大だい惨さん事じというところで『Ｘ』に始し末まつされている。取り調べには景も同席していた。


「やっぱ物部が本ほん命めいじゃねえ？　その流れでいくと、他には考えられねえぜ」


「しかし、この取り調べ内容も可能な限り調べてみたんだけど、取り調べの最中、物部景はほとんど自じ己こ弁べん護ごをしていないの。それ以前の行動も不ふ明めい解かいじゃない？　もし彼が『Ｘ』なら、もっと早い段階で松崎祐子を始末した方が安全だもんねえ」


「確かに、積せつ極きよく的てきじゃねえな」


　ディンゴが焼き鳥の串くしをくわえて上下に振った。どうにも半分くだを巻いているだけのように見えて、茜は腹が立った。


　──積極的に動かなかった理由。


　なんだろう。事件の推すい移いと彼の行動。彼の目もく的てきはなんだったのか。いや、彼は何を恐おそれていたのか……


「なあ。姫木は自分の幼おさななじみの正しよう体たいがわからずに、あれこれ動いてたわけだよな？」


「ええ」


「物部はどうなんだ。あいつは姫木のこと、どう思ってたんだ？」


　何なに気げない台詞せりふに、茜はハッと顔を上げた。


　──そうだ。物部景だって姫木梓の情報は持ってなかったんじゃないの？


　景と梓は、お互たがいがお互いの立場を気にかけつつも、真実を知ることができずにいた。だから梓は景の真実を求めて奔ほん走そうした。


　では景は？　このとき梓の側そばには祐子がいた。景から見れば、当然梓も祐子の一いち味みと映うつったはずだ。


「それで手を拱こまねいていたとすれば……つじつまは合う！」


「だな。しかもこりゃ、奴やつのアキレス腱けんも浮うき上がってきたわけじゃねえか」


　そうだ。姫木梓。彼女が景の弱みということだ。


「ああ、いや待って。まだ物部景が『Ｘ』と確定したわけじゃないわ。状じよう況きよう証しよう拠こだけで決めつけるのは早そう計けいよ」


　自分に言い聞かせるように茜が自制を利きかせると、ディンゴはそれを鼻はなで笑った。


「面めん倒どうだな」


「あのね。私と組んでる以上、早まった真ま似ねは許ゆるさないわよ」


「こうしようぜ。デルタ、お前物部の顔わかるだろ」


「……写真は見たわ」


「校門かどこかで待ち伏ぶせて、直接顔を拝おがもう。悪オ魔ー持ナちーならそうとわかる」


「そ、そうなの？　悪あく魔まを使ってない、普ふ通つうの状じよう態たいでも？」


　ディンゴは無む言ごんのまま不ふ敵てきに笑った。


　ここまで状況が固まった上に悪オ魔ー持ナちーなら、まず『Ｘ』と見て間ま違ちがいない。


「いいわ。本当にそれがわかるなら話は早い。明あ日すにでも試ためしてみましょう」


「了りよう解かい」


　ニヤリとディンゴが笑う。その目にはアルコールに侵おかされた様よう子すなど微み塵じんもない狡こう猾かつな意志が宿やどっていたが、茜がそれを見み抜ぬくことはなかった。





　　　　３





　待ち合わせ場所はバーの裏うら口ぐちだった。そこに現あらわれた男は、待っていた千絵を見ると、とたんに踵きびすを返そうとした。だが後うしろはすでに梓が塞ふさいでいた。


　梓は男の腕うでを取ると、的てき確かくな動作で背中にねじ上げた。男は悲ひ鳴めいを上げて同行者を非ひ難なんした。


「おい、勇ゆう司じっ！　話が違うじゃねえかよ」


「なんで？　違わないじゃん？　ちゃんと美人が二人、お前と話したいって待ってただろ」


　普ふ段だん通りのちゃらんぽらんな態たい度どで水原が堂々とのたまう。男は歯ぎしりした。


「いいのかっ。仲間が黙だまってねえぞ!?」


「自分の悪あく行ぎようを残らず告こく白はくする気か？　いやー、それはやめといた方がいいなあ。ＤＤってネットなんかより裏うら切ぎり者への制せい裁さいキビシイんでしょ？　それよかお話ししようよ。俺おれらはそんなヒドーな振ふる舞まい、するつもりないんだからさ」


　水原がぱっちりウィンクするのを合あい図ずに、梓が男を千絵の方に向ける。男は突つっ張ぱって強こわ面もてを保たもっていたが、逃にげ出すのは不可能と悟さとるとがっくり項うな垂だれた。


　男が観かん念ねんしたようなのを見て、千絵は彼に話しかけた。


「情じよう報ほう提てい供きよう者しやってあなただったの。また会ったわね」


　水原の用意したＤＤの人間というのは、『テアー・チェイン』の入り口で見張りをしていた男だった。昨日きのうと同じレザーキャップとハーフコートを身にまとっている。


　千絵の挨あい拶さつを受けると、男は怪け訝げんな顔をした。


「また？　初対面だぜ」


「あら、一昨日おととい会ったわ」


　男は首を捻ひねった。じーっと千絵の全身をくまなく見回し、もう一度反対方向に首を捻る。


　千絵は声こわ音ねを変えて、


「だからぁ、一昨日の晩、お店で会ったじゃーん」


「ああっ！　お前、あんときの女！」


　男が空あいている方の手で、千絵を指さした。変へん装そうしていたので、気がつかなかったらしい。


「おいおい気づかなかったのか？　だったらお前、なんで逃にげようとしたんだよ」


「だってこいつ、海野千絵だろ？」


　呆あきれて尋たずねる水原に、男は梓に拘こう束そくされたままの格かつ好こうで唾つばを飛ばした。


「他の連中はともかく、このビーグルさまが葛くず根ね東ひがしの海野千絵を知らねえわけねえだろ。くそっ。あんとき気づいてりゃ、通しやしなかったのに」


　ビーグルは悔くやしそうに足あし踏ぶみした。


「『ビーグル』？」


　と梓がこっそり水原に耳打ちする。水原は肩かたを竦すくめて、


「情報通つうなんだ。『鼻はなが利きく』ってんで、そんなあだ名がついてるの」


　二人がひそひそと話を交かわすと、千絵が大きく咳せき払ばらいした。


「ま、私を知ってるなら話は早いわ」


　心なしか声のトーンが上がっている。小鼻がぷっくりふくれていた。


　梓はやれやれと頭を振った。変装を見み破やぶられなかった上、『海野千絵』を恐おそれて逃げようとしたと聞いて、気をよくしたに違いない。


「いくつか質問に答えてもらいたいだけなの。それもこれっきりよ。あなたをどうこうしないし、情報元もとは秘ひ密みつにするわ」


「……確たしかだろうな？」


「確かよ」


「…………」


　ビーグルは頭の中で計算するように口を閉とざした。


「……なら取り引きにしようぜ。こっちのネタと引き替かえに、そっちもネタを明あかす」


「いいわ。ただし噓うそをついたら、それなりのペナルティを払ってもらうわよ」


「よし。交こう渉しよう成立だ」


　一転してビーグルが笑顔を見せる。協力的なのは助かるが、ずいぶんと調ちよう子しのいい男だ。


　──類は友を呼よぶみたいね。


　梓は煙草たばこを取り出す水原を横目に見た。それからとりあえずビーグルを解放した。もちろん、いつでも捕つかまえられるように備そなえたままでだ。


　ビーグルは「おっかねえ姉ねえちゃんだぜ」と手首をさすりながら梓に軽かる口くちを叩たたき、あらためて千絵に帽ぼう子しのつばを軽く持ち上げて友ゆう好こうを示しめした。


「いいぜ。そっちから聞きな」


「新田菫すみれさんのことは知ってるわね」


「ああ。その件か。もちろん知ってる。でもな、ありゃあＤおれＤたちじゃねえぜ」


「断言できるの？　あなたの知らないところで、先さき走ばしった連中がいた可能性はないの？」


「俺の知らないとこで？　ハッ、んなわけあるかよ。うちはネットと違って横の連れん係けいががっちりしてる。事前の連絡なんてかったるいのはねえが、誰だれがどこで何をやったってことは必かならず耳に入る」


「だからＤＤの仕し業わざではない、と？」


「ああ。第一、菫は手足を折られたが、犯やられてはねえそうじゃねえか。あいつ、ガキっぽかったけど、いい女だったからな。女を痛めつけるのが趣しゆ味みって奴やつはいても、それだけで満まん足ぞくってほど涸かれたのは、うちにはいねえよ。──殴なぐられたりしてんのか？」


「……いいえ」


「やっぱな。骨だけ折って楽しむとなると、こりゃもう相当イッてるぜ」


　ビーグルの見けん解かいは、千絵の推すい理りと合がつ致ちしていた。千絵が財さい布ふの現金も手つかずだったことを告げると、「だったら百パーセントだ」と請うけ合あった。


　──ＤＤではない……か。


　となると濃のう厚こうなのはセルネットだ。


「菫さんが見つかった場所は知ってる？」


「自宅だろ。一昨日おとといの晩、例の騒そう動どうのあとだ。あんたらが連つれ出したんじゃなかったのか？」


「途と中ちゆうで別れたの。そのあとで襲おそわれたのよ」


「なんと。じゃあ、犯人はあんたらをつけてたのか」


「そうとは限らないわ。彼女の自宅を知ってた人間は誰がいるの？」


「さあ。誰も知らねえんじゃねえ？　あいつ、俺たちとはほとんど口利きかなかったしよ。何人か粉こなかけたのいるけど、全ぜん滅めつだったぜ」


「口く説どく過か程ていで住所を調べた人もいないの？」


「いねえだろ。あいつ、ネット抜ぬけてたじゃんか。刺し客かくとかに用心してたから、尾び行こうには敏びん感かんだったんだ」


「女友達はいなかったの？」


「いないな。っていうか、半分はシカトされてたみたいだぜ。やっかまれてたからよ」


「やっかみ？　どうして？」


「氷ひよう太たに贔屓ひいきされてたんだよ、あいつ。それで、新入りのくせに生なま意い気きだ、ってな」


「甲か斐い氷太に？」


「ああ。──あ、そうか。氷太なら知ってたかもな。菫の住所」


「本当にっ？」


「たぶんな。菫の奴、傍はた目めに見てもはっきりと氷太に惚ほれてたからな。言ったかもよ」


「甲斐氷太とつき合ってたの？」


「いや。一いつ方ぽう的てきに熱ねつ上げてたってだけだ」


「……やっぱり。それであのときＤＤに残るなんて言ったのね……」


　千絵が質問を中ちゆう断だんして腕うで組ぐみをした。考え込む千絵に、ビーグルは慌あわてて言った。


「おいっ。言っとくけど氷太がやったんじゃねえぜ。そんなわきゃねえ。あいつは自分を頼たよってきた人間を理由もなく切り捨すてたりする奴じゃねえんだ」


　──へえ？


　意外な気がした。ビーグルのような男でも自分たちのリーダーを弁べん護ごするらしい。しかも、ビーグルが甲斐氷太について語る口く調ちようには、誇ほこりのようなものまで感じられる。


「甲斐氷太は義ぎに厚あついってこと？」


「ぎ、義なんてもんを尊そん重ちようするかどうかは知らねえけどよ……」


　本人を思い浮うかべているのか、ビーグルは少し口ごもった。


「うーん。どっちかっていやあ自分勝かつ手てで傍ぼう若じやく無ぶ人じんだからな……でも、身内のためなら、いつでも身を張るって男だ。菫の方が裏うら切ぎろうもんなら、半殺しにして路上に捨てるぐらい平気でやるかもしれねえが、氷太から菫をどうこうするなんてことは絶対ないね」


「……例たとえば、ネットから取り引きを持ちかけられたとしたら？」


「ハハッ！　そりゃ条件のむ振ふりして、ネットをはめるだろうぜ。それも相手が一番驚おどろくタイミングでな。そういうの大好きだから」


「では、彼女が『飼かい犬』だったとしたら？」


「何？」


　ビーグルが身じろぎした。


「確たしかか？」


「いいえ未み確かく認にんよ。だから確認してるの。菫さんがスパイと聞いて思い当たる節ふしはある？」


「……わからねえ。考えたこともなかった。あいつは例の事件の関係者と同じ細胞にいただろ？　だからネットに追われてたんだとばかり思ってたが……『飼い犬』。それで氷太に近づいたのか？　そんな風ふうには見えなかったけどな」


　余よ程ほど意外な指し摘てきだったようだ。ビーグルはしきりと首を捻ひねって独ひとりごちた。


　この情報源は先ほど茜と別れたあとに届とどいた謎なぞのメールだった。そこには『飼い犬』と呼ばれるネットがＤＤに放はなったスパイが存在すること。新田菫がその『飼い犬』だったことの二点が示し唆さされていた。


　送そう信しん元のアドレスは大おお手てプロバイダーのフリーメールアドレス。タイトルは『ｆｒｏｍ　Ｄ』とあった。最初はＤＤの『Ｄ』かと思ったが、ビーグルの反はん応のうを見る限りではＤＤ内部でも菫が『飼い犬』だという噂うわさは流れていないようだ。とするとセルネットの人間かもしれないが、セルネットが千絵に情報を提てい供きようする理由など思いつかない。


「まあ、いいさ。氷太は裏切り者を許ゆるす奴じゃねえ。ついこないだも一匹ぴき『飼い犬』を潰つぶしたばかりだし、菫だって容よう赦しやはしねえだろうな。だがよ。もし氷太が菫を切ったなら、あいつはそのことを全員に宣せん言げんするはずだ。このアマは俺たちを裏切りやがった。だから殺す、ってな具ぐ合あいでな」


　ひとしきり黙もつ考こうしたあげく、ビーグルは平然と断言した。


　物ぶつ騒そうな内容のわりには当然のように語っている。おそらく仲間内の制せい裁さい行こう為いなど日にち常じよう茶さ飯はん事じなのだろう。ビーグルは口数も多くあまり暴力的な面を見せない男だからつい油ゆ断だんしてしまうが、彼とてＤＤのメンバーなのだ。そしてＤＤは葛くず根ね市のグループ中、もっとも過か激げきな武ぶ闘とう集団なのである。


「さ、もういいだろ。今度はこっちの番だ」


　気分を切り替かえるように笑うと、ビーグルは抜ぬけ目なく千絵を見た。


「あんたらがカプセルを調べてるのは知ってる。菫のことも、その延えん長ちようだろ？　なんでそんなことしてんのさ。目もく的てきはなんなんだ？　理由は？」


　そう尋たずねるビーグルは、いかにも悪わる知ぢ恵えの働く男に見えた。だが、目だけは純じゆん粋すいな好こう奇き心しんで輝かがやいているように見える。案外千絵に通じるタイプなのかもしれない。


　千絵はビーグルが質問すると、真ま面じ目めに視し線せんを向けた。そして馬ば鹿か正しよう直じきにこう言った。


「腹が立つからよ」


「は？」


　とビーグルが怪け訝げんそうに聞き返す。


「腹が立つって……何にだよ？」


「悪あく党とうに」


　言い切って、千絵は両手を腰こしに当て、胸むねを張った。


「世の中のルールを破やぶって得とく意い顔がおしてる奴らや、他人を食い物にして偉えらそうにしている奴ら。欲よく望ぼうのまま人を傷きずつけて平気な奴らや、自分のことだけを考えて人の心など存在すら気にしない奴ら。社会の世せ話わになり、恩おん恵けいだけを当然のように受け取っていながら、その社会を構こう築ちくしている真面目な人々を馬鹿にし、害をなし、好き勝かつ手て振ふる舞まう奴ら。他人のことは微み塵じんも考えないくせに、自分の意志が通らないと、たちどころにキレて無む茶ちや苦く茶ちやし、それが当然と考えている奴ら。そういう馬鹿どもが視し界かいに入ると、無む性しように腹が立つの。そんな連中がなんの報むくいも受けずにゲラゲラ笑ってるのが、ど、お、し、て、も、我が慢まんならないの」


　言い放はなって千絵がギラリと両りよう目めを向ける。ビーグルはもちろん、後うしろにいた梓と水原まで思わず姿し勢せいを正ただしてしまうほど堂に入った物言いだった。


「菫さんをあんな目に遭あわせた犯はん人にんもそうよ。草の根ねわけても引きずり出してやるわ」


　静かな台詞せりふだったが、その分、力がこもっていた。


　──千絵。


　興こう奮ふんが伝でん播ぱした。梓は急に嬉うれしくなって武む者しや震ぶるいをした。そうとも。悪党には必かならず報いをくれてやる。


「腹が立つ……か。いやはや。へへ。なんつーのか……気っぷがいいね、探たん偵ていさん」


　なんと言っていいのかわからないようだ。ビーグルは半笑いを浮うかべて帽ぼう子しのつばを持ち上げた。ただ口でなんと言おうが、ビーグルの両目ははっきり告つげていた。「気に入った」と。


「──で、次の質問は？」


「え、……ああ、そうだ。一昨日おとといのことだ。忘れるとこだった」


　ぽんと手を打ってビーグルは素す早ばやく体勢を立て直した。


「あんたたち、ウィザードとどういう関係があるんだ？」


「一昨日の彼がどうしてウィザードだと？」


「んなの、見りゃわかるさ！」


　と声を張り上げて即そく答とうする。


「あの晩、こっちにゃ悪オ魔ー持ナちーが五人いた。それが全ぜん滅めつしたんだぜ？　しかもほんの数分だ。たとえどっかのジャンキーがフード付きの青いコートを着きたって、あんな真ま似ねはできやしねえ。まさか、奴やつの戦たたかいぶりを、この目で見れるとは思わなかった」


　言いながら興奮してきたのか、ビーグルは鼻はな息いきを荒くした。千絵はちらっと水原を見たが、彼は何食わぬ顔で煙草たばこをふかしていた。


「一昨日、あのあとウィザードとＤＤの乱らん闘とうになったわけね。それから？」


「噂うわさ通りさ！　何を要求するでもなく風のように去った。ため息の出るような電でん撃げき戦せんだ」


「……ずいぶん誉ほめるのね。仲間がやられたんでしょ？」


「あれだけ見み事ごとにやられちゃ感かん心しんするしかねえ。いまうちの連中はウィザードを狩かり出すって、すげえ盛もり上がってるけどな。それだって祭まつりみたいなもんだ。奴をやるのは俺だ、ってよ」


「敵かたき討うちってわけ」


「まあ、やられたからにはやり返すのが、うちのモットーだからな。でも恨うらみ持って復ふく讐しゆうに燃もえてる奴はいないぜ。仲間がやられたっつっても、喰くわれた奴はいないからな」


「喰われた？」


「悪あく魔まをさ。普ふ通つうは悪魔戦となりゃ負けた方は悪魔を喰われる。魂たましいが傷きずついちまうから回復には時間がかかるし、精神的ダメージも甚じん大だい。記き憶おくだってズタズタになる。それが今回は五人ともただ倒たおされただけだ。これはつまりよ。あれほど強力な悪魔でありながら、完かん璧ぺきに制せい御ぎよしてる証しよう拠こじゃねえか。やっぱスゲエよ。氷太がこだわるのも無む理りねえって」


「……ふーん」


　短い感想を述のべただけで、千絵はそれ以上の説明を求めなかった。だが、いまビーグルが言った台詞せりふにちりばめられた幾いくつかの単語。それは千絵の考える「悪魔分ぶん析せき」にとって重要なヒントとなったはずだ。もちろん梓にとっても。


　──やっぱり、悪魔ってネットだけに関係してるものじゃないんだ。


　悪魔に関する情じよう報ほうを詳くわしく聞き出そうとしないのは、こちらの手て札ふだを伏ふせておきたいという駆かけ引き上の理由だろう。千絵は思わせぶりな表情を浮かべていたが、その裏うらでは猛もう烈れつな勢いきおいでデータを整理し、検けん討とうしているに違ちがいない。


「で、どうなんだよ。仲間にゃ黙だまってるから教えてくれ。あんたら、ウィザードとつるんでんのか？」


「──パイプはある、という答えで、今回は納なつ得とくしてくれない？」


「パイプね。へへ。思わぬ線が繫つながったぜ。葛くず根ね東ひがしの海野と、あのウィザードがね」


　舌したなめずりをする。どうも情報通つうというより単に物もの見み高だかいのかもしれない。


「話を戻もどすけど、その乱闘のあと、菫さんのあとをつけに出た人間はいないのね？」


「それどころじゃなかった。朝方まで唸うなったり、連れん絡らく回したり、てんやわんやだ。何せ、ウィザードのあとを追う余よ裕ゆうすらなかったからな」


　ビーグルの質問はそれだけだった。


　もし彼がＤＤに今回の対話を知らせれば、ウィザードを狙ねらうジャンキーたちが千絵と梓のもとに大たい挙きよするだろう。かなりのリスクを背せ負おったことになる。だがおかげで、菫の住所を知る者が甲か斐い氷太だけだと判明することができた。目もく的てきは果はたせた。


「最後に一つ聞かせてちょうだい。『カイム』って何か心当たりある？」


「ある。ＤＤならたいがいの奴は知ってるぜ」


　とビーグルは嫌けん悪おを露あらわにした。


「セルネットの幹かん部ぶだ。うちとのいざこざがあれば、先頭切ってかかってくる。猛もう将しようだな」


「セルネットの幹部……」


　千絵が素す早ばやく梓と目め配くばせした。やはり、といったところか。千絵にしてみれば、ウィザードよりずっと大物だ。


「言っとくが、同じ敵てき対たい者しやでもウィザードと違ちがって、もろ恨うらみ買ってる奴だぜ。やり方がえげつなくてな。情報操そう作さで仲間割われを招まねいたり、恋こい人びとさらって裏うら切ぎりを強制したりとやりたい放ほう題だいだ。力もある。一対一なら氷太以外じゃきついだろうよ。強力で残ざん忍にんな奴だ」


　憎にくみながらも恐おそれている相手といったところか。この対話を通して、ビーグルが初めて見せた真しん剣けんな口く調ちようだった。


「見たことは？」


「直接はねえが、どんな奴かは知ってるぜ。驚おどろくな、奴は──」


「──でしょ？」


　千絵が先に言った。ビーグルが目をむいた。


「なんで知ってる？　名前は有名だが、その正しよう体たいを知ってるのは、うちの何人かぐらいだぜ。ネットでも奴の細胞か、幹部数人だけのはずだ」


「他ほかにもあるわよ。たぶんカイムは背が高く──」


　千絵は淀よどみなくカイムの外見上の特とく徴ちようを言い表あらわした。


　適てき切せつで具体的な描びよう写しやだった。耳にするうちにある姿すがたが浮うかび上がり、梓は思わず悲ひ鳴めいのような吐と息いきをもらした。


「そんな──千絵、じゃああなた……！」


「どうやら、予想が当たったみたいね」


　と千絵は梓に首しゆ肯こうした。


「おいおい、奴を知ってるみてえだな。マジかよ」


　大おお仰ぎような言い草だったが、ビーグルの声には紛まぎれもない感かん嘆たんと敬けい服ふくが滲にじんでいた。


「奴が犯人なのか？」


　千絵は表情を消して、わずかに首肯した。





　　　　◆◆◆◆◆





　朝日が完全に地平から離はなれ、街まち並なみに残る朝あさ靄もやを掃はき清きよめつつあった。茜あかねは口を大きく開けて、かじかむ指に息を吐はきかけた。ここ数日寝ね不ぶ足そく気ぎ味みだった。朝の陽光が瞳ひとみに痛い。


　茜がいるのは葛根東高校の手前にあるビルの屋おく上じようだった。そこからは校門をくぐる生徒たちが一いち望ぼうできる。土曜日の午前六時五十分。まだ始し業ぎよう時間まで間まがあるので、登とう校こうする生徒の数もまばらだった。


　──うう。寒い。


　茜は肩かたを震ふるわせてコートの襟えりを寄せた。


　物部景の登校ルートはわかっている。茜は定てい期き的に双そう眼がん鏡きようをのぞきながら、登校する男子生徒の顔を確認していた。朝の六時から張り込んでいるが、いまのところ姿すがたは見えなかった。


　ちらりと隣となりの同行者に目をやる。


　ディンゴは貯ちよ水すいタンクを支ささえるコンクリートの段差に腰こし掛かけ、ゆっくりと煙草たばこを吸すっていた。あまり寒さを感じていないのか身じろぎ一つしない。


　いつになく無口だった。機き械かい的に煙草を吸って煙けむりを吐いている。根本まで吸い尽つくすと、足あし下もとに捨すてて、次の一本に火を点つけるという動作を繰くり返していた。普ふ段だんの有あり余あまる元気がない。


　もうこうして互たがいに無む言ごんの時間が三十分以上続いていた。茜は何度も話しかけようとしてはきっかけをつかめずにいたが、さらに何度か横目で見てから、とうとう口を開けた。


「……ねえ」


「……あ？」


「来ると思う？」


「だから張ってんじゃねえの？」


　冷れい淡たんに言う。突つき放はなすような口く調ちようにムッとしたが、すぐに考えを改あらためた。


　──こいつ、緊きん張ちようしてるのかね？


　当然しているだろう。ディンゴとて実力はあるだろうが、もし相手がウィザード本人となれば格が違う。口では強がってみても、いざ対面するとなれば緊張するのが普通だ。


　そう思うと、でかい図ずう体たいを強こわ張ばらせたまま煙草ばかりふかしているディンゴが、いままでになく子供っぽく見えた。もともと互いによく知った仲間ではない。自分の前では調ちよう子しのいいところばかり見せているが、カイムと二人のときは案外こんな風ふうに黙だまっているのかもしれない。


「大だい丈じよう夫ぶよ」


「……？」


「この位置関係だもん。こっちのことはばれないわ。遠くから見るだけだから、たいしたことないって」


「何言ってんだ？」


「何って──だから、リラックスして行きましょうって言ってるの」


　ややわざとらしかったが、茜は気楽に言って先せん輩ぱい風かぜを吹ふかせた。思い出してみれば、この第サ三ー世ド代・細セ胞ルの立場でいうと、自分は彼より経けい験けんが長いのだ。


　するとディンゴは怪け訝げんに眉まゆをひそめ──それから突とつ然ぜん腹を抱かかえて大笑いした。


　予期せぬ反はん応のうを受けて、最初茜はぽかんとした。


「ど、どうしたのよ、突然」


「どうしたってお前──ぎゃはははは！」


　さっきまでの黙もく然ねんとした様さまが噓うそのように、ディンゴは大たい笑しようした。それも、腹を抱えて身を捩よじり、ブーツを踏ふみならすという遠えん慮りよ会え釈しやくもない馬ば鹿か笑いだ。茜は仰ぎよう天てんし、それから腹を立てた。


「何笑ってんのよ。何がそんなにおかしいわけ？」


　茜が赤くなって怒ど鳴なると、ディンゴはいよいよ笑い声に拍はく車しやをかけた。笑いのボルテージが上がるのに比ひ例れいして茜の機き嫌げんもレッドゾーンに跳はね上がった。こみ上げる憤ふん激げきに声が裏うら返がえった。


「いい加か減げんにしなさいっ。な、何よ、その態たい度どは。あなた、頭変なんじゃない？」


　指を突つきつけて唾つばを飛ばす。茜が本気で怒おこっているのを理り解かいしたのか、ようやくディンゴは息を乱みだしながら「ワリイ、ワリイ」と謝あやまった。


「ったく……何考えてんのよ。馬鹿じゃないの!?」


「悪かった。謝るよ。しかし──」


　とディンゴは笑い過ぎて涙なみだの浮うかんだ目で茜に笑いかけた。


「ずいぶん頭の切れる姉ねえちゃんだとは思ってたけど……可愛かわいいな。お前」


　臆おく面めんもなくディンゴが言う。もはや返す言葉もない。話しかけたことを激はげしく後こう悔かいしながら、茜は後うしろを向いて監かん視しに戻もどった。


　──なんなのよ、この男は！


　煮にえくりかえる思いを嚙かみしめ、茜は双そう眼がん鏡きようで校こう舎しやを見た。荒い鼻はな息いきを何とか押さえつけ、気を紛まぎらわせるように確かく認にん作さ業ぎようを進める。校門から登校ルートを辿たどり、歩いている生徒の顔を一人一人確認していった。


　と、手の動きが止まった。


　──あれは。


　素す早ばやくピントを合わせる。レンズ越ごしに動く像が鮮せん明めいになった。写真の顔だ。間ま違ちがいない。


　荒れていた胸きよう中ちゆうが速すみやかに収おさまり、逆に弦げんの如ごとく張りつめた。


「来たっ。彼よ」




[image: ]


　物部景は一人で登校してきた。


　うつむき気ぎ味みの姿し勢せい。規き則そく正しい歩ほ幅はば。歩きながら思し索さくにふけっているような表情といい、声をかけるのをたじろがせる雰ふん囲い気きといい、予想通りの人物像だ。足取りはしっかりしているが、顔には疲ひ労ろうの色が濃こい。もし彼がウィザードなら三日前にはＤＤを相手に大だい乱らん戦せんを演じているわけだから、その疲つかれが残っているのだとも考えられる。


「どいつだ」


　と、馬鹿笑いの余よ韻いんを消したディンゴが、茜の隣となりに顔を寄せる。茜は双眼鏡を手渡して、目もく標ひようである物部景の位置を教えた。


「体格的には『テアー・チェイン』に現あらわれたウィザードに似にているわ。どう？　彼は悪オ魔ー持ナちーに見える？」


　逸はやる気持ちのまま茜がディンゴの袖そでを引ひっ張ぱった。ディンゴは渡された双眼鏡をのぞき込こんでいたが、「あれか」と景を視し認にんすると、ゆっくりと双眼鏡を外はずした。


「わかった？」


　と茜が尋たずねる。ついに核かく心しんに迫せまれると思うと、柄がらでもなく声が弾はずんだ。


　すると──


　ディンゴは一いつ瞬しゆん茜を振ふり返り、まさにこれからスイッチを押そうとしている爆ばく弾だん魔まのような笑顔を見せた。


「すぐにわかる」


　興こう奮ふんが冷さめた。


「待って、あなた何する気？」


「こうするのさ」


　ディンゴは言い放はなつと口にカプセルを放ほうり込んだ。


　嚙かみ砕くだき、のみ下くだす。


　大おお柄がらな体たい軀くがビリビリと震ふるえ、黒い瞳どう孔こうに血が溶とけたような赤色が混まざった。


「ちょっと！」


　茜が半歩身を引く。


　ディンゴは彼女には構かまわず、目標へと視し線せんを向けた。ディンゴの体内のうねりが、身体からだを突つき破やぶって周しゆう囲いの空間まであふれ出た。


「こいつを躱かわせるのは市内で数人。もし奴やつがウィザードなら必かならず反はん応のうする」


「待ちなさい！　もし違ちがってたらどうする気よ！」


「一いつ般ぱん人じんならその場で気き絶ぜつ。並なみの悪あく魔まなら病院直ちよつ行こうだ」


　冗じよう談だんじゃない。だが、茜の舌したは痺しびれたようにいうことを聞かなかった。


　次の瞬間、ディンゴの発する気け配はいが膨ふくれあがった。力の波は動どうが渦うずを巻き、ディンゴの黒い癖くせ毛げが風ふう圧あつで舞まい上がった。


　カプセルをのんでいない茜には、彼の悪魔を見ることはできない。だがそれにもかかわらず、いま彼の傍かたわらに、何か巨きよ大だいな生物が現げん出しゆつしたのが感じとれた。


　コーヒーショップで見たカイムを連れん想そうした。だが、あれとは決定的に何かが違う。あのとき感じた恐きよう怖ふと嫌けん悪おがないのだ。


　子供の頃ころ感じた幼おさない感かん覚かくが脳のう裏りを過よぎった。あれはサファリパークでライオンを見たときに感じた感覚だ。目の前のガラス板を、悠ゆう々ゆうと横切る艶つややかな四し肢し。冷れい淡たんな双そう眸ぼう。鋭するどい牙きば。軽けい快かいで、しかも重みのある動作。あのとき幼い茜は、写真やブラウン管かん越ごしではなく、同じ時間、同じ場所に存在する自分の何倍も強力な生せい体たいに、ただ打たれて戦せん慄りつしていた。


　これは畏い怖ふの念だ。


「見み極きわめろよ、デルタ！」


　ディンゴが吼ほえる。同時に、彼の呼よび出した存在も吼えた。近きん距きよ離りで大たい砲ほうが発はつ射しやされたように、身体を浮うかすほどの衝しよう撃げきが来て気配が消えた。


　茜はビルの金かな網あみにしがみついた。


　物部景の姿すがたが小さく見えた。その姿が大きく揺ゆらいだ。


　海外のニュースで、狙そ撃げきされた瞬間の報ほう道どうを見ているような気分だった。景はとっさに両腕うでで頭部を庇かばった。その足あし下もと。朝日に長く伸のびた彼の影かげが、瞬時、異い様ような動きを見せた。


　──あ！


　目の錯さつ覚かくか？　そうかもしれない。瞬まばたきする間の出で来き事ごとだった。景の影が伸しん縮しゆくし、まるで主あるじを庇うように地面から浮き上がって見えたのだ。


「反応した……」


　景は攻こう撃げきを受けたまま立ち竦すくんではいなかった。鞄かばんを放ほうり出して身を低くし、その態たい勢せいのまま迷まようことなく車道を横切って物もの陰かげに身を投げた。


　側そばにいた二人の女子高生が啞あ然ぜんとして景を見ている。同じ高校の生徒だ。だが景は他者の目など気に留とめていなかった。彼の方ほう針しんからして目立った行動は避さけたいはずだが、そんな状じよう況きようではないと、あの一瞬の攻撃で悟さとっているのだ。


　──しかもあの位置。あれは死し角かくだ。こちらの攻撃位置をつかんだ証しよう拠こ。


　それだけではない。あの場所は死角だが日の当たる位置だ。つまり影のできる場所である。


　早朝、まだ頭の回り切らない時間帯にしかけられた襲しゆう撃げきだ。それも毎朝なんの不安もなく通学してきたルートでの待ち伏ぶせであり、完全に意い表ひようをついた一撃。その一撃に、物部景はこれ以上なく的てき確かくに反応してみせた。


「……クロだな」


　すでに瞳ひとみの色が戻もどったディンゴが、何事もなかったかのように煙草たばこに火を点つけた。


　茜はつばを飲んで首しゆ肯こうした。


　ウィザードを見つけた。


　次の問題は彼をどうするかだ。





　　　　４





　彼女はすぐに呼よび出しに応じた。場所は郊こう外がいにある大型アウトレット・モールの一いつ角かく。時じ刻こくは夜の九時を回ろうとしていた。


　店は一時間前に閉へい店てん時間を過ぎ、客はとうに姿すがたを消している。店員も残っていないだろう。敷しき地ち面めん積せきの広い大型店だけに閑かん散さんと感じられた。


　梓と千絵は、店内に入る正しよう面めん入り口からもっとも離はなれた駐ちゆう車しや場じようの片かた隅すみにいた。


　国道沿ぞいの歩道へと続く幅はば広い遊ゆう歩ほ道どう。その両端には大小の植うえ込こみが並ならび、中央に一定の間かん隔かくで外がい灯とうが設せつ置ちされている。各外灯の下にプラスチック製のテーブルが一つ、椅い子すが四脚きやく、コンクリートに固定されて、休きゆう憩けい用のスペースとして利用できるようになっていた。二人がいるのは、その中の一つである。


　日が落ちてすでに三時間。夜空には星が点々としていた。


　梓は外灯の明かりで腕うで時ど計けいを確かく認にんした。このアウトレットは菫すみれの入院している病院から徒と歩ほ十分の位置にある。菫の病びよう棟とうの消しよう灯とう時間は午後九時。


　彼女は九時十分ちょうどに現あらわれた。


「いま私たちの仲間が警けい察さつの方と一いつ緒しよに菫さんを保ほ護ごしているはずです」


　と千絵は開かい口こう一番切りつけた。


「事情はすでに話してあります。自じ首しゆしてください」


　新につ田たつぐみは、椅子に座すわるどころか、一言喋しやべる猶ゆう予よもなく突つきつけられた勧かん告こくに、二の句が継げなかった。文も字じ通り開あいた口が塞ふさがらないといった様よう子すで棒ぼう立だちになった。


「何を言ってるの、あなた。いきなりこんな場所に呼びつけたかと思ったら、急にそんな訳わけのわからないことを──」


「訳はわかっているはずです。つぐみさん」


　それは、まず千絵がすることのない冷れい徹てつな口く調ちようと眼まな差ざしだった。


「セルネットの幹かん部ぶ。おそらく第二世代細胞セカンド・セルに属する構こう成せい員いんで、コードネームは『カイム』。菫さんをあんな目に遭あわせたのはあなたです」


　無む駄だな修しゆう飾しよくを省はぶいて単たん刀とう直ちよく入にゆうに弾だん劾がいする。


　つぐみは何か言いかけ──結局口を閉ざした。代かわりに、嘆なげかわしいと言いたげな振ふる舞まいで首を振ふり、ため息をついた。


「まったく、なんてことだ。ひどい探たん偵ていもいたものだな」


　ガラリと態たい度どを変え、つぐみは芝しば居いがかった仕し草ぐさで長い黒くろ髪かみをかき上げた。


「これでもいろいろ君きみとの受け答えをシミュレートしてきたんだよ？　何しろ探偵の解決シーンに居い合あわせる機会などそうは得えられないからね。年とし甲が斐いもなく胸むねを弾はずませていたのに。そんな味あじ気けない指し摘てきがあるかい？」


　つぐみは斜しやに構かまえて足を交差させ、備そなえ付けの椅子の背に手をかけた。身を乗り出す体勢で千絵に流し目を送った。


「つれない女ひとだ」


　冷たい艶えん笑しようがつぐみの美び貌ぼうを引き立てる。


　次の瞬しゆん間かん、つぐみはくるりと身体からだを回転させると、千絵の正しよう面めんの椅子に腰こし掛かけ、軽かろやかに足を組んだ。そして細長い指と指を交差させ、重かさなった膝ひざの上に置いた。


「まあいい。まだ、お楽しみがなくなったわけじゃない」


　と千絵と梓に向け、社しや交こう的てきな微び笑しようを見せた。


　嫌いやみな仕草が絵になる女性だった。病室で会ったときは座すわっていたので実感がわかなかったが、女性としては相当な長身だった。スレンダーな体型は妹いもうとに似にているが、手と足がスラリと長い。ファッション・モデルに多い容よう姿しといえた。


　彫ほりの深い美貌に滝たきのような黒い長ちよう髪はつがかかっている。唇くちびるに乗せた微笑は計算され尽つくした魅み力りよくを振りまいているが、二人を見み据すえる双そう眸ぼうは、は虫ちゆう類るいのように異い質しつで無む機き的だった。


　──この女が『カイム』。


　梓が敵てき意いを込こめて直ちよく視しすると、つぐみはにらみ返すどころか艶あでやかな一いつ笑しようを投げた。


　梓は唇を嚙かんだ。彼女も悪あく魔まを使う可能性が高い。そのときはカプセルをのまれる前に取り押さえなくてはならない。


「さて、セオリーに則のつとり、犯はん人にんから質問させてもらうよ。そうだな。いつから気づいてたんだい？」


　つぐみは茶ちや化かすように質問した。千絵は素そっ気けなく「最初から」と答えた。


「菫さんの病室に入ったとき、私は正しよう直じきショックを受けたわ。彼女の姿すがたがあんまり痛ましかったから。でも次に違い和わ感かんを感じた。どうしてこんな姿を晒さらしたままにしているんだろうって。普ふ通つうならシーツの一枚でもかけるはずよ。しかもあのときは、ちょうど窓まどから西日が差し込んで、彼女に直接当たってた。なのに、あなたはベッドのすぐ横にいながら、何もせずじっとしてた。最初は放ほう心しんしているのかと思ったけど、そうじゃない。あなたは、あんな姿になった菫さんを鑑賞してたんでしょ？」


　抑おさえに抑えた言葉のあちこちに、鋭えい利りな憤いきどおりが閃ひらめいていた。


　つぐみは全まつたく動じた様よう子すもなく、相あい変かわらずの気き取どった身み振ぶりで肩かたを竦すくめた。


「鑑かん賞しよう、というより装そう飾しよくかな。ちょっとシュールで良かっただろ？」


　ガタッ、と梓が腰を浮うかせた。握にぎりしめた拳こぶしがテーブルの下から飛びかかる直前に、「梓さんっ」と千絵が制止した。つぐみは激げつ高こうする梓に粘ねん着ちやく質しつな視し線せんを向けた。


「妹でしょ！」


「出で来きの悪い妹だ。それでも可愛かわいくてね。気に入ってもいない者に、あんな手て間まはかけない」


　平然と答えて、つぐみはまた千絵に視線を戻もどした。


「質問の続きをいいかな？　その第一印いん象しようだけで、ここまで調べ上げたわけじゃあるまい」


「あなたに襲おそわれる前、私たちは菫さんと会って話をしたわ。そのとき別れ際ぎわに『カイム』という言葉を聞いたの。別れたあと、すぐにいろんなデータベースにアクセスして検けん索さくしたら、一つ興きよう味み深いヒットがあった。『カイム』というのは、『偽エノク文書』や『地じ獄ごくの辞典』に登場する悪魔の名前で、その悪魔は上級魔ま神じんにして三十の軍団を指し揮きする地獄の大だい総そう裁さい。そして普ふ段だんは『鶫ツグミ』の姿をしている、というものよ。それが頭にあったから、あなたの名前を聞いたときに、もしかしてって思った」


「なんと。じゃあ、私のコードネームは菫から？」


「ええ」


　千絵が肯こう定ていすると、つぐみは目をくるりと回して舌した打うちした。


「ほらね。出来の悪い妹だ。いくらなんでも早過ぎると思ったんだよ、まったく。──で、他ほかには？　この際、私にたどり着つく手がかりとなったものは全すべて教えて欲ほしい。私も君の推すい理りが正しいかどうか偽いつわらずに答えよう」


　膝ひざの上で組んだ指を上下に組み替かえながら、つぐみはビジネスライクな喋しやべり方で提案した。


　上うわ辺べの態たい度どだけ見れば、紳しん士し的てきとさえいえる。しかし梓は彼女との会話に耐たえ難がたい嫌けん悪おを覚おぼえていた。千絵もそうだ。つぐみが口を利きく度たびに、ポーカーフェイスを装よそおう表情の下から、怒いかりと侮ぶ蔑べつが突つき上げてくるのが、瞳ひとみの奥に見て取れた。


　それでも千絵はつぐみの提案に従したがって自分の考えを披ひ露ろうした。


「疑問だったのは、菫さんがどこで暴ぼう行こうを受けたのかという点。あのとき病室であなたから聞いた質問は、すべて警けい察さつの知り合いに裏うらを取ったわ。あなたの言ったとおり、菫さんの服装に目立った乱みだれはなく、汚よごれた様よう子すもなかった。擦すり傷きずや打だ撲ぼくもなく、言うことを聞かせるために振ふるった暴力の跡あとは何もなかった。もし彼女が拉ら致ちされ、他の場所で暴行を加えられたあと家の前に放ほう置ちされたとすると、これは不自然よ。かといって、その場で襲うのは、いくら人通りの少ない通りといえども目もく撃げきされる危き険けん性せいが大きいから、これも不自然」


「……ふふ。なるほど。じゃあ菫はどこであんな目に遭めったのかな？」


「自宅の中でよ。自宅前の道路に倒たおれていたというのはあなたの証しよう言げんに過ぎない。あなたは玄げん関かんに倒れている菫さんを発見し、家に入れて通報したと言ったわ。でも、両手両足を折られた状じよう態たいの菫さんを、衣服に乱れも作らずに一人で運ぶなんて不可能よ。菫さんは自分の足で自宅のドアをくぐり、コートを脱ぬぎ、そのあとで骨を折られたんだわっ。違う？」


　千絵がキッとつぐみに問い質ただす。


　つぐみは肩を震ふるわせ、くつくつと笑った。


「違わない。続けて」


「あなた、菫さんはカプセルを持ってなかったと言ったわ。そんなはずない。あの晩、『テアー・チェイン』ではカプセルパーティーが行おこなわれてたの。あのとき錯さく乱らんしていた彼女は、カプセルを何錠じようかジーンズのポケットに入れた。だから彼女はカプセルを持っていたはずなの。警察に見つかる前に、あなたが処しよ分ぶんしたんでしょ」


「ああ、そうだね。あれも噓うそだ。まあ、君がそんなことまで知ってるとは思わないからな。致いたし方ないさ」


「まだあるわ。あなたはカプセルというドラッグのことを『警察に聞くまで知らなかった』と言った。なのに、その直前の『カプセルは持っていたか？』という質問に対し、『なかった』と答えた。それも、『警察が到とう着ちやくする前に調べて、なかった』ってね。明らかな矛む盾じゆんだわ」


「おっと」


　とカイムは舌したを出した。


「そういえば言ったな。これは確たしかに私の失点だ。あの不ぶ躾しつけな質問は誘ゆう導どう尋じん問もんでもあったわけか。やるじゃないか」


　事実感かん心しんしているかのような言い草だった。


　千絵がグッと奥歯を嚙かんだ。


「……いい加か減げん、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れそうだわ。そんな、人を馬ば鹿かにする話し方しかできないわけ？」


「悲しい誤ご解かいだな。評ひよう価かしているんだよ。それより次に進もう。いわゆる動どう機きだ。私が可愛かわいい妹に罰ばつを与あたえた動機はいったい──」


「あなたが背そむかれたからよ！」


　バン、と千絵がテーブルに手のひらを叩たたきつけた。


「あなたは菫さんをスパイとしてＤＤに潜もぐり込ませた。でも彼女はあなたを裏うら切ぎった。彼女は身内であっても冷れい酷こくで残ざん忍にんなあなたではなく、敵てきであるにもかかわらず頼たよってきた彼女を保ほ護ごして優やさしく扱あつかった甲か斐い氷ひよう太たに惹ひかれたのよ。あなたはそのことに気づいて、彼女を拷ごう問もんにかけたんでしょ。彼女に対する仕打ちは、裏切り者に対する制せい裁さいと私し怨えんだったんじゃない!?」


　もし茜あかねがこの場にいたら、ああっと手を打っただろう。茜はカイムが菫を襲おそった理由を、ウィザードを誘おびき出すための千絵への挑ちよう発はつと読んだ。だがそれだけではなかったのだ。いやむしろ、実じつの妹が自分を裏切り、長年敵対している男についたことこそが、菫への非ひ道どうな仕打ちの本当の理由だった。千絵の指し摘てきに、つぐみの仮か面めんが割われ、苦にが々にがしい怒いかりと憎にくしみが浮うき上がったことが、何よりの証あかしだった。


「あの恩おん知しらず──」


　つぐみは怨えん嗟さを込めて独どく白はくした。


「本ほん来らいなら松崎祐ゆう子こと同様の道を辿たどるところを救すくってやったのだ。それを仇あだで返すとは……まさに飼かい犬に手を嚙まれたわけだよ」


　つぐみは憤ふん然ぜんと椅い子すの背に身を傾かたむけた。


「どうしてやろうかと手ぐすね引いていたところに、今度の件が持ち上がった。いい機会だからズタズタにしてやるつもりで待っていたんだが──やはり妹だからね。ブルブル震ふるえているのを見ると、ついつい情なさけ心が出てしまった。それであれが一番可愛くなるように、生なま意い気きな手足を折ったのさ。ほんとは舌も切り取るつもりだったが、私はあれの声がお気に入りでね。代かわりに、心をカリコリと手て加か減げんしながら嚙んでやった。嚙み潰つぶしてしまわずに骨こつ格かくだけ砕くだく要よう領りようだ。一晩かけて丁てい寧ねいにな。そしたらほら──良くなっただろ？　籠ろう鳥ちようの可か憐れんさと剝はく製せいの造ぞう形けい美びがマッチした感じがとても良いじゃないか」


　つぐみが瞳ひとみに狂きよう気きを輝かがやかせて二人に賛同を求めた。梓は喉のどの奥で呻うめいた。


　──本気で言っている。


　背せ筋すじがぞっとした。見れば、さしもの千絵も顔を青くしている。


「さて、これで話はあらかた終わりかな。今度は犯人こちらが攻せめ手だ」


　真まっ赤かな舌先が唇くちびるを舐なめた。


「君たちの話を聞いて、この会かい合ごうの意味がわかったよ。どうしてわざわざこんな場を設もうけたのか……まあ、予想は付いていたが、探たん偵てい諸しよ君くんはどうやら肝かん心じんの物ぶつ証しようをお持ちでないらしい。それで私の口からじかに真しん相そうを喋しやべらせたかったんだね」


　ニヤリ、とつぐみが笑う。


　千絵と梓に緊きん張ちようが走った。その通りなのだ。いまの会話は全すべてＩＣレコーダーに録ろく音おんしている。この証言を引き出すために、二人はあえて危き険けんを冒おかしたのである。


「いや、うかつだった。当然私の台詞せりふは録音してしまったのだろうね。となるとこれは、素す直なおに帰すわけにはいかないな」


　つぐみはわざとらしく額ひたいに手を当てて嘆なげいてみせた。


　──なるほど。承しよう知ちの上での自じ白はくだったわけね。


　もとより二人を始し末まつするつもりで現あらわれたのだ。だからこそ、あれほど口が軽かったのである。


　梓が腰こしを浮かせて戦せん闘とう態たい勢せいに入った。だが、梓が動くより先に千絵が牽けん制せいした。


　携けい帯たい電話を取り出し、


「動かないで。いまこの電話は、菫さんの保ほ護ごに向かった仲間と繫つながってるわ。警察も同行してるから、もう手て遅おくれよ。いまさら私たちの口を封ふうじたところで結果は変わらないわ。これ以上、罪つみを重かさねる気？」


「フフフフ──下へ手たなブラフはやめたまえ。君が警察内部でどのような評ひよう判ばんかは心こころ得えている。たとえ一いち目もく置いている刑事がいたとしても、物証もなく、被ひ害がい者しやから身内を隔かく離りするわけがなかろう」


　動じる気け配はいとてなく言い放はなち、つぐみは一いつ挙きよ動どうで立ち上がった。漲みなぎる余よ裕ゆうが動作を大きくし、つぐみの身体からだを倍にも膨ふくれあがったように見せた。


「仲間が妹の元にいると言ったな。それは水原勇ゆう司じのことか。それともウィザードか？」


　──！


　なぜ知っている。そう顔に出たのだろう。つぐみが愉ゆ悦えつを浮かべた。


「ビンゴか。ようやく菫も役に立ってくれた」


「どうして水原の名前を知ってるの！」


　千絵が椅い子すから立ち、後うしろに下がりながら尋たずねた。


「なんだ。仲間っていうのは水原勇司の方か。まあ、君らをつるし上げればウィザードも出てくるだろう。余よ興きようとしてもちょうどよい」


「ウィザードになんの用!?」


　梓が叫さけんだ。つぐみが梓を見み下おろす。千絵も思わず梓を振ふり返った。


「なんの用だと？　もちろんデートの誘さそいさ。松崎祐子や倉沢麻里奈では釣つり合わないだろ」


　つぐみの瞳ひとみが細められた。薄うすくなった両目が、まぶたの奥で赤く発はつ光こうした。


「異い議ぎがあるのか、姫木くん」


　ただの眼がん光こうに威い圧あつ的な圧あつ力りよくがかかっていた。


「──くっ」


　──飲まれちゃ駄だ目めだ。


　梓は一度下したっ腹ぱらに力をため、それを爆ばく発はつさせるようなイメージで身体を動かした。椅子をよけてテーブルの外側へ。レコーダーを持っている千絵から、自分に注意を引きつけなくてはならない。


「千絵っ、行って！」


「わ、わかったわ」


　話し合いで決けつ着ちやくがつかなかった場合は、千絵がレコーダーを持って警察に駆かけ込む手て筈はずだ。その時間を稼かせいでから、梓も無む理りせずに撤てつ退たいする。そうするよう、梓から提案したのである。


　両手をジーンズに入れて面おも白しろそうに突つっ立っているだけのつぐみに対し、梓は半身になって腰こしを落とし、両手を胸むねと腰の高さまで上げた体勢で向かい合った。つぐみの動作は機き敏びんで切れがいいが、武ぶ術じゆつや格かく闘とう技ぎの訓くん練れんを受けた動きとは異ことなる。武器も持っている様よう子すはない。カプセルをのむチャンスを与あたえず、物ぶつ理り的な勝しよう負ぶで取り押さえるつもりだった。


　だが、梓の狙ねらいは甘あまかった。


　つぐみは一いつ笑しようすると逃にげる千絵に手を差し伸のべた。その手を軽く上に上げる。


　つぐみの両りよう眼がんが赤い光を強めた。同時に駆け出そうとした千絵の足が急に動きを止め、彼女は躓つまずいたように盛せい大だいにアスファルトへ倒たおれ込んだ。手にしていたバッグが千絵の手から離はなれ、植え込みに放ほうり出される。レコーダーはあの中だ。


「った！」


「千絵！」


　つぐみは馬ば鹿かにしたように鼻はなを鳴ならした。


「ほんとに何も知らないんだな、君らは。完かん璧ぺきに悪あく魔まを使し役えきする悪オ魔ー持ナちーなら、カプセルに頼たよらずとも、この程度の芸げい当とうはできる。さっきも言ったが、松崎祐子や倉沢麻里奈のような下級のジャンキーとは違ちがうのだよ」


「ちっ」


　滑すべるように前進し、つぐみの膝ひざへローキックを放はなつ。不ふ意いを突ついたつもりだったが、結果は千絵の二にの舞まいだった。前まえ触ぶれもなく軸じく足あしが空中に持ち上げられ、梓は慌あわてて受け身を取った。


「抵てい抗こうは止よせ、怪け我がするぞ。君たちは二人とも悪くないんだ。妹の隣となりに並ならべてあげるからさ」


　ニマニマとつぐみがジーンズから手を抜ぬいた。抜いた手を開けると、カプセルが現あらわれた。


　一錠じようだけ舌したに乗せ、ゆっくり口に含ふくんで嚙かみ砕くだく。


「フフフフフ」


　にやけた笑いがひどくなった。二錠目を嚙む。


「ウフフフフフフ」


　クールな美び貌ぼうが崩くずれ始めた。唇くちびるが広がり、両端が持ち上がる。切れ長の目め尻じりが下がる。目が潤うるみ、恍こう惚こつを浮うかべる。顔がん面めんが溶よう解かいするように緩ゆるんでいった。




[image: ]


　──まずいっ。


　地面に伏ふしていた梓は、決けつ死しの思いで跳はね起きた。つぐみを押し倒そうと長い足へタックルをしかける。


　つぐみの足が跳ね上がった。蹴けり足が梓の身体からだを下から叩たたき、わずかに地面から浮かび上げた。不安定な体勢で放ったとは信じられない力だった。


「げほっ」


　再ふたたび地面を這はう梓。その頭ず上じように迫せまる殺さつ気きを感じ、梓は慌あわてて横に転ころがった。直後につぐみの足がアスファルトを踏ふみつけた。


　梓は目を見張った。つぐみが踏んだ箇か所しよに亀き裂れつが走っている。


　痛みを無む視しして距きよ離りを開けた。つぐみは跡あとを追わず、立ったままこちらを眺ながめていた。


「元気がいいねえ、姫木くん」


　二人の目が合う。つぐみの両目が毒どく々どくしく赤い光を発はつ射しやした。


　──来る。


　つぐみの肩かたの上で空間が捩よじれた。そして悪あく魔まが出しゆつ現げんした。


　最初は人の背せ丈たけの二倍もある、巨きよ大だいなユリの蕾つぼみに見えた。だが、すぼまった花か弁べんはぬめりを帯おびる肉質の皮ひ膚ふに過ぎなかった。


　蕾がずるりと咲さいた。


　幾いく重えにも重かさなった花びらが、水に漂ただようひれのように空中で開いた。花びらは蛸たこの足のようにクネクネと身体を伸のばし、夜空に蓋ふたをするように頭上を覆おおっていく。


　そいつは狂くるい咲く徒あだ花ばなであり、異い形ぎようの大おお蛸だこであり、首が十もある大だい蛇じやだった。花びらの変じた触しよく手しゆは、端から端までおよそ三十メートル。地ち表ひよう十メートルの低てい空くうを泳ぐクラーケンだ。


　──ひっ。


　本能的な恐きよう怖ふが梓の心しん臓ぞうに毒を垂たらす。血の流れが急きゆう激げきに加速した。


　肉の花びらはゼリーのような半はん透とう明めいだった。星の明かりが滲にじんで見える。見上げる空の半分を占しめたクラーケンは、そこで身体を広げるのをやめた。地上に餌えさがいることを察して、ゆるゆると注意を大だい地ちへと向ける。


　──くそ、くそっ！


　大声を出して逃にげ出したかった。


　麻里奈のときにも恐怖はあったが、生せい理り的嫌けん悪お感かんという点では、こちらの方がはるかに上だ。見ているだけで吐はき気がする。菫はあれに喰くわれかけたのか？　つぐみはなんと言った。嚙かみ潰つぶしてしまわずに骨こつ格かくだけ砕くだく？　一晩かけて丁てい寧ねいに？　正しよう気きでいられるわけがない！


　梓は逃とう避ひへの衝しよう動どうを怒いかりで殺し、足を挫くじいたらしい千絵の元へと駆かけ寄った。あんな外げ道どうにやられてたまるかっ。


「千絵、逃げるよ！」


「もちろん逃げるわ。でも、あいつを……」


「それどころじゃないでしょっ。あれが見えないの!?」


「あ、あれ？」


　千絵が足の痛みに顔を歪ゆがめつつ、梓の叱しつ咤たに問い返した。


　梓は我われに返った。


　──そうだ。悪魔はカプセルをのまないと見えないんだ。


　ならなぜ自分は？　そういえば『テアー・チェイン』でも、そうだった。景けいが何か言ってなかったか。『フラッシュバック』とかなんとか……なんで自分が。


「どうしたんだあい。逃げなくていいのかなあ？」


　気がつくとつぐみは、千絵が落としたレコーダーの入ったバッグを回かい収しゆうしていた。


　目を爛らん々らんと赤せつ光こうで満たし、地じ獄ごくの大花の下に立って、つぐみ──カイムが笑い声をあげる。


　悪魔とその召しよう喚かん者しや。だが、真しんの悪魔はカイムの方だ。


「たっぷり可愛かわいがってあげるからねえ。ウフフフフ──」


　カイムは涎よだれを垂たらさんばかりに口を広げた。弱じやく者しやをいたぶることを、なんの仮か借しやくもなく快かい楽らくとして受け止める人間の顔だ。それは、相手が実の妹いもうとであっても変わらなかったのだろう。それどころか、むしろ嬉き々きとして、いたぶり抜ぬいたに違ちがいない。


　──この……！


　灼しやく熱ねつの憤ふん激げきが梓の恐怖を焼き払っていた。この女は人間のクズだ。しかし自分では敵かなわない相手だ。それがもどかしく、口くち惜おしかった。


　カイムが三つ目のカプセルを取り出した。


　が、それをのむ前に、カイムは急に笑いを引っ込めて梓たちから目を逸そらした。


　カイムが険けわしい表情で植え込みの向こうをにらんだ。頭ず上じようのクラーケンが使し役えき者しやの感情に反はん応のうして、ゆらゆらとざわつく。


「──何者だ。出てこい」


「けっ。さすがに鋭するどいじゃねえかよ」


　植え込みの奥から数人の男たちが姿すがたを見せた。


　全員薄うす笑わらいを浮うかべているが、同時に恐おそろしく殺さつ気き立だっていた。


　──まさかっ。


　梓は男たちが全員革かわジャンやレザーコートを着きているのに気が付いた。そして……一人残らず両目が赤い！


「ドラッグ・ドッグズ！」


「そういうこと」


　後うしろから返事があった。慌あわてて振り返ると、見知った男が立っていた。レザーキャップのつばを持ち上げて、「よっ」と声をかけてきた。


「あなた──ビーグル」


「悪いが見張らせてもらったぜ。ま、お前らには手は出さねえよう言われてっから安心しな」


「手を出すなって……誰だれに？」


「メール行ったろ？　『ｆｒｏｍ　Ｄ』って」


　ビーグルの台詞せりふに、千絵が意い表ひようをつかれて口を丸くした。


「そんな……あれはあなたに会う前よ！」


「出したのは俺おれじゃねえよ」


「じゃあ、誰が……」


　千絵は口を閉とざして考え込んだ。梓は訳わけのわからないまま、カイムと彼女を囲かこむＤＤの男たちへ注意を戻もどした。


　カイムは表情を消していた。先ほどまでの余よ裕ゆうはなくなっている。


「きさまら──なんの真ま似ねだ」


「あアっ!?　っなこともわかんねえかっ。テメエを喰くい散らかしに来たんだよっ」


　と先頭の男が怒ど鳴なり返した。


「テメエに喰われた仲間は一人や二人じゃねえ。それに菫の件だ。あいつがテメエの妹たあ思いもしなかったが、身内がどうあれ、あいつが仲間だったことに変わりはねえ。マジで八やつ裂ざきにしてやるから覚かく悟ごしやがれ」


「……どうしてここを」


「はっ！　バァーカ。テメエはオレらにハメられたんだよ。自分が狩かり場の真ん中に立っても、実感がわかねえか？　テメエもずいぶん汚きたねえ手を使ってくれたじゃねえか。それとも、おリコーなネットの幹かん部ぶさまは、まさか自分が罠わなにかかるとは夢ゆめにも思ってなかったってか？」


　男はカイムに毒どくづいてから指を鳴ならした。


　とたんに、十人からいるＤＤが、自分の悪魔を召しよう喚かんした。


　大小の悪魔の群むれが、声なき雄お叫たけびを上げて現げん世せに解とき放はなたれる。アウトレットの遊ゆう歩ほ道どうは一いつ瞬しゆんにして地じ獄ごくに変わった。


「な……な……」


　あまりに馬ば鹿かげた光景に、梓の頭が真っ白になった。蛇へびや昆こん虫ちゆう、獅し子しや猿さるといった実在の生物に似にたものから、血けつ管かんが絡からみつく車しや輪りんや犬けん歯しをむき出す口といった子供の落らく書がきが動いているようなものまで。悪あく夢むの産物としか思えない存在が、目の前で同じ地面に立ち、同じ空気を吸すっている。


　どの悪魔にも共通なのは、ただ一つ。カイムと彼女のクラーケンに対する凶きよう暴ぼうな敵てき意いだった。


「ウィザードは五匹ひきノシやがった。テメエはどうだろうな、姉ねえちゃん」


　カイムがぎりぎりと唇くちびるを嚙かんだ。赤く光る目が激げき甚じんな憎ぞう悪おを燃もえ上がらせている。だが同時に梓は、彼女が隠かくしきれずにいる恐きよう怖ふもかいま見た気がした。


「誰の……誰の奸かん計けいだ！」


「誰のだあ？」


　男が首を傾かたむけてニヤリと笑った。


「なもん、決まってんだろ」





　　　　◆◆◆◆◆





　物ものの部べ景をウィザードと断定したあと、茜とディンゴは速すみやかにその後の段取りを取り決めた。


「悪戯いたずらに敵てきに回すのは下げ策さくよ」


　カプセルユーザーには大たい別べつして二つのタイプがいる。一つはＤＤのようなアウトロー。社会からはみ出し、アンダーグラウンドに生きるジャンキーたち。もう一つは、セルネットに代表されるタイプ。表おもて向むきは平へい凡ぼんな社会生活を送りながら、陰かげでドラッグを楽しむユーザーである。


　後こう者しやにとってもっとも警けい戒かいすべき点が、個人情じよう報ほうの漏ろう洩えいだった。


　いま茜たちはウィザードの正体を知り、彼の個人情報を自由に公開できる立場に立った。これは彼に対し、圧あつ倒とう的に優ゆう位いなポジションを得えたということになる。しかも彼は、自分の周しゆう囲いの人間、特に姫木梓を、カプセルや悪魔といったドラッグの闇やみに巻き込むことを恐おそれている。その、彼が恐れているという事実さえも、茜たちに知られることとなった。


「さらにもう一つのアドバンテージ」


　彼は自分たちが何者かを知らない。


　昼間の顔である「物部景」に対して攻こう撃げきがあったからには、自分の正体を察した人間がいる、ということは気づいただろう。だが、それが何者なのか、彼にはわからないはずだ。この差は情報戦という観かん点てんに立つと大変に大きい。致ち命めい的てきですらある。


　もし相手が自分と同じ個人であるなら。また、せめて千絵の実じつ践せん捜そう査さ研究会のような小しよう規き模ぼのグループであるなら、相手が接せつ触しよくしてきたときに反はん撃げきに転じ、残らず口を封ふうじるという選せん択たくもあり得えるだろう。


　だが葛くず根ね市の現状を知る者なら、そんな可能性が低いことは認みとめざるを得ない。いや、そんな希き望ぼう的てき観かん測そくをするウィザードとは思えない。すぐに理り解かいするはずだ。相手はセルネットだと。


『テアー・チェイン』の直後とはいえ、ＤＤにしてはやり口が回りくどい。となれば思いつくのは祐ゆう子この事件。あれを調ちよう査さしていたネットの網あみにかかったと判断するに違ちがいない。そして観かん念ねんするだろう。セルネットに知られたのなら、情報漏ろう洩えいの遮しや断だんは不可能だ、と。


　実際には、彼の正体を知っているのは、ネットでも茜とディンゴだけだった。茜はこの件をカイムはもちろん、他の細胞にも伏ふせているのである。


「だけど、相手はそんなことわかりやしない。当然組そ織しきだって自分を追い詰つめてきたと考えるはずよ」


　ならウィザードはどうでるか？　彼は馬ば鹿かではない。


「それが無む茶ちやな条件でない限り、こちらの要求を素す直なおにのむわ」


　茜はウィザードを自分の配はい下かに細胞として取り入れるつもりだった。


　ウィザードはセルネットの賞しよう金きん首くびだが、それは必かならずしも倒たおすべき対たい象しようと決まったわけではない。以前ディンゴに言った通り、あくまで「彼の暴ぼう走そうで、悪魔の存在が公おおやけになることを防ふせぐため」なのだ。その目もく的てきさえ達せられれば、何も倒す必要はない。それどころか、あれほどの戦力を味み方かたにつけることに成功すれば、とんでもない戦せん果かといえる。


　茜はこれまで自分の細胞を持ったことがなかった。だがウィザードをコントロールするには自分の直ちよつ下かに置くのが一番いいと判断したのだ。ネット内での彼の立場を守る手しゆ段だんも用意しているし、彼を上う手まく使いこなせるのは知る限りで自分だけだという自じ負ふもあった。


　茜がそう説明すると、ディンゴは何も言わず彼女の方ほう針しんに従したがった。


　そしていま、茜はスクラップ工場にいた。


　ウィザードのマンションに、時間と場所を指し定ていした手紙を投とう函かんし、まさにこれから対面するのである。


　交こう渉しよう役は茜一人。これは、女一人が交渉に当たることで、少しでもウィザードの警けい戒かいを解とくためである。ディンゴは万一に備そなえ、積つみ上げられた廃はい車しやの陰かげで交渉を見守ることになった。


　──そろそろね。


　茜は緊きん張ちようした面おももちで、白い息をはきだした。


　時間が夜八時半というのはまだしも、場所がスクラップ工場の廃車置き場というのはベストからほど遠かった。だが、この点はディンゴが頑がんとして譲ゆずらなかったのだ。安全面はディンゴに一いち任にんしているため、茜も強くは言えなかった。


　──大だい丈じよう夫ぶ。相手は無む敗はいの古ふる強つわ者ものとはいえ、ＤＤみたいな戦せん闘とうマニアじゃない。話の通じる相手なんだから。


　廃車置き場は廃車を積み上げた鉄てつ屑くずの壁かべと、壁に挟はさまれた通り道のスペースからなる。ちょっとした迷めい路ろのようだった。ところどころに古びた電でん柱ちゆうがあって、電でん灯とうが光を投げている。


　茜は塗と装そうの剝はげた単たん車しやを倒し、座席のシートに腰こしを下おろしていた。


　時間を確かく認にんし、地面に視し線せんを落とす。そのままもう一度頭の中で、ウィザードとの会話をイメージしてみた。と、その下を向いた視界の隅すみに、青い布地とブーツのつま先が見えた。


　目を上げると、目の前にウィザードがいた。


　つい先日までは噂うわさにしか聞いたことのなかった青いウィンドブレーカーをまとい、フードですっぽりと顔を覆おおって幽ゆう鬼きのように立っている。その姿すがたは物部景と呼よぶには相応ふさわしくなかった。現あらわれたのはウィザードだ。


「あ」


　──出た。


　まさしく「出た」という感じの出しゆつ現げんだった。気が付くと、ほんの二、三メートル先に、空気も動かさずに立っていたのだ。


　目の前に立たれると、身にしているウィンドブレーカーのサイズが大きすぎるのがよくわかった。足先以外は完全に隠かくれてしまい、まるでコートそのものがストンと立っているような印いん象しようを受ける。この薄うす闇やみの中、灰はい色いろの背はい景けいから浮うかび上がる、鮮せん烈れつなブルーのゴーストだ。


「あ──あなたが」


「僕ぼくを知ってることはわかってる。君が手紙を書いたんじゃないのか」


　ウィンドブレーカーを微かすかに揺ゆらして、目の前の人物が喋しやべった。声は同年代の男の子のものだ。茜はようやく普ふ段だんの思し考こうをスタートさせた。


「そうよ。といっても、書いたのは私じゃないわ」


「君は誰だれだ」


「『デルタ』と呼んで。意味、わかるわよね？」


「……第サ三ー世ド代・細セ胞ルか」


「その通り。ひょっとして予想してた世せ代だいより上だったかしら？　ネットはそれだけあなたのことを高く買って──」


「なぜセルネットが嚙んでいる」


「……え？」


　予想外の答えだった。まさか彼は、セルネットの介かい入にゆうに気づいてなかったのか？


「あら──少し考えればわかることでしょう。こんな真ま似ねができる組そ織しきが、他に存在すると思う？」


「…………」


　回かい答とうはなかった。フードに隠れているため、ウィザードの表情が読めない。


　──本人……よね？


　体型からして物部景に間ま違ちがいないと思うが……それにしてはこの手て応ごたえのなさはなんだろう。相手が鈍にぶいというのとも少し違う。嚙かみ合っていないのだ。何か、二人の間に大きな齟そ齬ごがあるような気がする。


「手紙を書いたのは君じゃない？」


「それはだから──」


　──あっ、まさかディンゴの奴やつ、何か余よ計けいなことを書いたんじゃ！


　やけに大人おとなしく従したがったと思えば、こんなところでスタンドプレーをしでかしたのか。茜はそう思って青くなった。そしてウィザードの次の台詞せりふを聞くと、絶ぜつ句くして耳を疑うたがった。


「甲斐はどこだ？」


「…………は？」


「甲か斐い氷ひよう太たはどこにいる」


「な、何を言って……」


　この時点で茜は完全に混こん乱らんした。訳わけがわからない。いったい全体、何がどうなって……


「ぎゃはははははははっ！」


　突とつ然ぜんの馬ば鹿か笑いが、息を潜ひそめて行おこなわれていたウィザードと茜の会話をぶち壊こわした。


　茜が振り返ると、背はい後ごの廃はい車しやの山に、敏びん捷しような人ひと影かげが一つ、ひらりと飛び乗った。


「いやいやいや。おもしれー見せ物だったぜ。もちっと見てたいけど、あんまやるとデルタがヘソ曲げちまうからなあ」


　ディンゴだった。こんな登とう場じようは、もちろん打ち合わせにない。


　怒ど鳴なりつけようと顔を上げた茜は、ディンゴの姿すがたを見て喉のどを詰つまらせた。


　そこにいるのは紛まぎれもないディンゴだったが、馬鹿で粗そ野やなチンピラ風の見知ったディンゴとは違っていた。


　癖くせの強い黒くろ髪かみが微び風ふうにそよいで揺ゆれている。ぎらぎらと輝かがやく瞳ひとみは、挑ちよう戦せん的てきに眼がん下かの二人を見み下おろしていた。唇くちびるに浮うかぶのは自信に漲みなぎるふてぶてしい微び笑しよう。身体からだ全体から、他を平ひれ伏ふさせてでも我がを通す、強きよう烈れつな覇は気きを発散していた。


　ディンゴは黒くろ革かわのジャンパーを着きていた。以前ＤＤを装よそおったときの物とは違う。銀色に輝く鋲びようや鎖くさりの飾かざられた漆しつ黒こくのジャンパーだ。なめらかに光る革ジャンに、ディンゴは悠ゆう然ぜんと腕うでを通していた。その様さまには、まるで王がマントをまとうような威い風ふうがあった。それも、武ぶに拠よって立つ王の威風だ。


「甲斐か」


　ウィザードがフードを取った。


　甲斐氷太は膝ひざを曲げてしゃがみ込み、嬉うれしそうに手を挙あげた。


「ぃようっ、ウィザード。捜さがしたぜ」










　Ｖ章　火ひ蓋ぶた
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　──何……何言ってんの、こいつら……


　なんでディンゴとウィザードが知り合いなんだ。ディンゴが甲か斐い氷ひよう太たって……どうして、そんな……


「ふん」


　ウィザード──景は鼻はなを鳴ならすと、廃はい車しやの山に腰こし掛かける甲斐に向けて手紙を突つきだした。和わ紙しに墨すみで書かれた手紙には、呆あきれたことに『果はたし状』とある。


「地図には地名を書き込め。こんな線と矢や印じるしだけでわかるか」


　景けいの非ひ難なんを受けると、甲斐は逆に喜よろこんだ。膝ひざを立てて座ったまま、その膝の上にのせた腕うでをぶらぶら揺ゆらして得とく意いげに解かい説せつする。


「クックック。浅い。浅いぜ、ウィザード。そりゃあ、あんまり早く来れないようにわざとそうしたんじゃねえか。何しろお前は、小こ細ざい工くが好きだからよ。つまらねえトラップとか仕し掛かけられちゃ面めん倒どうだろ」


「少しは学習したわけか」


「お前の方こそ。あんなちゃちな罠わなばっか凝こってねえで、たまにはこう、真まっ正しよう面めんからかかってきやがれってんだ」


「戦せん術じゆつの違ちがいだ。そのちゃちなトラップがお前の連れん勝しよう記き録ろくをストップした」


「ダアッ。あんなの納なつ得とくできるか！　だからこうしてリベンジしようと長い道のりを歩いてきたんだろうがっ。やり直しだ、やり直し。ハンデなしで頭からきちんとケリをつけようぜ」


「僕ぼくはもうお前に用はない」


　と景は両手を上げた。


「降こう伏ふくする。お前の勝ちだ」


　平然と負けを宣せん言げんする景に、甲斐は情なさけない顔でため息をついた。


「……なあ。もうちょっと真ま面じ目めにやってくれよ。俺おれにしてみりゃ、近きん来らい希まれに見る盛もり上がりなんだからよお」


「知ったことか。第一、まともにやれば僕に勝ち目はない。お前のデタラメな強さは、誰だれよりも身に染しみてる」


「これだよ」


　と大げさに天を仰あおぐ。


「お前なあ。ＤＤの甲斐氷太ともあろうもんが、直接出で向むいてバトル申し込んでんだぜ？　普ふ通つうはこう、挑ちよう発はつされたらよ。上じよう等とうだー、かかってこいやあー、とかって受けて立つみたいなさ。そのー、悪オ魔ー持ナちー同士の了りよう解かいっつーか、シキタリってもんがあんだろうがよ。ええ？」


「知らない」


「……ったく、泣けてくるね」


　盛せい大だいに嘆なげいてみせる甲斐だったが、その態たい度どと裏うら腹はらに、非常な上じよう機き嫌げんなのは傍はた目めにも明らかだった。はしゃいでいるといってもいいほどの浮うかれぶりである。


　一いつ方ぽう、一人取り残されていた茜あかねは、ようやく運転を再開した頭ず脳のうで、自分の周しゆう囲いで現在進行中の問題を理り解かいしようと躍やつ起きになった。だが、疑問と疑問が誘ゆう爆ばくし合い、ろくに前へ進まない。


　そんな茜に、景がもう一度注意を向けた。


「なぜ第サ三ー世ド代・細セ胞ルがここにいる」


「ぬはは。驚おどろけ。実はいま、俺も第サ三ー世ド代・細セ胞ルだ。その名も『ディンゴ』。なんと、あのカイムの手下だぜ」


「奴やつの？」


　景が目め元もとを険けわしくした。彼もカイムの悪あく名めいを知っているらしい。


「あのアマ、懲こりずに『飼かい犬』使ってやがんだけどな。その一人をとっつかまえて洗いざらい吐はかせてから、うちの連中にも秘ひ密みつでこっそりと入れ替かわったってわけよ。あいつはそこのデルタ以外とは、自分の細胞とも滅めつ多たに会わない方ほう針しんでな。おかげで全然バレなかった」


　甲斐は歯をむいて笑い、得とく意いそうに自じ慢まんした。


　あっけらかんと言ったが、これはおよそ茜の常じよう識しきでは想像もしないことだった。ＤＤといえばカプセルユーザーで知らない者はない葛くず根ね市の第二勢せい力りよくである。そのトップであり、しかも個人としてはもっとも名の知れた悪オ魔ー使ナいーである甲斐氷太が、単独セルネットの細胞構こう成せい員いんになりすますなど、誰が考えつくだろうか。


「じゃあ……あなた本物の『ディンゴ』じゃなかったの!?」


　なんとか事じ態たいをのみ込んだ茜が、もう一度確かく認にんした。


「悪かったな、デルタ。でもまあ、気づかなかったのはカイムが馬ば鹿かなんであって、お前の落ち度じゃねえよ。ま、気にせんでくれ」


　ピッ、と指を立てる。その気き取どったような子供っぽい仕し草ぐさは、紛まぎれもなく彼女の知るディンゴだ。甲斐が正しよう体たいを明あかしたあとも自分に対する話し方を変えなかったことに、茜はなぜかひどく安心した。


「さてさてウィザード。お前の言うとおり、俺も今回は学習したんでな。お前が本気を出せるように、あれこれ手を打たせてもらった」


　妙みように人ひと懐なつっこい雰ふん囲い気きをそのままに、甲斐は狡こう猾かつで抜ぬけ目ない薄うす笑わらいを浮かべた。


　景の瞳ひとみが鋭するどさを増ました。茜はふと、景が軽かる口くちの応おう酬しゆうにつき合いながらも、登とう場じようしてから一いつ時ときも気を緩ゆるめることなく、張りつめた気け配はいを保たもち続けていることに気が付いた。


　彼は警けい戒かいしている。当然だ、ディンゴが甲斐氷太というのなら、いま彼はあのＤＤの甲斐氷太と対たい峙じしているわけなのだから。


「お前のことはいろいろ調べさせてもらったよ、ミスタ物部。住所氏名から好きな食べ物や好このみのタイプまでな。特に最後のがポイントだ。わかるよな。どういう女が好みかってやつ」


　ザッ、と景がわずかに足を前に出した。顔は無表情なまま毛け筋すじほども動かしていない。しかし、サイズの合わない袖そでの先からのぞいた拳こぶしは、きつく握にぎりしめられていた。


「いま、とある場所で女探たん偵ていが相あい棒ぼう共とも々どもある女に会ってる。何を隠かくそう我わが細胞リーダーのカイム嬢じようだ。あいつにゃずいぶん好き勝かつ手てされてるんで、いい加か減げん、カタをつけとく必要がある。それでうちのそこそこ使える奴やつを集めて、探偵が誘さそい出したところに殴り込みをかけることにした」


「……貴き様さま」


「まあまあ、落ち着つけって。一応探偵の方には手ぇ出すなと言ってある。が、ほら。数揃そろえたたあいえ、仮かりにもカイムとやり合うわけだろ？　うちの連中も血ち眼まなこになる。弾カプセルキメまくってぶっ飛んだ状じよう態たいでの嚙かみつき合いになるだろうよ。つまり現場はスゲエ戦場になる。トーシロが二人紛まぎれてたとあっちゃ、どんな不ふ測そくの事じ態たいが生じるか知れたもんじゃねえよな？　幼おさななじみの魔ま法ほう使いにすりゃあ、いますぐ飛んでいきてえ、ってのが人にん情じようだ」


「…………」


「ところがあいにく、その行く手には悪い野や犬けんが立ち塞ふさがってる。お前ならどうする？　俺なら全力で叩たたきつぶして、女の元に駆かけつけるがね」


　スッ、と甲斐のトーンが下がった。両目からふざけた様よう子すがなくなり、酷こく薄はくな戦意が取って代かわる。


　甲斐がカプセルを取り出した。そしてカプセルを指先で飛ばし、自分の口の中に投げ入れた。恐おそろしく慣なれた、一いつ瞬しゆんの仕し草ぐさだ。


　陽気なオーラが燃もえ上がるような破は壊かい衝しよう動どうに変じた。


　そのオーラが空間を歪ゆがめる。歪んだ空間の奥、甲斐の魂たましいと繫つながった《ドア》から、目に見えない何かが泰たい然ぜんと扉とびらをくぐった。


　茜は意を決して自分の用意していたカプセルを口に入れた。カプセルを服用すると精せい神しんが高こう揚ようする。判断に悪あく影えい響きようがでてしまうが、いまこの状じよう況きようで悪あく魔まを目もく視しできなくては命に関かかわる。


　ゼラチンの容器を嚙かみ潰つぶすと、ドロリと内容物が舌したに絡からんだ。茜は渋じゆう面めんでカプセルをのみ込んだ。


「──っくー」


　足あし下もとから脳のう髄ずいまで、グインと芯しんを揺ゆさぶるような波が駆け抜ぬけた。強度のアルコールを頭の中心に塗ぬり込めたような不ふ快かい感かん。次ついで、全身が燃え上がり、息が焼けつくほどの快感。身体からだの中心に濡ぬれたスポンジのように重くなった快感の固まりが現あらわれ、それがずしりと茜の意い識しきにのしかかって混こん濁だくした快かい楽らくの渦うずへ引きずり込もうとした。


　──ダメっ。しっかりしなさい。溺おぼれてる場合じゃないんだから！


　うっすらと目を開けると、自分が地面に倒たおれているのがわかった。目眩めまいを起こしたのだ。


「むっ……」


　腰こしを地面についたまま背中を倒して背はい後ごの頭ず上じようを見る。


　瓦が礫れきの山のてっぺんに、狂きよう犬けんの王が立っていた。そしてその周しゆう囲いを睥へい睨げいするように力強く遊ゆう泳えいする影かげ。


　──鮫さめ……？


　そいつは体長十メートルを優ゆうに超こす巨きよ大だいな黒い鮫だった。そいつが甲斐を中心に、弧こを描えがくように宙を泳いでいた。


　重力の権けん威いを鼻はなで笑い、悠ゆう然ぜんと、しかも力強く遊泳するしなやかな肉体。


　分ぶ厚あつく伸のびやかに広がる胸むなビレと、天を突つくナイフ状の背ビレ。巨体の梶かじを取る巨大な尾ビレ。開いた口に並ならぶ酷こく薄はくな牙きば。光を吸すい取るような黒い肌はだ。うねる胴どう体たいと、その下の筋きん肉にくの束たば。


　そして紅あかく輝かがやく両目。目は魚ぎよ類るいや鮫のそれではなく、ネコ科の生物を思わせる縦たてに細い瞳どう孔こうを持っていた。その目が明めい確かくな意志を持って、茜と景を冷れい厳げんと見み下おろしている。


　巨体の影が茜の上に落ちた。あご先から胴、胴から尾へ、たっぷりと時間をかけて通過する。


　頭の芯が痺しびれた。


　自分より強大な生物が、行動を束そく縛ばくされることなく近きん距きよ離りで身体を動かしている。いま茜が感じているのは、捕ほ食しよく者しやを前にした小型動物が感じる、運うん命めいへの諦てい観かんだ。


「へっ。ゾクゾクするね」


　甲斐の両目が赤々と輝かがやく。十字に光る計四つの眼がん光こうが、薄うす闇やみの中禍まが々まがしく浮かんだ。


　黒鮫が身を躍おどらせた。


　矢のように宙を飛び、一いち瞬しゆんで地上に食らいつく。


　ブルーのウィンドブレーカーが素す早ばやく横に閃ひらめいた。


　鮫は身を翻ひるがえした景の頭上をかすって、廃はい車しやの壁かべの一いち角かくを食いちぎった。


　そこにはドラム缶かんがあった。鋼こう鉄てつが破やぶられ、中身が地面にぶちまけられた。中に入っていたのは黒い液えき体たい。刺し激げき臭しゆうが鼻を突ついた。ガソリンだ。甲斐が用意した物だった。


「いまごろ向こうも始まってる。こっちも始めようぜ、ウィザード」


　足あし下もとの廃はい材ざいをガラガラと崩くずして、甲斐が廃車の山の半なかばまで下りてきた。


　景は無む言ごんで甲斐をにらむと、懐ふところからライターを取り出し、火を点つけてガソリンに放ほうった。


　青白い炎ほのおが地面から立ち上がった。火はすぐに真まっ赤かな渦うずを巻き、ゴウゴウと黒こく煙えんを噴ふき上げて廃車置き場を照てらし出した。


　舞ぶ台たいが整ととのった。


　景はカプセルを取り出すと、ゆっくり口に含ふくみ、嚙かみ砕くだき、のみ下くだした。


　炎に照らし出された景の影かげが揺ゆらめく。身を屈くつしていた巨きよ人じんが身体からだを起こすように、うっそうと立ち上がった。


　明らかに景とは異ことなるシルエット。


〝影〟は西洋の甲かつ冑ちゆうに似にた鎧よろいをまとっていた。その鎧の上から、ワイヤーのような細い線で雁がん字じ搦がらめに拘こう束そくされている。


　そのワイヤーで縄なわ打うたれた下で、〝影〟は狂くるったように暴あばれていた。強大な「敵てき」を前に、原げん始し的な攻こう撃げき衝しよう動どうが荒れ狂っているのだ。


　脇わきに貼はり付けられた腕うでがわななき、鉤かぎ爪つめのような指先が空を搔かきむしっている。


　仮か面めんに空あいた呼こ吸きゆう孔こうの奥で、朧おぼろな眼がん光こうが興こう奮ふんに明めい滅めつしている。


〝影〟はあごを突つき上げ、肩かたを押し出し、身もだえしながら「敵」と戦たたかう意志を示しめしていた。


　甲斐の黒鮫に対し、景の〝影〟は、廃車の壁に映うつし出された、二に次じ元げん的てきな映像に過ぎなかった。景の足あし下もとから伸のびる影が、そのまま輪りん郭かくだけを変へん容ようさせたのだ。


　しかし、じっと見つめているとまるで物ぶつ理り的な厚あつみを持っているような錯さつ覚かくを誘さそう。現実世界における確かつ固こたる形が定さだまっていないのだ。まさに「影」だ。


　黒鮫もまた、かつての宿しゆく敵てきを認みとめたのか、己おのが主あるじの側そばに寄り、威い嚇かくするように牙きばを鳴ならした。


　──これが、甲斐氷太とウィザードの悪あく魔ま。


　葛くず根ね市に現あらわれた全すべての悪魔の中で五指しに入る二体だ。かつてこの二体がぶつかったとき、葛根市の勢せい力りよく図ずは大きく塗ぬり変わった。


　もう第サ三ー世ド代・細セ胞ルなどという肩かた書がきは通用しない。茜はいまここで、わずかな煽あおりを受けるだけでも命を落とすほど微び小しようで些さ細さいな存在に過ぎなかった。


　そんな茜の絶ぜつ望ぼう的な感かん慨がいを余よ所そに、甲斐が音を立てて、右の拳こぶしを左の手のひらに叩たたきつけた。


「どうだよ。お前の悪魔はやる気満々じゃねえか。ご主人様も、ちったあ気合い入れな」


　砕くだけた台詞せりふでこそあったが、その態たい度どたるや厳げん粛しゆくそのものだった。まるで神しん聖せい侵おかすべからざる儀ぎ式しきに挑いどむ神しん官かんだ。


　景は苦にが々にがしく、


「これは無意味な戦いだ」


「そんなことはねえ！」


　甲斐は激はげしく否ひ定ていした。


　驚おどろいたことに、切せつ羽ぱ詰つまった──まるでこの戦いを否定することは自分自身の存在意い義ぎを否定することだとでもいうような、狂くるおしい否定だった。


「そんなことがあるもんかっ。幻げん覚かくみてえな世界ん中で、こいつこそ──この真しん剣けん勝しよう負ぶこそが真実だ。違ちがうか!?　お前ならわかるはずだ。お前にはそれがわかるはずだぜ、ウィザード！」


　茜は息をのんだ。甲斐が、そしてディンゴが初めて見せる真剣な表情だったのだ。
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　景は青白い顔のまま答えた。


「感かん傷しようだ」


　甲斐の目に怒いかりと憎にくしみが生じた。


「……なら、その感傷につき合ってもらうまでだ」


　甲斐の黒鮫がエラから蒸じよう気きを噴ふきだした。


　景が身み構がまえ、さっと手しゆ刀とうを横に切る。すると〝影〟を拘こう束そくしていたワイヤーが弛ゆるみ、待ち構えていた〝影〟がそれを引きちぎった。


　戦せん闘とうが開始された。





　　　　２





　耐たえ難がたい屈くつ辱じよくだった。


　セルネットでトップランクに位置する自分が──IXナインＣ・シーの一人であり、第二世代細胞セカンド・セルでもっとも優ゆう秀しゆうな実力者である自分が、こんな野の良ら犬いぬどもと血まみれの乱らん闘とうを演じている。


　彼女の産うみ出した強く有能な悪魔は、野良犬どもの下級悪魔を順番に圧あつ殺さつしていった。いや、いくはずだった。


　だが、趨すう勢せいは彼女の思おも惑わく通りに進まなかった。


　一匹ぴきをとらえれば二匹が襲おそいかかり、二匹を攻こう撃げきすれば三匹が牙きばをむいてくる。連中は小こ癪しやくな連れん携けいを取り、彼女が致ち命めい的てきな攻撃を浴あびせるきっかけを与あたえずに波は状じよう攻撃をしかけてきた。下か等とうな犬どもは気が狂ったように苛か烈れつに、だが同時に極きわめて冷れい徹てつに彼女を包ほう囲いし、追い詰つめていった。それはまさに狩かりだ。敵を殺すという唯ゆい一いつの目もく的てきの元、荒くれた野や犬けんたちが一団となって力を発はつ揮きしていた。そして一度団だん結けつした犬どもは、自分の身など毛ほども顧かえりみぬ、勇ゆう猛もう果か敢かんな精せい兵へいだった。


　それでも彼女は屈しなかった。彼女もまた、長年修しゆ羅ら場ばをくぐってきた練れん達たつの戦士なのだ。


　彼女は犬たちの指し揮き官かんを見み極きわめ、その悪魔に食らいつくと、他の攻撃に対する防ぼう御ぎよを無む視しして、そいつの骨を粉こな々ごなに砕くだいた。


　次に、一番攻撃力を持つ悪魔に狙ねらいを定さだめ、再ふたたび多数の牙に身を晒さらしながら、その悪魔の身をへし折った。


　そして、果敢だが明らかに仲間より未み熟じゆくな一体をとらえると、その悪魔の四し肢しを引き裂さき、アスファルトに叩たたきつけて、連中の鼻はな先さきに吊つるし上げた。


　が、そこまでだった。


　彼女の悪魔は単純な構こう造ぞうの軟なん体たい生物に似にている。多少表ひよう皮ひを食いちぎられようと、花か弁べんの触しよく手しゆを切り落とされようと、戦せん闘とう中にでも再生することができる。しかし花弁の中ちゆう枢すう部ぶ、すなわち花か柱ちゆうや子し房ぼうに当たる部分は例外だった。そこは悪魔の中ちゆう核かくとなる部位なのだ。


　通常中枢部は幾いく枚まいもの花弁によってガードされている。だが今回はその余よ裕ゆうがなく、二枚を残して全すべての花弁を開き、攻撃に回していた。それでも常つねに敵てきの上じよう空くうに位置するよう戦たたかえば、中枢を攻撃される恐おそれはないと判断していた。


　だが犬ども──嚙かみつき喰くい殺すことしか頭にない低てい脳のうどもは、身体からだを半分砕かれながらも牙を外はずさず、外がい皮ひを食い破やぶってクラーケンの上に乗ると、中枢を守る二枚の花弁に攻撃をしかけた。


　攻撃をしかけた悪魔は、その時点で死にかけていた。二枚の花弁を突とつ破ぱする余よ力りよくはなかった。放ほう置ちし、他を捌さばいてからとどめを刺さしても間まに合っただろう。しかし、いままでにない危き機きに接し、クラーケンが彼女の制せい御ぎよを離はなれた。防ぼう衛えい本能のまま、残りの花弁を寄せ集めてしまった。


　その結果、攻撃をしかけた悪魔は挟はさみ潰つぶされた。四匹目の成せい果かだ。が、それは残りの六匹に、決定的な隙すきを見せることとなった。


　奴やつらは隙を見み逃のがさなかった。


　一いつ斉せいに攻撃をしかけ、クラーケンが対応する間まもなく、花弁の大半をむしり取った。


　ついに、敵の牙が、中枢に埋うまる。


　クラーケンは絶ぜつ叫きようし、その激げき痛つうは彼女の脳のう天てんを直ちよく撃げきした。


　それは彼女と彼女の悪魔が初めて受けたダメージだった。なまじ再生可能な外皮に覆おおわれているため、これまで傷きずというものを負おったことがなかったのだ。


　彼女は錯さく乱らんした。なぜ自分がこんな目に遭あわねばならないのかわからなかった。


　二度目の攻撃。


　まともに入り、彼女の精せい神しんの一部が、永遠に損そこなわれた。


　彼女は這はい蹲つくばって泣きわめいた。


　理り不ふ尽じんだ。なぜこんな羽は目めになっているのか。こんな馬ば鹿かなことはない。こんなことは間ま違ちがっている。


　死に物狂いでカプセルをかき込んだ。喉のどに詰つまって胃い液えきと一緒にカプセルが逆ぎやく流りゆうした。地面に吐はきだしたカプセルを、もう一度つかんで口に入れた。


　三度目の攻撃。


　四度目。


　五度目。


　魂たましいが囓かじられる。次々と欠かけ落ちて、もう戻もどらない。その穴あなを埋めるべく、カプセルを全すべてのみ下くだす。脳内で火花が飛んだ。何かが壊こわれる金きん属ぞく的な音が響ひびいた。


　なんだ。


　鍵かぎだ。


　鍵が壊れた。なんてことだ。《ドア》が開け放はなたれてしまったじゃないか。


　彼女の心が《ドア》に吸すい込まれた。落らつ下かしてゆく。どこまでも落下していく。どんどん堕おちる。止まらない。フフフ──





　いい気き味みだ。みんな死んでしまえ。





　　　　◆◆◆◆◆





　駆かけ付けた水みず原はらは、現場を見るなり回れ右をした。その首くび根ねっこをひっつかんで、梓あずさは耳元に怒ど鳴なりつけた。


「逃にげるなっ」


「勘かん弁べんしてよ～。あれって見えないけど、真っ最中だろ？　しかも相手ＤＤじゃん。なんでこんなトホーもねーことになってんだよー」


　梓は千ち絵えをつれて、アウトレット・モールの入り口付近に避ひ難なんしていた。駐ちゆう車しや場じようから外に出る遊ゆう歩ほ道どうまでは、カイムとＤＤの血で血を洗うような悪あく魔ま戦せんが繰くり広げられていたのである。


「全然段取りと違ちがうじゃんか。何があったんだよ、いったい」


「いろいろあったのよ」


「んなアバウトな」


　それでもヒステリックに取り乱みだすことなく苦く笑しようするのが、水原らしい。度ど胸きようがあるのか、考えなしなのかは微び妙みようだが。


「千絵が足を挫くじいたの。連つれて逃げて。お願い」


「待って、梓さん。あなた、まさか残る気？」


「見み届とどけるわ」


「おいおい無む茶ちや言うなよ」


　水原が苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶす。しかし梓は本気だった。


　今回、一連の事件のきっかけとなったのは自分たちだ。その責せき任にんは自じ覚かくしている。自分たちにはことの顚てん末まつを見届ける義ぎ務むがあるはずだ。


　──それに……


　梓は唇くちびるを嚙んだ。


　──あれに向き合わなくちゃ、景ちゃんのことだって理り解かいできない。


　あそこで跋ばつ扈こしているものがなんなのか、説明することができる者はほとんどいないだろう。梓にはあれが自分の見ている幻げん覚かくでないと言い切る自信すらない。


　だが、景は、あの向こう側にいるのだ。夢ゆめだの幻だの悪魔だの幻覚だの、そういった得え体たいの知れない怪あやしげな世界にいる。以前病院で麻ま里り奈なと景の戦たたかいを見たとき、梓はそれに踏ふみ込こんでいく勇気が持てなかった。だけどいまは違う。


　──『あなたは物ものの部べ景よ』


　──『ウィザードだよ』


　あの晩、景はそう言った。景がウィザードを名な乗のるなら、梓はウィザードに近づくだけだ。


　梓は肩かたに回していた千絵の腕うでを水原に渡した。


　千絵が親と離はなれる子供のような顔を見せた。しかし彼女にも、梓の決意は理解できた。負ふ傷しようした自分は足あし手でまといになる。


「水原くん。千絵を──」


「その必要もないぜ。もう勝しよう負ぶはついた」


　ビーグルが割わって入った。水原は初めてビーグルがいるのに気がついた。そしてある程度の事情を察して唸うなった。


「この噓うそつきめ！　テンメエ、仲間に喋しやべりやがったな」


「ワリーな。実を言うと、そもそもあの晩お前についてったのは、氷ひよう太たの指し示じだったのさ。といっても、俺もなんにも聞かされてなくて、ただ会って来いって言われただけなんだがな」


「権力者に日ひ和よりやがったな。情じよう報ほう屋やのヨコの連れん帯たいを踏ふみにじりやがって。ヘルシー・バーガーの翔しよう子こちゃんに紹しよう介かいしてやった恩おんを忘れたかっ」


「うるせえ。翔子ちゃん、彼かれ氏しいたんじゃねえかよっ。元がん祖そコウモリが偉えらそうに言うな」


「勝負がついたって？」


　低てい次じ元げんの罵ののしり合いに梓が口を挟はさむと、ビーグルはしかつめらしく首しゆ肯こうした。


「四人も倒たおしやがったが、さすがにジ・エンドだ」


　ビーグルが断言するのを聞き、梓は首を伸のばしてカイムとＤＤたちの方を見やった。


　中央にカイムがいる。それを囲かこんでＤＤ。四人の男は倒れて動かないが、残る六人は植え込みやテーブル、モニュメントを盾たてにして、銃じゆう撃げき戦せんをするような配はい置ちについていた。それが、一いつ斉せいに防ぼう壁へきにしていた陰かげから飛び出し、カイムに向かって怒ど鳴なり立てる。もう身を晒さらしても問題ない戦せん況きようになり、全員が攻こう撃げきにのみ集中しているのだ。


　カイムの身体からだに衝しよう撃げきが走った。マネキンじみた四し肢しが糸吊り人形マリオネットのような踊おどりを踊った。そして操あやつり糸が切れ、カイムは膝ひざから地面に崩くずれた。


　猛たけ々だけしい歓かん声せいがあがった。


　水原が「やったのか」と目を凝こらす。確かく認にんするべく、ビーグルが仲間たちの元に駆かけ寄った。


　──倒した？


　そう見える。が、なぜだろう。ひどい胸むな騒さわぎがした。


　──なんだ……空気のにおいが変わった？


　異い変へんに気づいたのは梓だけだった。カイムの悪魔がおかしい。筋きん肉にくが弛し緩かんしたように、だらりと宙に花か弁べんを投げ出している。クラゲの死体みたいだ。けれど、宙に浮ういたまま、落ちても来なければ、消え失うせもしない。麻ま里り奈なのときはよく覚おぼえていないが、あんな風ふうに悪魔の死し骸がいが残ったままなのは不自然ではないのか。


「ねえ、あの──」


　と言いかけて梓は口をつぐんだ。いまここにいる人間は誰だれもカプセルをのんでいない。悪魔が見えないのだ。


「げっ。立った」


　水原が仰ぎよう天てんしてもらした。


　鋭するどく振ふり返る。カイムが立っていた。それどころか──


「……何、あれ？」


　カイムの長ちよう髪はつが逆さか立だっていた。髪かみだけではない。身にした衣い服ふくもまるで地面から吹ふき付ける突とつ風ぷうを受けているように、風をはらみ、上に向かってバタバタとはためいていた。


　と、カイムの身体が浮き上がり、足が大だい地ちから離はなれた。そのまま脱だつ力りよくした身体が一メートル、二メートルと空中に浮かんで停止する。


「浮いた!?」


　千絵が啞あ然ぜんとして叫さけんだ。


　浮いているのではない、と梓はなぜか理解した。


　あれは落ちているのだ。地上から二メートルの位置に止まったまま、落下し続けている。


　勝ち鬨どきを上げていたＤＤたちがパニックに陥おちいった。ついさっきまでの意い地じも戦意もかなぐり捨すてて、我われ先さきにその場から逃にげ出し始める。


「……どうしたの？　何があったの？　あ、あれはいったい、なんのトリック？」


　千絵が弱々しくつぶやいた。「こいつは……」と水原が身を乗り出した。


「勇ゆう司じ、ずらかれ！」


　駐ちゆう車しや場じようから逃げ出す仲間たちの後うしろで、切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すのビーグルが水原に声をかけた。


「なんだよ、あれ。何があったっ！」


「あのアマ、『堕おち』やがった！」


「……へ？」


「『堕落クラツシユ』だっ！」


　あの水原が言葉をなくした。一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんと自じ失しつしたのち、直ただちに我われに返る。千絵の背中と膝ひざの裏うらに手を回すと、文もん句くを言う手て間まさえ惜おしんで彼女を抱かかえ上げた。


「ちょっ、ちょっと」


　強ごう引いんなやり方に焦あせって千絵が抗こう議ぎしたが、水原は耳を貸かそうとしなかった。


「逃げるぞ！」


「どうしたの？」


「カイムが暴ぼう走そうした。最さい悪あくだ。ああなっちゃ意い識しきもない。どうなるかわからないぜ」


　優やさ男おとこ風の見た目によらず、水原は千絵を抱だき上げてもふらつく様よう子すがなかった。日ひ頃ごろは何かにつけて、無ぶ精しようと遊ゆう惰だを信しん条じようとする水原だが、いまは一分一秒を惜しむほど急きゆう迫はくしている。


　そのとき、クラーケンが地面に落ちた。


　支ささえを外はずされたように墜つい落らく。大だい地ちに激げき突とつし、ブヨブヨとした身体を波立たせた。


　そして、その身体が溶とけ崩くずれ、猛もう烈れつな勢いきおいで広がり始めた。下げ水すい管かんが破は裂れつして汚お水すいが溢あふれ出すように、遊ゆう歩ほ道どうと駐車場が浸しん水すいしていく。その先せん端たんは梓たちの足あし下もとにまで押し寄せてきた。


「危あぶない！」


　梓はとっさに水原を突つき飛ばした。


　バランスを崩し、水原が驚おどろいた顔で大きく後こう退たいする。梓は自分も水原の跡あとを追おうとしたが間まに合わなかった。クラーケンの触しよく手しゆが右足のくるぶしを、ぬぼっと包つつんだ。


「アッ！」


　焼け付く痛みに汗あせが吹ふき出し、言いようのない嫌けん悪お感かんに鳥とり肌はだが立った。


　触手はたちまち新しい餌えさに反はん応のうした。ずぬりと膝ひざ下したまで這はい上がる。血けつ液えきをホースで吸すい取られるような喪そう失しつ感かんが襲おそってきた。クラーケンに包まれている箇か所しよから、力が失うせてゆく。


　梓は歯を食いしばって足を引き抜ぬいた。反動でアスファルトに尻しり餅もちをつく。靴くつを残し、足首が外に抜けた。


　触手はしばらく梓の靴を咀そ嚼しやくするように弄もてあそんでいたが、すぐにもっと大きな獲え物ものを求めて梓の方へ押し寄せ始めた。


　──足が──！


　触手に包まれた向こう臑ずねより先の感かん覚かくが、ごっそりと刮こそぎ取られていた。まるで足がなくなったみたいだ。ひりつく痺しびれと痛みだけが泥どろのようにこびり付いている。


「梓ちゃん!?」


「ダメっ。こっちに来ないで！」


　水原が身体を強こわ張ばらせた。悪魔の仕し業わざと気づいたのだろう。慌あわててポケットからカプセルを取り出した。


　梓と水原たちの間には、クラーケンの触手が三メートルの幅に渡って横たわっていた。それが刻こく一いつ刻こくと梓に迫せまってきている。飛び越こえることも考えたが、上を通過しているときに触手が持ち上がれば一いつ巻かんの終わりだ。何より、この足では十じゆう分ぶんなジャンプができない。


「千絵をつれて逃げて！　わたしは別のところから逃げるから」


「何言ってるの、梓さん！」


　千絵が冗じよう談だんじゃないと叫さけんだ。


　水原は目を見開き、口を真ま一いち文もん字じに結むすんだ。カプセルをのんだ彼には、悪魔の姿すがたが見えたのだ。千絵を抱かかえたまま、梓まで救すくい出す方法が、彼にはなかった。


　水原は奥歯を嚙かみしめたあと、後ろに下がり、クラーケンから距きよ離りを開けた。千絵が抱えられたまま、「水原！」と胸むなぐらをつかんだ。


「あいつに連れん絡らくする！」


　言い残して水原も駐車場の出口へ向かった。千絵が金かな切きり声を上げて罵ののしるのが聞こえる。


　梓は二人を見み届とどける間もなく、迫せまり寄るクラーケンから身をかわした。逃げ込む場所──アウトレットの中しかない。


　背はい後ごで半はん透とう明めいの絨じゆう毯たんがブヨブヨ揺ゆれながら広がっていく。クラーケンはいまや、駐車場をほとんどのみ込んでいた。まるで湖みずうみだ。ゼリー状の肉でできた蠕ぜん動どうする生きた湖。形状は全然似にていないのに、梓は強く麻里奈のときを思い出した。これがカプセルの──悪魔の支配する、夜の世界。


　──『あいつに連絡する！』


　なら、それまでなんとしても逃げ延のびてみせる。
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　アイボリーホワイトの車体が宙に舞まった。


　二トンを超こす重量のセダン。それが紙かみ細ざい工くのように二転し、三転する。


　三回転したところでロックが外はずれ、ドアが開いた。空中で回転が緩ゆるやかに止まった。そこを甲か斐いの黒くろ鮫ざめが捕とらえ、粉こな々ごなに嚙み砕くだいた。


　砕かれた破は片へんが空中に散さん乱らんする。降ふり注そそぐ瓦が礫れきを縫ぬって、景の〝影かげ〟が地面から腕うでを伸のばす。


　黒鮫が胴どう体たいを跳はね上げて攻こう撃げきを躱かわす。鉤かぎ爪づめが空くうを裂さき、切っ先だけが黒い皮ひ膚ふに傷きずを残す。


　空に跳ね上げた尾をそのままに、黒鮫が宙を蹴けり、〝影〟の背中に回る。


〝影〟の右足が影から抜ぬけ出し、背後に迫った下あごを蹴り上げる。


　軌き道どうが逸それる。同時に、反動を利用して〝影〟が主あるじの影に潜もぐる。


　潜った影の上へ、セダンの折れたシャーシが落らつ下か。墓ぼ標ひようのように突つき立った。


　戦場の隅すみに座すわり込む茜あかねは、自室の枕まくらを強く夢む想そうしながら、目の前のシャーシを凝ぎよう視しした。


　激戦だった。


　そして死し闘とうだ。


　甲斐氷ひよう太たとウィザードは互たがいに一歩も譲ゆずらなかった。個体の力りき量りようでいえば、パワーとスタミナで甲斐の悪魔が圧あつ倒とうしている。それをウィザードは巧たくみにやり過ごしていた。


　ウィザードは自分の悪魔の特性を完かん璧ぺきに把は握あくしていた。茜の見るところ、あれは「影」だ。単に使し役えき者しやの影が悪魔になったというだけでなく、その性質からして「幻げん影えい」なのだ。本物の影のように炎ほのおに揺らめき、一いつ瞬しゆんで位置を入れ替かえる。廃はい車しやの屋や根ねや剝むき出しの大だい地ちを滑すべって移動し、敵の背後から襲おそいかかる。影であるため、主の身体からだと切り離はなれて移動することはできないようだが、そんな束そく縛ばくを感じさせないほどの卓たく越えつした機き動どう力りよくだ。


　また、物体の表面を滑る平面的な移動に対し、その影の中から立りつ体たい的てき質しつ感かんをともなって「外」に出てくることもあった。甲斐は特にその瞬間を狙ねらって攻撃を仕し掛かけた。しかし〝影〟は、立ち現あらわれたかと思えば、次の瞬間には、それが錯さつ覚かくであったかのように地面に潜っている。付け入る隙すきを見せることがない。すると甲斐は、効こう果かや効こう率りつを平気で無む視しして、地面ごとえぐり取る攻撃を始めた。


　廃車置き場は、数分のうちに鉄てつ屑くず置き場になっていた。


　積つみ上げられていた壁かべはほとんど崩くずされて跡あと形かたもない。地面の至いたる所に、地じ雷らい跡あとのような穴あなが開あいていた。炎は辺あたり一面に飛び火し、残っていたオイルに引いん火かして鉄を熱ねつしていた。


　轟ごう音おんが長く大たい気きを叩たたき、茜の鼓こ膜まくと皮膚と内ない臓ぞうを震ふるわせる。


　甲斐の黒鮫が上げた雄お叫たけびだった。


　Ｆ１マシンにニトロを垂たらせば、こんな排気音エキゾーストサウンドを奏かなでるのではないだろうか。それとも真横に落らく雷らいすれば、こんな衝しよう撃げきが生じるだろうか。


　ウィザードは闘とう牛ぎゆう士しのように、甲斐との戦闘をコントロールしている。だが甲斐はその状じよう況きようを楽しんでいた。戦たたかいの流れを相手に支配させておいて、敵の手のひらの中で縦じゆう横おうに暴あばれまくっているのだ。わずかでも対応をしくじれば、間かん髪はつ置かず致ち命めい的てきな攻撃が飛んでくる。ウィザードは甲斐を御ぎよすために、甲斐はウィザードのミスを誘さそうべく、互いに重じゆう圧あつを掛かけ合っていた。


　──ディンゴ……


　いや、甲斐氷太か。彼はいま嬉き々きとしていた。茜はカプセルに関かかわって以い来らい、誰だれかがあれほど楽しそうに生き生きとしているのを見たことがなかった。目をむき、ときに笑い、声を嗄からして、ぎらぎらしながらウィザードとの戦闘に熱ねつ中ちゆうしている。


　──でも、あれは……


　甲斐の熱ねつ狂きようはとても破は滅めつ的なものを感じさせた。エネルギーの塊かたまりが人の形を取っているだけだといわんばかりの活気にもかかわらず、茜はその燃もえたぎる炎の核かくにあるのが、マイナスの何か──タナトス的な翳かげりであるように思えてならなかった。


　甲斐はウィザードに勝ちたいとは思っていないのではないか。茜は唐とう突とつにそんな気がした。彼はただ、ウィザードと戦っていたいのだ。


　ところが、ふとした瞬間。ヒートアップする二人の戦闘に、水が差されたような間まが訪おとずれた。


　二人と二体の動きが止まった。


　二人とも対戦相手から視し線せんを逸そらし、東の方を見やった。景が戦闘で強こわ張ばっていた顔を青ざめさせた。甲斐もだ。甲斐は「馬ば鹿かが……！」と荒っぽく毒どくづいた。


「くそ……なんてことだ」


　そう言ったのは景だった。


　茜も二人が見ている方角を眺ながめた。彼女には何も変わったことは感じられない。


「何があったの」


　恐おそる恐る二人の魔人に声をかけてみる。甲斐は答えなかった。景が吐はき捨すてるように、


「『堕おち』た。あれは……あれはたぶん、カイムだっ」


　景は肩かたで息をしていた。やはり甲斐に比くらべると、消しよう耗もうが激はげしい。


「お、堕ちたって……？」


　茜が繰くり返すと、景は彼女に顔を向けて、赤い瞳ひとみのまま言った。


「堕落クラツシユ」


　茜は息を止めた。


「そんな……カイムが!?　なんてこと──！」


　行き過ぎた悪魔の行こう使しを揉もみ消すセルネットにとり、『堕落クラツシユ』こそもっとも警けい戒かいすべき災さい厄やくである。一度堕ちれば脅おどしや説せつ得とくによる解かい決けつは不可能。ただちに実働細胞アクト・セルを動かして力ずくで悪魔を排はい除じよせねばならない。


　だが、暴ぼう走そうした悪魔は、使し役えき者しやの指し揮き下にあったときとは比べられないほどの力を発はつ揮きする。カイムほどの実力者が堕落クラツシユしたなら、いったい誰だれに止められるだろうか。


　景は瓦が礫れきから飛び降おりようと甲斐に背を向けた。


「待ちなっ」


　黒こく煙えんが幾いく条じようも立ち上のぼる空を横切り、甲斐の黒鮫が景の行く手を塞ふさいだ。


「まだ終わってねえ。気を散らしてんじゃねえよ」


　声には剣けん呑のんな響きがこもっていた。茜が正しよう気きを疑うたがうように甲斐を正せい視しした。


「ば、馬鹿、何言ってるのよ、ディンゴ！　それどころじゃないでしょ!?」


「るせえっ、黙だまれ！」


　甲斐が一いつ喝かつした。


「あのアマがくたばろうが堕っこちようが知ったことかよ！　んな間ま抜ぬけなんざ、俺たちには関係ねえ！」


　激戦が甲斐を獰どう猛もう化かさせていた。両りよう眼がんを赤く光らせて歯をむき出しにし、肩を怒いからせて立つ姿すがたは、同じ人間とは思えない。


　大声で喚わめく甲斐を、景がにらみつけた。景もまた、高ぶっていた。怒りと、それに何より焦しよう燥そうのたぎる高こう密みつ度どの視線で甲斐を貫つらぬくと、


「それで新につ田た菫すみれも見殺しにしたのか。貴き様さまの下くだらない趣しゆ味みのために」


「──！」


「聞いたぞ。彼女は『飼かい犬』だったそうだな。それがお前を頼たよってカイムを裏うら切ぎった。お前は彼女をカイムから守る立場だったんじゃないのか？　捨てておけばいずれはカイムの報ほう復ふくを受けると、わかっていたはずだ」


　甲斐の長身が動どう揺ように揺ゆれた。


　茜は弾はじかれたように甲斐を見た。甲斐はあのころディンゴとして自分と一いつ緒しよに行動していた。新田菫の存在は知っていたのだろうが、飼い犬とは気づいていなかった。カイムの動どう向こうにしろ、あれは完全な彼女のスタンドプレーだ。阻そ止しできなかったのも無む理りはない。


　しかし同時に甲斐は、菫が祐ゆう子この細胞仲間だったことを利用して囮おとりに使い、今回の事件が起こるよう仕向けた。菫を害する意志はなかったとしても、彼女を危き険けんにさらしたことに違ちがいはない。しかも彼女の警けい護ごは万ばん全ぜんではなかった。景は甲斐の粗そ略りやくなやり口を責せめているのだ。


「行かせてもらうぞ、甲斐」


　景が言い放はなち、ウィンドブレーカーをばさりと翻ひるがえす。甲斐はそれでも納なつ得とくしなかった。黒鮫の尾が地面を打って瓦が礫れきを粉ふん砕さいし、噴ふん霧むのように破片を撒まき散らした。


　景はやむなく足を止めた。


「甲斐っ！」


「うるさいっ。まだだ。まだ俺たちはやれる。まだやるんだ。弾カプセルを込こめろ、ウィザード」


　それ以上の議論を一いつ切さい拒きよ否ひして甲斐は言い捨すてた。


　景はしばらく立ち尽つくした。


　訪おとずれた沈ちん黙もくの中に、微かすかな振しん動どう音おんが流れた。携けい帯たいの着ちやく信しん音おん。景だ。


　相手によってバイブの種類を変えているのか、景には携帯を取り出すまでもなく、発はつ信しん者しやがわかったようだった。表情がいよいよ厳きびしく緊きん迫ぱくしたものになった。


　甲斐は微び動どうだにしない。出で方かたを待っている。景はついにカプセルを取り出し、一度に四、五粒つぶを口に放ほうり込んだ。


　甲斐は自分で強制しておきながら、景の行動に意い表ひようをつかれたようだった。ハッと目を開け、まるで制止するように景に手を伸のばしかけたが、慌あわててその手を握にぎりしめた。


「……よし。再開だ」


　甲斐が自分も新たなカプセルを取り出す。その瞬しゆん間かん、景の双そう眸ぼうがいままでにない激しい色しき彩さいを放はなった。赤というより、ルビーに黄おう金ごんを練ねり込んだような複ふく雑ざつな色彩。


〝影〟が、海面に舞まうシャチのように地面から伸び上がった。威い嚇かくのために低てい空くうに止とどまっていた黒鮫に取りつき、その肌はだの表面に移動して、黒鮫を大地に引きずり落とした。


　網あみに絡からまった黒鮫が激しく身体からだをばたつかせる。瞬またたく間まに瓦礫の山が崩くずれ、地形が地じ震しんのように波打った。


　黒鮫が咆ほう吼こうを上げる。〝影〟はダメージを無む視しして、黒鮫を大地に縫ぬい止め続けた。


　戦せん闘とうとしては無む茶ちやな行こう為いだ。パワーで勝まさる甲斐の悪あく魔まを相手に、こんなやり方が通用するわけはない。これは明めい確かくな時間稼かせぎだった。逃とう亡ぼうするために、あえて身を切らせているのである。


「舐なめるな！」


　甲斐はたちどころに景の意い図とを見み抜ぬいた。そして取り出したカプセルをのもうと口を開ける。使し役えき者しやのカプセル服ふく用ようは、悪魔にとってエネルギーの補ほ給きゆうに等ひとしい。甲斐が本気を出せば、こんな力比くらべなど一瞬で逆転することができるはずだった。


　が、その使役者目がけ、景はダートを投げるように手首を閃ひらめかせた。すると景の足あし下もと。〝影〟と繫つながる景の影から、数本の黒いラインが地面を駆かけて甲斐へと直進した。


　魚ぎよ雷らいのように迫せまるそれは、〝影〟を拘こう束そくしていたワイヤーに他ほかならなかった。〝影〟と同じく、景の影でできた幻まぼろしの鎖くさりだ。


　猛たけり狂くるう〝影〟を力尽くで縛しばり付けていたワイヤー。それが音もなく伸びて甲斐の足下に到とう達たつした。そのまま足首から蔦つたのように絡みつき、甲斐の全身を縛る。まさにのみ込もうと構かまえていたカプセルが鉄てつ屑くずの上に落ちた。


「て、テメエ！」


　甲斐の目が驚きよう愕がくと賛さん嘆たんに見開かれた。


「ツーパターン!?　ハハハッ。つくづく小こ細ざい工くの達たつ者しやな野や郎ろうだっ」


　景はそれ以上甲斐に構わなかった。甲斐と茜をその場に残し、廃はい車しや置き場から姿すがたを消す。完全に見えなくなってから、戦場に残っていた〝影〟とワイヤーがかき消えた。


　それで二人の戦たたかいは幕まくを下おろした。


　拘こう束そくを解とかれた甲斐は、しばらく瓦が礫れきの上で景の消えた方向をにらんでいた。


「……これで逃にがしたわけじゃねえ。それはわかってるよな、ウィザード。いや、物ものの部べっていったか」


　正しよう体たいをつかんだからには、再戦に持ち込むのはわけもない。だが、それは景が生きていてこそだ。堕おちたカイムと戦うなら、彼一人では苦しいだろう。


　甲斐は革かわジャンから埃ほこりや煤すすを払いながら、比ひ較かく的安全そうな場所に隠かくれていた茜の元に歩あゆみ寄った。


「場所はわかってる。俺たちも跡あとを追うぜ」


「……ま、待って。私、その……」


「あん？」


　甲斐が凶きよう暴ぼう極きわまりない眼がん光こうを放はなった。ＤＤの甲斐氷太は裏うら切ぎり者を許ゆるさない。だがデルタに対していえば、裏切り者なのは彼の方だ。


　そう思いさして甲斐は怒いかりを静めた。いくらか寂さびしそうな目つきになって、顔を逸そらせる。


「そうだったな。第サ三ー世ド代・細セ胞ルのエリートさんが、ＤＤとつるんでちゃまずい。お前には借かりができたが、この借りはいずれ──」


「あ、いやね。そういうんじゃなくて」


「……んだよ？」


「腰こしが抜ぬけたの」


　甲斐は大いに脱だつ力りよくして東の方角を仰あおいだ。奴やつ一人で、どこまで持つか。





　　　　◆◆◆◆◆





　アウトレット・モールの中に逃げ込んだ梓は、負ふ傷しようした足を引きずりながら階段を上へと逃げた。


　すぐ後うしろでクラーケンの肥ひ大だいした触しよく手しゆ──それはもう触手と呼よぶのも相応ふさわしくなかった──が階段の下に打ち寄せた。そして水みず嵩かさを増ますように体積を厚あつくし、階段を一段一段上のぼり始めた。予想したとおり、階段を上る動きは、駐ちゆう車しや場じようを満たしたときに比くらべて格段に遅おそい。横に広がる速度は驚きよう異い的てきだが、上下の移動はずっと緩ゆるやかだった。


　──沈ちん没ぼつする船に乗ってるみたい。それとも大だい洪こう水ずいの街まちとか。


　以前見た映画のシーンを思い出しながら、梓は階段を上がった。


　さしあたって悪あく魔まを回かい避ひする方法としては、上に逃げるのがもっとも安全だ。だが上に行くほど、最終的な脱だつ出しゆつの手しゆ段だんはなくなっていく。


　──二階の窓まどから飛び降おりようか？


　この足で着ちやく地ちするのは辛つらいが、命には替かえられない。梓は明かりの消えた店内を、駐車場と反対側へ走った。


　店の二階は様さま々ざまなブティックが並ならんでいた。広いフロアを複数のブースに割わり、店名を飾かざった壁かべや、商品を並べた棚たなで区く切ぎっている。その配はい置ちはなかなか複ふく雑ざつで、このアウトレットに入ったことのない梓は、自分の位置がつかめずにいた。


「はあ……はあ……」


　足の痺しびれが薄うすれるにつれ、痛みがひどくなってきた。つかまれたときの嫌いやな感かん触しよくがまだ残っている。


　──大だい丈じよう夫ぶ。こんなの平気。


　と気合いを入れた瞬しゆん間かん、足が何かを蹴け飛とばした。目の前の暗くら闇やみに、腰こしの高さほどの平棚があったのだ。


　思わず手をつくと、その棚が傾かたむいた。おそらく備そなえ付けの物と違って、ベニヤ板に布をかけて作ったような急ごしらえの棚だったのだろう。


　梓は傾いた板と一いつ緒しよに倒たおれ、身体からだを床ゆかに打ちつけた。伏ふせた身体に、テーブルクロスとディスプレイされていた商品が落ちてくる。暗闇に派は手でな音が響ひびき渡った。


「──いッ、つー」


　──もうっ、馬ば鹿か！


　擦すりむいた腕うでで立ち上がり、もう一度暗闇の中に足を進める。今度は慎しん重ちように、障しよう害がい物ぶつに注意する。明かりをつけたかったが、スイッチを探さがす時間が惜おしかった。


　──夜の世界。


　かつて麻ま里り奈なは自分たちの住む世界を称してそう言った。陽ひの光が当たらない、暗闇の世界だと。闇は恐きよう怖ふを増ぞう大だいさせ、恐怖は幻げん覚かくをリアルにする。いまも、まだ余よ裕ゆうがあると信じながら、すぐ後ろまで悪魔が迫せまってきている気がしてならなかった。


　──窓……窓はどこっ？


　いつの間まにか方向感かん覚かくにも自信が持てなくなっていた。駐車場と反対方向に進んでいるはずだが……はたして合っているだろうか。


　──案内図か何かあれば……


　この暗闇で読めるだろうか？　いや、それでも何もないよりはマシだ。


　梓は顔を上げて目を凝こらした。何か……何か標ひよう識しきのようなものでも出てないか。


　──あ、あれっ。


　天てん井じようから下がっているプレートがあった。何かマークのような物が二つ並んでいる。


「──トイレ？」


　──そうだ。トイレになら外と繫つながる窓があるかも……


　たとえ窓がなくても、建たて物ものの構こう造ぞう上トイレがあるのは外がい壁へきの近くだ。なら、その壁沿ぞいに移動すればどこかに窓がある。


　梓は標識に従したがって角かどを曲がった。壁の裏うら側がわにトイレがあった。中に入る。きれいに清せい掃そうされたタイルの床。その奥にベージュ色の壁があり、中に網あみ目め状の針はり金がねを埋うめ込こんだ分ぶ厚あついガラスの窓があった。


　──ビンゴ！


　梓は痛みを忘れて窓に駆かけ寄った。


　外を覗のぞく。左手に駐車場が見えた。駐車場があったのは建物の南側。とすると、こちらは西側の壁だ。正反対の方向ではないが、こちらからでも大きく迂う回かいすれば大通りまで逃げられる。


　梓は窓のロックを外はずした。


　その途と端たん。


　ビシャ！


　透とう明めいのヒレが外側から窓ガラスを叩たたいた。触しよく手しゆだ。


「うわっ！」


　触手はすぐに窓に張り付き、がたがたとガラスを揺ゆすり始めた。梓は慌あわててロックを戻もどした。


　──くそっ。こっち側の壁にも回り込んできたのかっ。


　唇くちびるを嚙かみしめる。それから、ゾッとして後ろを向いた。いまトイレの入り口を塞ふさがれたらお終しまいだ。まだ二階に来るには早過ぎると冷れい静せいに考えつつも、梓は想像の恐怖に押されて外に飛び出した。


　トイレの隣となりには階段があった。


　──一度一階に下おりよう。駐車場と反対側の非ひ常じよう口ぐちから外に出られるかもしれない。


　階段を下に降おりる。半分下りて踊おどり場に来たところで足が止まった。


　梓は絶ぜつ句くした。


　目の前の一階の床が、ブヨブヨ蠢うごめく液体で薄く満たされていたのだ。


　暗闇の中で見ると、身体が淡あわい燐りん光こうを発しているのがわかった。その光で一階が広く浮うかび上がっている。見える限り全すべての床がクラーケンの身体で埋うまっていた。


　駐車場で外がい灯とうの明かりに照てらされていた生きた湖みずうみが、今度は地ち底てい湖このように暗い室内を満たしている。西側の壁に回り込む速度といい、横に広がるスピードは、津つ波なみのように速い。ゆらゆらと揺ゆれ光る水面がまるで自分を嘲あざ笑わらっているようだ。


　──ちくしょう！


　梓は下りかけた階段を上のぼり直した。その階段を、一段、一段とクラーケンがよじ上り始める。


　身体からだが震ふるえていた。気を緩ゆるめると泣きそうだった。


　もう囲かこまれてしまったのだろうか？　一度悪い方向に考え出すと、嫌いやな想像ばかりが浮かんだ。さっき足をつかまれた感かん触しよくや、溶とけた嘲ちよう笑しようを浮かべるつぐみ。それに病院で廃はい人じんのように横たわる菫すみれ。あの触手に囚とらわれれば、自分も同じ結果になる。いや、もっとひどいだろう。いまクラーケンを制せい御ぎよする人間はいないのだ。


　液えき状じようの肉にく塊かいにのみ込まれる自分が脳のう裏りに浮かんだ。服の中に侵しん入にゆうし、肌はだに触ふれ、顔を覆おおい、毛け穴あなから中に入り込み、やがては息ができずに口を開け、そこから口こう内ないへ、のどへ、胃いへ──


　気が付くと、動きを止めて立ち竦すくむ自分がいた。梓は震える足を無む理り矢や理りに動かした。


　──景ちゃん……景ちゃん……


　挫くじけてはいけない。この暗闇の中、小さくなって泣いていても助かりはしないのだ。


　悪お寒かんを抱かかえたまま梓はもう一度二階フロアの奥を目め指ざした。


　吹ふき抜ぬけに出た。


　丸い回かい廊ろうの下に、一階のクラーケンが見える。梓は手すりから階下をのぞき込み、嫌けん悪おに顔を歪ゆがめながらも、ある一点に気を取られた。水面の一部が盛もり上がったのだ。


　膨ふくらみは人の背せ丈たけほどもある塊かたまりになり、さらに上へと伸のび上がった。動きを追う梓の視し線せんが水平になる。二階の高さまで持ち上がった塊が、ブルブル震えて形を作った。


　人間の顔だ。


　つぐみだった。


「…………」


　梓が戦せん慄りつする。その梓の前で、直ちよつ径けい一メートルはあるつぐみの顔が崩くずれた艶えん笑しようを浮かべた。口が開き、ゴボゴボと水すい泡ほうを弾はじかせて声を出す。


「どぼじたん、だあい……にげばくて、いいのか、ばあ……？」


「…………ヒッ」


「たっぶり、かばあいがって、ばげるばら、べえ……」


　にたぁり、と笑い、巨きよ大だいな顔がん面めんが近づいてきた。梓は後あと退ずさろうとしたが、足がいうことを聞かずに、その場にすとんとしゃがみ込んだ。


　近づいた顔面は大きく口を開けて頭を仰のけ反ぞらせた。そして手すりにかぶりついた。


　巨人が拳こぶしを叩たたき落とすように、顔面が手すりと床ゆかに衝しよう突とつした。亀き裂れつが走り、床が割われる。梓が座すわり込んでいた床が、ガクンと沈しずんだ。


　──落ちる。


　下はゼリーの海だ。落ちればどうなるか。梓は我われを忘れた。


「キャアアアアッ。助けてっ──助けてえぇぇぇっ！」


　傾かたむいた床の上を身体が滑すべった。梓は死しに物もの狂ぐるいで腕うでを伸ばしたが、その手は空むなしく宙を搔かいた。身の竦すくむ浮ふ遊ゆう間かん。突つき落とされる絶ぜつ望ぼう。


　梓は落らつ下かした。だが、その落下は梓が思ったより短かった。空中で何かにつかまれたのだ。


　真っ白になった頭で自分の身体を見る。身体がコートごと黒い何かにつかまれていた。


　指。いや、巨大な鉤かぎ爪づめだ。梓は、闇やみ色いろをした巨大な腕に、落下する途と中ちゆうでつかまれたのだ。


　腕を伸ばしているのは鎧よろいをまとった鬼おに。その姿すがたは、以前、この目で見た。


「景ちゃん！」


　一階に景が立っていた。それもクラーケンの湖みずうみの真ん中に。


　売り物のライトスタンドの明かりが景の影かげを作っていた。その影が景の周しゆう囲い一メートルに渡って円形に広がり、クラーケンの侵しん蝕しよくを阻そ止ししている。


〝影〟は梓の身体を乱らん暴ぼうに景に押しつけた。景は梓を受け取ると、痛いほど腕を引いて走り出した。行き先はさっきの階段。景が走るのに沿そって足あし下もとの影も移動し、湖の水を割わり裂さいた。


「景ちゃん!?」


「走れ。速くっ」


　声は掠かすれ、いつになく切せつ迫ぱくしていた。顔が苦く渋じゆうに歪ゆがんでいる。ゼリーの中を強ごう引いんに横切るのは、景にとっても大変な負ふ荷かになっているようだ。


　あと一歩というところで、いきなり景が梓を前方の階段に押し飛ばした。


「いたっ！」


　痛めた足でとっさに踏ふん張ばり、階段の中なか程ほどに飛び上がる。直後に、後こう方ほうのライトスタンドがクラーケンに破は壊かいされた。


　明かりが消え、影も消える。


「ッグ！」


　景が鉛なまりのような呻うめき声をもらして階段の上に倒れ込んだ。ぎりぎり間まに合わなかった。両足がクラーケンに触ふれたのだ。


　──いけない！


「景ちゃんっ、しっかりして！」


　梓が慌てて景を引き上げる。景は踊おどり場まで這はい上がり、そこでぐったりと横たわった。


「ハッ、ハッ、ハッ、ハッ──ぐ！」


　景は額ひたいを床に打ちつけると、ゲエゲエと嘔おう吐とした。吐と瀉しや物ぶつにはまだ溶とけきっていない、へしゃげたカプセルの容よう器きがいくつも混まじっていた。


　梓は慌てて景の身体に手をかけた。そして──


「──え？」


　と我わが目を疑うたがった。


　──……え、な、何これ……？


　梓は景を見て言葉を失うしなった。


　景は──壊こわれかけていた。それがなぜかはっきりと見えた。


『テアー・チェイン』での乱らん戦せん。甲か斐い氷太との決けつ闘とう。本ほん来らいなら、いずれも万ばん全ぜんの態勢を整ととのえ、全力を出し尽つくして事ことに当たるべき大事である。それをろくな用意もないまま、連れん日じつのようにこなしてきたのだ。カプセルの乱らん用ようや悪あく魔まの行こう使しは、ただでさえ心しん身しんを破は壊かいする。景がこの数日、自分に課かしてきた無む茶ちやは、並なみのユーザーの限界を優ゆうに超こえていた。その恐おそるべき負ふ担たんは、景の両肩かたにズシリと食い込んでいた。


　それだけではない。梓の目にはこの数年間で蓄ちく積せきされたカプセルの残ざん滓しが見えた。景の身体はすでに取り返しがつかないほど酷こく使しされていた。それは、放ほうっておけば死ぬ、というレベルに達している。生命のオーラが、穴あなだらけになっているのだ。


　景のマンションでの発ほつ作さが脳のう裏りを過よぎった。景が副ふく作さ用ように苦しみながら、カプセルを要求した理由がわかった。景は半はん壊かいした身体を、カプセルで維い持じしていたのである。


「なんてこと……」


　なぜそんなものが見えるのか、梓にはわからなかった。しかし見えているものが間ま違ちがいではないことが確信できた。


　幼おさななじみの少年は、すでに半分死んでいるのだ。中ちゆう毒どくとか、そんな段階ではなかった。


　──ああ、こんな……これほどだなんて……


　梓は目に涙なみだを浮うかべて口元を覆おおった。その梓の見守る前で、嘔吐し、息をついていた景が、ボロボロのまま身体を震ふるわせた。


　やがて景の身体の振しん動どうは、低い、笑い声になった。


「ク──クク、クククク──」


　震えはひどくなり、たがが外はずれたように四し肢しがガタガタと揺ゆれ動いた。梓は景を抱だきしめて止めようとしたが効こう果かがなかった。


　低い、喉のどを震わせる笑い声は、すぐに薄うすら笑いになり、はっきりとした嘲ちよう笑しようへ。そして耳をつんざく哄こう笑しようへと変わった。


　ガツ、と景が拳こぶしを床ゆかに叩たたきつけた。


「やってくれるぜ、あのアバズレ！」


　吐はき捨すてた台詞せりふには、まざまざとした怒いかりと、血に飢うえた興こう奮ふんがあった。


　梓は震しん撼かんした。


　景はカプセルを二粒つぶ取り出して口に入れた。震える足で立ち上がる。両足はクラーケンの攻こう撃げきを受けたはずだが、痛みを感じていないかのようだった。


　手すりにしがみつきながら階段を上のぼる。


「本体はどこだっ？」


「ほ、本体……？」


「新につ田たつぐみの身体だ」


「景ちゃん!?　なんでそのこと？」


「話は水原から聞いてる。どこなんだ！」


　梓が問い返すと、景は神しん経けい質しつに怒ど鳴なり返した。冷れい徹てつさがない。感情をむき出しにしている。


　普ふ段だんの景ではなかった。幼いころも含ふくめて、こんな景を見るのは初めてだった。梓は心しん臓ぞうが冷ひえる思いだった。


「たぶん、まだ駐ちゆう車しや場じようの方に」


「あそこか」


　景は手すりを頼たよりに階段を上りきった。それから駐車場の方を目め指ざそうとしたが、ろくに動かない足に妨さまたげられて床に転てん倒とうした。


　梓は急いで階段を駆かけ上がり、倒たおれた景に手を貸かした。


「ど、どうする気なの？」


「あの女を殺す」


　簡かん潔けつな言い草が、梓に衝しよう撃げきを与あたえた。


「そんな……噓うそでしょ？　そんなのいいから逃にげようよ。あんな人、放ほうって置けばいいじゃない……」


「馬ば鹿かなっ」


　景は逆ぎやく上じようしたように梓の襟えり元もとをつかんだ。


「あの女は、君を喰くおうとしやがったんだぞ！　ユーザーですらない君を、奴やつは──」


　あっ、と梓は自分の誤ご解かいを悟さとった。同時に景が我われに返って、梓の襟元を放はなした。


「景ちゃん」


「……どのみち、奴を止めるしか生き延のびる術すべはない……」


　景が硬かたい表情に戻もどって足を引きつつ前に進んだ。梓も無む言ごんで彼に肩かたを貸し、一いつ緒しよになって来た道を引き返した。


　──景ちゃんは、


　景は自分を襲おそったからカイムに怒おこっているのではない。梓を傷きずつけたから怒っているのだ。そうと知って、梓は、いまさっき景に感じたばかりの恐きよう怖ふと違い和わ感かんが風ふう化かするのを感じた。


　──なんて馬鹿な、単純な女。


　だがその思いは、単純な景への恐おそればかりでなく、クラーケンへの恐怖や、闇やみへの恐怖。夜の世界への恐怖までを、風化し、吹ふき払ってしまった。


　二人でいる。隣となりに景がいる。景と触ふれ合っている。それが梓の、恐怖に打ち勝つ十じゆう分ぶん条じよう件けんだった。


　二階の駐車場に面する側には喫きつ茶さ店てんがあり、バルコニーのように外に出られる場所があった。二人はそこから夜空の下に出た。


　眼がん前ぜんに広がる駐車場は、相あい変かわらずクラーケンの身体からだに覆おおい尽つくされていた。梓は遊ゆう歩ほ道どうに視し線せんを向けた。


　いた。


　つぐみの身体は、まだ同じ位置で地上──いや、水上二メートルの位置に浮うかんでいた。


　景が、ぜえぜえと息を切らしながらつぐみの姿すがたを認みとめる。と、景の目が半分裏うら返がえり、ネジが切れたように足あし下もとに崩くずれた。もう限界なのだ。


「景ちゃんっ。やっぱり無む理りよ。あなた、ほんとに死んじゃうわ！」


「……光だ」


「え？」


「光がいる……影かげを」


　梓は何か光こう源げんを求めて辺あたりを見回した。


　バルコニーを照てらすための外がい灯とうがある。あのスイッチは？　たぶん喫茶店の中だ。


　梓は喫茶店に引き返して明かりのスイッチを探さがした。カウンターの中に見つけだしたスイッチを全すべて入れる。店内の電でん灯とうが灯ともり、バルコニーのライトが点てん灯とうした。


　影ができた。


　景が、うっすらと笑えみを浮かべた。


「いいとこ三十秒か……面おも白しろいっ」


　景がさらにカプセルをのんだ。もう何十粒つぶのんだのかわからない。


〝影〟が主あるじの召しよう喚かんに応こたえた。


　その姿すがたもすでに充じゆう分ぶん傷ついている。立ち上がる力もなく、両手をついた格かつ好こうで肩を激はげしく上じよう下げさせていた。


　梓は異い形ぎようの存在に恐れながらも、景の下もとに駆け戻もどった。ウィンドブレーカーにくるまって座すわり込こむ景の下にしゃがみ、背中から彼を支ささえる。景は梓に背中を預あずけ、霞かすむ視線を〝影〟に投げた。


「行け」


　景の命を受け、〝影〟が前のめりにバルコニーから身を乗り出した。


　身体が大きく伸び上がる。そして、〝影〟は、クラーケンの海に入った。


　這はいずるように腕で移動する。まずは右手。たちまち触しよく手しゆが絡からみ、腕うでを這い上がってきた。


　左手。同じように手首から二の腕をよじ登ってくる。


〝影〟は右腕を抜ぬいて前方に投げ出し、身体を引き上げて腕を下ろした。それから左手を抜く。身体を前に。左手を着つく。今度は右手。


　一いつ歩ぽ一いつ歩ぽ、腕を前に着き、身体を伸ばしてつぐみに近ちか寄よる。星明かりと外灯に照てらされ、燐りん光こうを放つ沼ぬまを泳ぐ黒い巨人。幻げん想そうの中の光こう景けいだ。


〝影〟は底そこ力ぢからを見せたが、それでも限界があった。動きは徐々に鈍にぶく、腕は重たくなっていった。クラーケンが〝影〟に触ふれるたび、景の身体には焼やきごてを当てられたような鋭するどい衝撃が走った。梓は何もできないまま、ただ景の手を強つよくにぎった。


「もういい。もういいわ。やめて、景ちゃん。戻って！」


　梓が景の耳元で懇こん願がんした。景は答えない。瞳が朦もう朧ろうとして、すでに梓を映うつしていない。


　景が自みずから宣せん言げんした三十秒が、無情にも過ぎ去った。


　ついに〝影〟の背中にまでクラーケンがのしかかってきた。身体の半分がクラーケンの中に埋うまった。そのままずぶずぶと肉にく塊かいに沈んでいく。〝影〟の動きが止まった。


「……く」


　弱々しい声をもらし、景の首が前に傾かたむいた。同時に呼吸が止まる。


　梓は真まっ青さおになった。


「景ちゃんっ!?　景ちゃん！」


　半狂乱になって身体を揺ゆさぶる。見れば〝影〟は完全にクラーケンにのみ込まれていた。


　──噓……噓……！


「しっかりして！　目を開けてよ。冗談じゃないわ。景ちゃんっ。ねえ、景ちゃんっ！」


　反応はなかった。景の命の火が消えかけている。なのに、それを止める方法がわからない。


　この時点で梓は完全に我われを失っていた。
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　だから、どうして自分がそんなことを口走ったのかも、理り解かいしていなかった。


「こんなのでいいの？　景ちゃん、あなた『彼女』をどうする気？　あなたはこれでいいの!?」


　その一ひと言ことを聞いた瞬間。景の目に光が戻もどった。その光は、黄おう金ごんの混まじった紅くれない色をしていた。


「──！」


　全身の血を絞しぼるかのように、景がウィンドブレーカーの中で激はげしく身もだえした。


　バルコニーの床ゆかに爪つめを立てる。


　砂をかくように踵かかとを動かす。


　喉のどを突つき上げて空気を貪むさぼる。


　眦まなじりが裂さけるほど両目を見み開ひらく。


「ガアアアアッ！」


　景が獣けものじみた叫さけび声ごえを放った。


　景の変化に連れん動どうし、肉塊に沈んだ〝影〟が腕を持ち上げた。すぐさまクラーケンが動きを妨げ、ゴム状に四し肢しに絡みついた。〝影〟は全身の筋きん肉にくを力りきませ、触しよく手しゆをバリバリと引きはがしながら立ち上がった。


　仮面の呼こ吸きゆう孔こうから金色の光がもれていた。全身が熱を発はつし、触ふれる物ものを焼やいている。クラーケンは怯おびえたように身体を縮ちぢませた。


　──な、何!?


　唐突な変化だった。景の全身がまざまざとした闘とう志しに燃え上がった。


　梓が止める間もなく、景は残っていたカプセルを余あまさず口に入れた。歯で嚙かみ潰つぶし、中身を啜すすって殻からを吐はき捨すてた。血ち走ばしった目を錐きりのように細める。爪つめの割われた指を広げ、見えない果実を摘つまむように腕を上げる。


〝影〟もまた灼しやく熱ねつした鉤かぎ爪づめを天てん空くうに掲かかげた。


「ッ！」


　景が、ぐっ、と拳こぶしを握にぎりしめた。


〝影〟が鉤爪を、つぐみの頭ず上じようへ叩たたきつけた。


　バシッ


　つぐみの身体がクラーケンの海にはたき落とされた。そのままアスファルトと激げき突とつする。


　飛沫しぶきが跳はねた。ゼリーの下でつぐみが横たわる。


　それを最後に景は力尽つきた。梓の腕の中に倒たおれ込んで意い識しきを失うしなった。


　──神様……！


　シン──と辺あたりが静まりかえった。そして──


「引いていく!?」


　潮しおが引く光景に似にていた。洪こう水ずいのように溢あふれていたクラーケンの身体が、音もなく水位を減げんじ、同時にどんどん稀き薄はくになって、ついには見えなくなった。


　あとには四肢を広げて投げ出されたままの、つぐみだけが残った。


「……消えた……終わったの？」


「の、ようだな」


　心しん臓ぞうが飛び跳はねた。いつのまにかバルコニーへの出入り口に二人の人間が立っていた。しかも、そのうちの一人は顔見知りだ。


「み、皆みな見みさん！」


　茜あかねはばつが悪そうな顔で観かん念ねんしたように梓を見返した。


　──隣となりにいるのは誰だれ？


　背の高い、野や性せい味みに溢れた精せい悍かんな男だった。革かわジャンを着きている。ということはＤＤか？


　──あれ、待って。別人みたいだけど、あいつって確たしかセンター街がいで……


「ウィザードは？」


　男が尋たずねた。梓はハッとして景の様よう子すを確かく認にんした。景は意識を失っていた。呼こ吸きゆうは掠かすれ、心しん音おんが弱々しい。だがクラーケンに潰つぶされかけていたときの、死につつある、と梓を凍こおり付かせる危き機き感かんは失せていた。


　男も状じよう態たいを見て取ったのか「無ぶ事じか」と小さくつぶやいた。


　男はなぜかウズウズしていた。男の視し線せんには、わき上がる歓かん喜きと欲よく望ぼうを必ひつ死しで堪こらえているような緊きん張ちよう感かんがあった。暗い衝しよう動どうを抑おさえつけているように見えるのだ。


「この件はＤＤが持つ」


　梓が警けい戒かいする前で、男は厳げん粛しゆくに宣せん言げんした。


「この店の破は損そんと新田つぐみの後あと始し末まつをな。幸さいわいあの女、死んじゃいねえ。全部、うちがやったことにする。海うみ野のには、警けい察さつには行かないよう言っとけ。うちがカタをつける。いいな」


　一いつ方ぽう的てきに言って、男はその場をあとにした。


　残った茜は梓に淡たん々たんと言った。


「セルネットはすぐにウィザードの正しよう体たいを暴あばきにかかるわ」


「え？」


「……注意するのね」


　そう忠ちゆう告こくして茜もまた男の跡あとを追った。


　梓は景を抱だきかかえたまま、しばらく呆ぼう然ぜんとバルコニーにしゃがみ込んでいた。





　　　　４





　翌よく日じつは、霧きり雨さめの降ふる静かな日曜日だった。


　十二月の雨は冷たい。傘かさを差して道行く人々は、いっそ雪になってくれないものかとコートを抱き寄せ、マフラーを巻き直している。身体からだに染しみ入る寒かん気きを厭いとい、多くの人は急ぎ足で濡ぬれた歩道を歩いていた。


　風は凪ないでいた。濡れる心しん配ぱいはなかったが、視し界かいが雨に煙けむっている。


　喫きつ茶さ店てん『パンドラ』もまた、薄い水すい膜まくのカーテンで覆おおわれていた。外がい壁へきを飾かざる蔓つる草くさは雨に触ふれてうっすらと湿しめり、店名を記しるした赤茶色の銅どう板ばんも水すい滴てきを落としている。ただ、半地下の店内に通じる採さい光こう窓まどだけは、店内の空気に触れて暖あたたかに曇くもっていた。


「コーヒーが美う味まいねえ」


　香こうばしい湯ゆ気げをあごに当て、水原がのんびりと身体を伸のばした。


「雨とコーヒーって誰だれか歌ってなかったっけ？　休みの日の歌」


　ゆるんだ表情でコーヒーを口に運ぶ。悩なやみのない様よう子すが真実なのか演えん技ぎなのか、梓にはわからなかった。


　同席していた千絵は、ため息をついて自分のコーヒーカップを取った。


「レコーダーを落としたのは大失敗だったわ。犯はん人にんもいまでは病院。どうしようもないわね」


　千絵が落らく胆たんするのを見て、梓もまた項うな垂だれた。


　千絵は、甲か斐いの伝でん言ごんを伝つたえるまでもなく、警察に連れん絡らくを取らなかった。やはり物ぶつ証しようがないというのが一番の理由らしい。そしてまた、肝かん心じんのつぐみが意い識しき不明の重じゆう態たいとあっては、菫すみれの事件の詳しよう細さいを話しても信じないと判断したのである。


「二人とも重態だけど、回復は菫さんの方が早いと思うの。そうすれば、彼女自身の口から説明できる。他人が口を挟はさむ必要はないでしょう」


　と千絵は梓に言った。


　以前の千絵なら何を置いても警察に報ほう告こくしていただろう。祐ゆう子この一件以い来らい、彼女は人の罪つみを暴あばくという行こう為いに、とても慎しん重ちようになった。梓も千絵と同じ意見だった。


　それに、千絵が調ちよう査さを打ち切った理由は他ほかにもある。あの現場に居い合あわせた彼女は、悪あく魔まを目もく撃げきこそしなかったものの、さすがに何か尋じん常じようでない空気を感じ取ったようだった。特に、つぐみの『堕落クラツシユ』だ。


「あのとき、新田つぐみの身体は空中に浮ういてたわ」


　目の錯さつ覚かくだ、と言いたくて言いたくて仕し方かたない口くち振ぶりだった。


　あの場所は千絵が指し定ていした場所だし、時間だってそうだ。あんなトリックが用意できるわけはない。何より、あんなトリックを用意する意味がない。


「手しゆ段だんも理由もわからない。少なくともまともな理り屈くつじゃない」


　千絵はそう言ったきり、つぐみの空中浮ふ遊ゆうの件については意見しなかった。だが、口には出さずとも、いま彼女の頭の中が「悪魔」のことでいっぱいなのは間ま違ちがいない。以前菫に話した案を大おお幅はばに修しゆう正せいしつつ、あらゆる角度から彼女の持つ「常じよう識しき」とのすり合わせを行おこなっているのだ。何も言わないのは、答えを出せずにいる証しよう拠こだろう。


　例によって、水原は何も喋しやべろうとしない。


　梓もまた話さなかった。昨日きのうの晩の衝しよう撃げきは、まだ少しも薄れていない。あれから梓は景の意識が回復するまでアウトレットの中にいた。それからタクシーで景を家に送り、ベッドに寝かしてからマンションを出たのである。


　クラーケンとの戦せん闘とうの最中、梓には、景の身体が廃はい人じんのようにボロボロになっているのが見えた。だが、夜が明あけ、彼の家に着いたときには、それが錯覚だったように何も感じられなくなっていた。


　いまとなっては、あのとき見たものがなんだったのか、梓にはわからない。あのとき梓はカプセルものんでいなかったのだ。それで悪魔が見えたこと自体おかしなことである。何にせよ、景が抱かかえる病びよう巣そうが深しん刻こくであることははっきりしている。景が休きゆう息そくしたら、真しん剣けんに彼の病びよう状じようを話し合う必要があるだろう。


　──でも……


　一番頭から離はなれないのは、景が最後に見せた姿すがただった。


　麻ま里り奈なと戦たたかっていたときも、景は梓の知らない姿を見せた。揺ゆるぎない自信と、冷れい徹てつな意志。敵てきを嘲あざける不ふ遜そん。死し線せんを愉たのしむ狂気。それは別に悪魔を使うからどうだという問題ではなく、パーソナリティーの問題だった。あのときの景は、幼おさないころの景とは似ても似つかなかったし、また高校生活で見せる陰いん気きで無ぶ愛あい想そうな景とも明らかに異ことなっていた。


　そして昨夜ゆうべの景。まるで破は壊かい衝しよう動どうの塊かたまりだった。


　──『例たとえば僕ぼくの悪魔。あれは元々僕の中にいた奴やつだ』


　──『あれは僕の中に潜せん在ざいしていた性質が形を取ったものだってことさ』


　まさしくその通り。梓にはあのときの景が、彼の操あやつる〝影かげ〟に重かさなって見えた。普ふ段だんの彼なら絶対にあり得えない剝むき出しの激げき情じようといい、自じ滅めつしてでも敵を倒たおそうする盲もう目もく的てきな戦意といい、梓が想像もしていなかったドロドロした景の姿だ。あれが彼の、本ほん性しようなのだろうか？　そんな風ふうに思いたくはないが、しかし……


　──わたしはいったい、どうやって景ちゃんを助ければいいんだろう。


　このままにしておけないことは、はっきりしている。それなのに取るべき手しゆ段だんがわからない。梓にとって一番嫌いやな状じよう況きようだった。


「ま、何にしろ、一いつ件けん落らく着ちやくでねーの？　あとは菫ちゃんのお見み舞まいに通かよって、ゆっくり回復を待ちましょうや」


　完全にリラックスした物もの腰ごしで水原が言う。彼にかかると、どんな問題もイージーになる。昨晩、梓を残して別れたときの苦く渋じゆうに満ちた態たい度どが噓うそのようだ。


　脳のう天てん気きな水原を、千絵が恨うらめしそうに横目で見た。


「なんだか納なつ得とくできないわ……あなた本当はもっといろいろ知ってるのに隠かくしてない？」


「ふ、千絵ちゃん。ミステリアスであることは、モテる男の特権だぜ。いい男ってのは、寝ね物もの語がたりで一つずつベールを脱ぬいでゆくものなのさ」


　斜ななめ四十度の角度で、髪かみをかき上げながら言う。千絵はげんなりと顔をしかめた。


「……気き色しよく悪わるいウィンクを飛ばさないでちょうだい。私が言ってるのは、あなたの個人的な秘ひ密みつじゃなくて、カプセルやセルネットやＤＤに関する情じよう報ほうのことよ」


「それはほら、俺おれの訳わけありな過か去こと密みつ接せつに繫つながってるわけじゃん？　その手の蘊うん蓄ちくは、俺のハードボイルドなエピソードをにぎわす演えん出しゆつ材料なわけなんだからさ。そう。たとえば、俺が当時組んでたジョニーの裏うら切ぎりを知ったとき……」


「ああ、もういいわ。どうせあなたの戯ざれ言ごとを聞いても、その真しん偽ぎをリサーチするのは結局私なんだから。その手て間まがどれほどのものか、あんたに言ったってわかりやしないでしょうよ」


　と、うんざりするのを通り越こし、沈ちん痛つうな面おももちで千絵はぐちった。それから口の中でぶつぶつと、


「……なのに、どうもこいつばかり、いいとこ取ってる気がするのよね。理り不ふ尽じんだわ……」


「ん、何かな？」


「……なんでもないわよ」


「それはね、千絵ちゃん。世の中には努力しても報むくわれない者と、努力しなくてもオイシい目をみる者がいるという、不公平ながらも否ひ定ていできない現実の現あらわれなのだヨ」


「き、聞こえてんなら、わざとらしく聞き返さないでちょうだいっ！　しかも、何？　その、世の中を舐なめきった考こう察さつは!?」


「真しん理りだろ？」


「帰れっ」


　千絵が唾つばを飛ばすのを見て、梓は思わず吹ふき出した。心温あたたまる二人の口こう論ろんを聞いていると、梓にも少しは力がわいてくる。


　──いつかはこの二人にも、景ちゃんのことを相そう談だんできるようになるかもしれない。


　そうなればいいと思う。一人で悩なやんでわからないことでも、この二人となら解かい決けつの方法が思いつくかもしれない。でも、いまはまだ駄だ目めだった。二人を信用しないわけではなく、梓自身の心の問題だ。


　──ごめん。もうちょっと待ってね。わたし自身の整理がついたら、何もかも打ち明けるから……


「千絵。わたしちょっと先に帰るね。用事があるから」


「あ、あら。そう……わかったわ。お大事にね」


「千絵こそ。足挫くじいたの、早く治してね」


　まだ減へらず口と憎にくまれ口の応おう酬しゆうを続ける千絵と水原に苦く笑しようを残し、梓は一人で『パンドラ』の階段を上のぼった。


　雨はまだ変わらずに降ふり続いていた。


　梓は傘かさを広げた。曇くもっているわりに外は明るい。この辺あたりは人通りもないし、柔やわらかい雨あま音おとが、遠くから聞こえる雑ざつ踏とうやエンジン音を消していた。とても静かな、落ち着ついた空気だ。


　梓は水溜たまりに足を踏ふみ出し、そのまま立ち止まった。


『パンドラ』を出たところに、景が傘を差して立っていたのだ。


　とっさにかける言葉が出なかった。


　景は昨日きのうの服装のまま、青いウィンドブレーカーを着きて立っていた。ただ、その格かつ好こうをしているときの超ちよう俗ぞく的てきな雰ふん囲い気きはなかった。魔ま法ほう使いのローブではなく、たんに服を着ているのと変わらない感じなのだ。フードも外はずしていた。何より、眼鏡めがねをしていない目に、他人と距きよ離りを取る構かまえた様よう子すがなかった。


　飾かざらない、ごく普ふ通つうの男の子に見えた。


「景ちゃん……どうしたの？　身体からだ、もういいの？」


「……ああ。もう、大だい丈じよう夫ぶだ」


「そ、そう。でも無む理りしないで。こんなとこに、いったいどうしたの？」


　景はしばらく口ごもった末すえ、意を決したように口を開けた。


「君きみに謝あやまりにきた。それと、お礼れいを言いに」


「え？」


　おかしなことに、それは梓が一番思ってもみなかった台詞せりふだった。景は飾らない眼まな差ざしのまま、真まっ直すぐに梓を見て言った。


「昨日はすまなかった。君たちは知らないかもしれないけど、昨日カイムが君たちを襲おそおうとしたのも、ＤＤがそれを機に襲しゆう撃げきをかけたのも、元を正ただせば僕に責せき任にんの一いつ端たんがある。僕のせいで危き険けんな目に遭あわせた。ごめん」


「……え。あの」


　──『ごめん』？　いま景ちゃん、『ごめん』って言った？


　面めん食くらう梓に、景は丁てい寧ねいに言葉を続けた。


「それにありがとう。昨日、君の助けがなければ、僕は勝てなかった。君のおかげだ」


　景は視し線せんを逸そらさない。梓は、カーッと頭に血が上のぼる気がした。


「そんな、わたしは何も……ありがとうだなんて……わ、わたしこそ助けてもらって……」


　──なんなの。急に一体……


　顔が火ほ照てった。景からこんな風ふうに言われたのは、生まれて初めてだった。いつにない改あらたまった態たい度どが、梓の胸むねをドギマギさせる。幼おさないころにはなかったことだ。


「これは僕の携けい帯たいのナンバーだ」


　と景は錯さく乱らんする梓に一枚の紙切れを渡した。


「携帯って……」


「僕はある悪あく魔まを追っている」


　真ま面じ目めな口く調ちようとその内容に、梓はハッと気を引き締しめた。


「その悪魔を見つけるまで、僕はこの世界から逃にげ出すつもりはない。だから君のことは巻き込みたくなかった。関かかわって欲ほしくなかったんだ。でも、今回のようなことがあった以上、今後も僕の問題が君にまで迷めい惑わくをかける事じ態たいはありえると思う」


　景はわずかにうつむいて嚙かみしめるように告こく白はくした。


　そして顔を上げ、梓の目を正しよう面めんから見つめた。


「何かあったら連れん絡らくしてほしい。僕は自分の目もく的てきを諦あきらめることはできないけど──君のことは、絶対に守ってみせる」




[image: ]


　真しん剣けんな、そして真しん摯しな表情だった。


　そう言い残して景は背を向けた。そのまま霧きり雨さめの中を歩あゆみ去っていく。


　梓はぼうっとしたまま景の背中を見送った。


　それからもしばらく、ぼうっとしたままだった。


　二十分後、千絵と水原が店を出て、驚おどろいて梓に声をかけるまで、ずっとそのままだった。





　　　　◆◆◆◆◆





　おかしな夢ゆめを見た。





　わたしたちがいるのは、あの懐なつかしい王国だった。


　わたしが女王様で、景ちゃんがその国の住人。


　景ちゃんには不ふ思し議ぎな才さい能のうがあって、王国を言葉で飾かざるのだ。やっていることはただのゴッコ遊びなのに、景ちゃんが言うと空くう想そうは色をつけた。無限に広がり、深みをたたえ、においと音と手て触ざわりを持った。


　そこにはいろんなものがあるんだ──


　と景ちゃんは両手を広げながら魔ま法ほうを唱となえた。


　お城しろがあるのは深い森の中で、訪おとずれた人は暗い樹じゆ木もくの道を、馬を引いて歩かなきゃいけない。森には鹿しかや兎うさぎの他ほかに、黒くろ豹ひようや大だい蛇じやもいる。魔ま物ものだっている。だから道から外はずれないよう、一団になって進まなきゃならないし、昼でも松たい明まつを絶たやさないよう、油の量を気にしてなきゃいけない。休きゆう息そくできる場所は限られてて、ちょっとした森の切れ目とか、見み晴はらしのいい丘おかの上とかだけなんだ。湧わき水の出る岩いわ場ばや、木イチゴのなる茂しげみには、それだけ森の生き物もいっぱいいるからね──


　森を抜ぬけると、広い湖みずうみに出るんだ。湖はひっそりと息を潜ひそめてて、所々雲の切れ目から差し込む陽光で、キラキラと光ってる。枯かれた大たい木ぼくが水面から突つき出してて、その下を人の背せ丈たけもある大きな魚が泳いでる。水みず辺べにはいいにおいのする花が咲さいてて虫や蝶ちようが飛び交かってる──


　そして湖の向こうにお城があるんだよ。小さいけど細こまやかな造つくりのお城で、細い尖せん塔とうがいくつもあって、白い大だい理り石せきで組まれてる。大理石には蔓つる草くさが絡からんでて、城じよう壁へきの窓まどには鳥が巣すを作っている。真っ白でとてもきれいなんだけど、森の中に溶とけ込んでるんだ。湖こ面めんには水上に突き出す大たい樹じゆの枝えだと、白くそびえるお城の尖塔が映うつっているんだよ──


　それで訪れた人はびっくりして湖を渡るんだ。森の木を伐きり、いかだを組んで。湖はとても静かで、櫂かいを入れると水音が湖の端はしまで届とどくんだ。風も凪ないでて波も立たない。いかだは水面を滑すべってあっという間まに湖を渡ってしまう──


　お城の門は開いてるんだ──


　中に入っても誰だれもいない──


　部へ屋やはイタチや山やま猫ねこの住すみ処かになってて、地下室には鼠ねずみが巣を作ってる。屋や根ね裏うらには大きな赤あか狒ひ狒ひの親子が住んでて、ときどき天てん窓まどから屋根に出てくる。庭にわは野や生せい化かした花が実みをつけていて、やってきた小鳥がそれをついばんでいる。そこはとても平和なところだけど、人は一人もいない、忘れられた国なんだ──


　あれ、とわたしは首を捻ひねった。


　景ちゃんの話はいっぱい聞いたけど、そんな話は聞いたことがなかった。


　夢の中のわたしは、人は誰も住んでないのか、と尋たずねた。


　昔むかしはいたんだよ、と景ちゃんは答えた。


　でも、もう誰もいないんだ──


　わたしは、ぶるっと寒さむ気けを感じて身体からだを震ふるわせた。


　景ちゃんは続けて話した。


　訪れた人々は、そこで一夜を明あかすんだ。夜が明けたらまた森に戻もどる。そしてもう帰ってこない。また王国は密ひそやかに森の中で眠ねむるんだ。誰にも知られることもなく。思い出されることもなく──


　そう語る景ちゃんの目は、暗い眼まな差ざしをしていた。わたしは、やめてと思った。そんな話はなんだか嫌いやだ。


　でも、夢の中のわたしは何も言わなかった。黙だまって景ちゃんの話に耳を傾かたむけてから、それからどうなるのかと訊きいた。


　それでおしまいと景ちゃんが答えた。


　夢の中のわたしはしばらく口を閉ざしてから、昔の話を聞きたいと言った。まだその国に人がいたときの話が。


　景ちゃんは困こまったような顔をしたけど、ぽつりぽつりと話を始めた。


　わがままな女王様の話。悪い魔法使いの話。気け高だかい騎き士しの話。小さな王国の、秘ひ密みつの話。


　わたしはまた口を閉ざして、景ちゃんの話に耳を傾けた。そして、


「それはいいですね」


　と冷たい声で景ちゃんに言った。


　夢の中のわたしは、ひどく無む慈じ悲ひな顔をしていた。






　あとがき







　お待たせしました、あざの耕平です。『Ｄクラッカーズ２　敵手』をお届けします。


　なんてあっさり流ながしちゃいましたが、気が付くと一巻が出てから、実に八か月が経けい過かしてるんですね。


　でも、こんなことで驚おどろいていてはいけません。何しろ、最初の短編を発表してから前回の『Ｄクラッカーズ　接触』が出るまでには、二年と四か月かかったんですから。八か月なんて、ちゃんちゃらおかしい。筆ひつ者しやは全ぜん然ぜんへいちゃらです（違う？）。





　……ごめんなさい。次はもっと早く出しますので勘かん弁べんしてください。


　ただ、お待たせした分、中身は詰まってます。新キャラクターも登場しました。それに負けじと一巻の面々も活かつ躍やくしてます。アクションシーンだって倍増。ミステリーな感じも──控えめながら（笑）。


　ぜひ手にとって堪たん能のうしてください。





　さて、「次は」なんて言ってますが、一巻を読まれてお分かりの通り、『Ｄクラッカーズ』は続き物です。もちろん、一冊一冊でも完結させていますけど、全部で一本のストーリーでもあるわけですね。で、一巻を「起」とすると、この二巻はシリーズ全体の「承」に当たります。


　今回で、主だった登場人物も、全部じゃないけど顔を見せましたし、舞台の勢せい力りよく分ぶん布ぷも描くことができました。次辺あたりから派手に物語が動きだしますので、ちょっとご期待くださいませ。





　あ、あと、誤ご解かいのないよう、ここに明記しておきますが、筆者はジャンキーじゃありません（笑）。ほんとです。噓うそじゃないです。恐こわくないからお手紙ください。待ってます。





　とまあ、こんな感じで。


　今回も、担当のＫさん、イラストの村崎久都さん、いい仕事をありがとうございました。


　そして、一巻を買ってくださった読者の皆様にも、二巻も買ってくださるであろう読者の皆様にも、感謝と感激の雨あめ霰あられを。





　ではまた、次巻でお会いしましょう。







二〇〇一年　六月　あざの耕平





Ｄクラッカーズ２


敵手─pursuer─





あざの耕こう平へい
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